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登場人物




秋あき月づき 美み砂さ子こ

二十五歳の数学教師。柔らかい物腰と理知的な美貌で同僚・教え子からの人気が高い。学生の頃から付き合っていた夫と結ばれ、むつまじい新婚生活を送る。旧姓・篠宮。




灰はい崎ざき 靖やす幸ゆき

学園の物理教師で、美砂子のかつての恩師でもある。根暗な肥満男で、人を寄せつけず、美砂子が学生の頃から彼女に対して歪んだ愛情を抱いていた。




秋あき月づき 健けん司じ

高校時代の美砂子の同級生で、長年互いに愛を育んだ末に結婚した現在の夫。自動車メーカー社長の息子で多忙な青年。将来的に美砂子が家庭に入ることを望んでいる。

		

	

			序章　結婚報告

			


			　四月の上旬。桜の花が咲く季節。

			　淑しゅく栄えい学園の教員用会議室に、今年の高等部三年生を担当する教師たちが集まっていた。年度始めのミーティングである。主な目的は年間行事の主担当を決めるものだった。その冒頭で進行役の学年主任が、隣に座る若い女教師に視線を向ける。

			「篠しの宮みや先生、それでは例の話をしますので……」

			　そう声をかけられて女教師は姿勢よくスッと立ち上がった。それだけで簡素な会議室に華が一輪咲いたような雰囲気が漂う。教師たちの視線も自然と集まった。

			　彼女の名前は篠宮美み砂さ子こ。二十五歳の数学教師である。

			　切れ長で涼やかな瞳にシャープな眼鏡がよく似合っていた。美しく通った鼻筋と前分けにして覗かせている額と合わせて、とても知的な印象だ。それでいて桜色の唇は柔らかな微笑を湛えているようで、彼女の優しい包容力を窺わせる。

			　髪型は教職らしく軽くウエーブのかかった黒髪をキリッと後ろで纏めていた。しかしそれに伴い眩いばかりに白いうなじが露出してしまい、匂い立つような大人の女の色気が滲み出している。ファッションも紺のスーツに白いシャツとシックな組み合わせだが、豊かに盛り上がった胸元やタイトスカートを丸く張り詰めさせている臀部など、そのセクシーなプロポーションは隠しようがない。スカートから伸びている脚はスラリと長く、脹脛ふくらはぎから足首に至るラインはとても均整が取れている。

			　まだ二十五歳と若く、教師としてのキャリアは僅か三年目だが、女としての美しさは今が盛りを極めていた。

			　そんな同僚を前に立たせて、中年の学年主任が他の教師たちに向かって口を開いた。

			「各行事の担当を決める前に、年度始めからおめでたい報告と残念な報告があります。まずはおめでたい報告ですが、この度篠宮先生が結婚されることになりました」

			　おおおおおっ、と会議室に大きなどよめきが湧き起こった。

			　──やっぱり……少し気恥ずかしいわね……。

			　内心照れながらも、美砂子はそれを表情に出さないようにして姿勢よく一礼した。

			「なお、今のが独身男性たちにとっては『残念』な報告です」

			　学年主任のベタなジョークに「女房持ちの男教師にとっても残念な報告だな」と初老の歴史教師が合いの手を入れ、会議室に笑いが起こった。中年の女性音楽教師が、それセクハラですよ、と笑いながらツッコミを入れてさらに笑いが広がる。

			　いい職場だな、と美砂子は改めて実感した。それだけに──本当に残念だ。

			「さてそれではもう一つの、これは本当に残念な報告なんですが、篠宮先生は今年度限りで退職されることになりました。来年からは家庭に入るということです」

			　若い同僚の結婚報告で華やいでいた会議室がシンと静まる。当事者の美砂子は、聡明な美貌をニュートラルに保ったまま、両手をキュッと握り締めた。

			　婚約者の希望は、実は結婚後すぐの退職だった。しかし、せめて二年間見てきた生徒たちをこの学校から送り出すところまでは教師をやりたい、という美砂子の強い願望を聞いてくれて、あと一年間だけここにいられることになったのだった。

			「篠宮君が寿引退か……。ふむ。それこそ『おめでたい』報告じゃないか」

			　初老の歴史教師の発言で、他の教師たちが自然と拍手をし始める。

			「ありがとうございます。残り一年だけですが、私のできる限り精一杯務めます」

			　目頭が熱くなってきた。なんて暖かい職場なんだろう。涙ぐむ表情を隠すために、美砂子は深く身体を折り曲げて、同僚の先輩教師たちに深く頭を下げた。

			　──本当に私は……職場に恵まれたわ……。

			　自分がこの学園の卒業生で、生徒だったときの教師が多くいることもあり、ここ二年間、同僚との間で深刻に頭を悩ますようなトラブルはなかった。生徒の指導方法では、色々と苦労し悩むことも多かったが、そのたびに皆が自分を支えてくれた。彼ら彼女らにとって、若い美砂子はまだまだ可愛い生徒の延長だったのかもしれない。

			「さて、それでは改めてミーティングを始めましょうか」

			　学年主任の仕切りで、自分の結婚話にザワついていた室内が一旦落ち着く。起立したままの美砂子は軽く一礼してホワイトボードの前に移動した。習慣で会議の際には、最年少の者が筆記係をすることになっている。僅か三年で退職することになった美砂子は、ずっと板書係だったことになる。

			　ホワイトボードに『修学旅行』『文化祭』『体育祭』とそれぞれ間隔を開けて書き込んだ。どの行事も全教師が協力して進めていくのだが、それぞれ主担当を決めて早い段階からある程度の下準備をすることになっている。ただ『主担当』と言えば聞こえはいいが、細々とした雑務をこなす雑用係といったほうがより正確である。どの行事も実際に舵を取るのは学年主任だ。

			「えー。そこでなんですが私から一つ提案があります」

			　その学年主任の言葉に教師たちの視線が集まる。

			「篠宮先生なんですが、一年生のときには体育祭、二年生のときには文化祭を担当してもらったので、最後の今年はまだ経験していない修学旅行の主担当をしてもらおうと思います──で、どうでしょう、篠宮先生。引き受けてもらえますか」

			　その提案に美砂子は迷うことなく「是非やらせてください」と顎を引いた。これで年間行事についても、一通りの仕事を経験することができる。

			　美砂子は今の職場に未練があった。それでも近々夫になる恋人の強い要望で、来年には家庭に入ることが決っている。それだけに、できる仕事は全て経験してから辞めたいというのが本音だ。この提案がなければ自分から立候補するつもりだった。

			「それでは篠宮先生に修学旅行の主担当をしてもらうということで、お願いします。えー、あと一人、どなたか立候補はありませんか」

			　教師たちがお互いの顔を見合わせる。修学旅行の主担当は、他行事と違い学校の外に出て雑事を処理しなくてはならないケースが多い。保護者説明会の進行役などもあり、皆やりたがらない仕事だった。この手の尻込みは教師でも生徒でも同じである。

			　と、皆がそれぞれの顔色を窺っていると、ミーティングルームの奥に座っている男性教師が挙手をした。皆の視線が部屋の隅に集まる。

			「ほう……。灰はい崎ざき先生がやってくれますか」

			　学年主任の意外そうな声に、肥満体型の物理教師が頷いた。両目蓋は眠たそうな半眼で、顔全体が贅肉で弛み喜怒哀楽の感情がわかりづらい顔付きをしている。上下の唇も異様に分厚く、かなり個性的なルックスの男だった。歳は三十代後半で美砂子の記憶ではまだ独身だったはずである。

			「……篠宮先生は……ウチの学生だったとき、私が担任した生徒でしたから……そ、その……元教え子の最後の担当を……フォローできればと思いまして」

			　灰崎はどもった口調で、自分の前にあるテーブルに視線を固定しながら立候補した理由を語った。別に緊張をしているわけではなく、これがいつもの彼である。

			　学年主任は表情にこそ出さなかったが、少し戸惑っている様子だった。雑用係とはいえ修学旅行の主担当が、キャリア三年目の若い女教師とこの灰崎では不安だと感じたのだろう。しかし会議室を見渡しても他に立候補するような教師はいなかった。

			　それなりの理由で手を挙げた灰崎がいるのに、ここで無理に他の教師が立候補するのも味が悪い。学年主任がチラリとこちらに視線を送ってきた。その意図はだいたいわかったので、美砂子は小さく視線で頷く。彼とで大丈夫ですか、と問われたのだ。

			「──わかりました。それでは修学旅行の主担当は、灰崎先生と篠宮先生にお願いしたいと思います。皆さんよろしいですか？」

			　同僚たちは無言でそれに答えた。異議なし、という意味である。

			「灰崎先生。どうかご指導、よろしくお願いいたします」

			　美砂子は奥に座る自分の元担任教師に向けて行儀よく一礼した。灰崎はこちらの視線に気づくとサッと顔を逸らし、顎を小さく前に突き出すような会釈をする。

			　──これは……私がしっかりしないといけないわね……。

			　物理の教師としては悪くないのだが、とにかく社交性に乏しい男である。学校外との交渉があるこの仕事は、自分が中心になって進めなくてはならないだろう。

			　若い女教師はこの状況を前向きに捉えることにした。先輩の後ろについて愛想笑いを浮かべているよりは、たとえ面倒で気を遣う仕事でも、自分がリードするほうが遣り甲斐がある。美砂子はこれだけの容姿に恵まれながら、男に頼るのを善しとしない芯の通った女だった。

			「さて、それでは次に体育祭ですが──」

			　学年主任の進行を促す言葉を聞きながら、『修学旅行』の文字の横に『灰崎・篠宮』と自ら書き込んだホワイトボードを横目で眺める。

			　──修学旅行……か。

			　美砂子にとってそれは特別、思い出深いイベントだった。あと一ヶ月後に夫となるフィアンセ──秋あき月づき健けん司じと初めてデートをしたのが学生時代のそのときである。

			　会議に参加しながらも、脳裏にはその当時の記憶が自然と甦っていた。

		

	

			第一章　幸せに忍びよる影

			


			　多くの観光客で賑わう京都。修学旅行の自由時間中。

			　灰崎靖やす幸ゆきは担任クラスの女子生徒、篠宮美砂子の後をつけていた。彼女の隣には他のクラスの男子生徒、秋月健司が並んでいる。

			　修学旅行の規則では自由時間中でも、常に班行動をすることになっている。しかし現実問題として、視線の先に並ぶ二人のように個別で行動する生徒は多数いた。仮に教師に見つかっても『お互いに班から逸れてしまい、たまたま出会ったので一緒に行動していた』と、なんとでも言い訳できる。当然、班の友人たちとも口裏を合わせているはずだ。ただ、それがわかっていても普通の教師ならば注意をするところである。しかし灰崎の場合は、自分のほうが彼女たちの視界から隠れていた。

			「……み、美砂子ぉ」

			　物影に隠れながら女子生徒の名前を粘ついた小声で呟く。

			　視線の先では制服姿の若い二人が、小さな店構えの甘味屋の前に並んでいた。できたばかりの店のようで、鮮やかすぎる外壁の色合いが落ち着いた街並みから浮いて見える。どうやらテイクアウト専門店らしく、注文のすぐあとにほとんど待つことがなく、商品が手渡されていた。美砂子たちにもすぐに順番が回り、アンミツにアイスクリームが盛られたカップを受け取っている。

			　灰崎は腕時計で時間を確認すると、胸ポケットからボイスレコーダーを取り出し、今の時間と彼女が利用した店の名前を吹き込んだ。

			　二人はその場で立ち食いはせず、カップを持ったまま近くの自然公園に向かって歩いていく。相手に気づかれないように注意しながら灰崎はその後をつけていった。

			　健司が何か冗談でも言ったのか、美砂子が笑顔を見せている。二人はそのまま人ひと気けのないベンチに座ると、クリームアンミツを食べ始めた。やはり男子生徒が何か言うたびに、黒髪の少女が聡明な美貌を綻ばせた。よっぽどおかしいことを言われたのか、彼女自ら相手の肩を笑いながら叩いたりまでしている。

			「…………クソッ」

			　胸が痛む。二人とも目立つ生徒だった。健司は爽やかな風貌と陽気な性格で男女問わず人気が高い。成績も常にトップクラスでスポーツ万能。サッカー部ではキャプテンを務めていて、学業優先の弱小チームを初の県大会まで導いていた。一方、美砂子はあのルックスで、なおかつ理系クラスでトップを取り続けている才媛である。前回の全国模試では数学で最高点を取るほどだった。

			　二人が付き合っているという噂は、彼らが一年生のときから流れている。それはデマだった。彼女のことをこうしてずっと見守り続けている灰崎はそれを知っている。しかし、その噂が流れたことにより二人がお互いを意識し始めたことも事実だ。

			　文系と理系でクラスの違う二人が、二年生の文化祭あたりから頻繁に交流するようになっていた。そして今、三年の修学旅行を二人っきりで過ごすまでになっている。もうカップルといっても過言ではないところまで仲が進展していた。あとはどちらかが相手に対する気持ちを告白するだけで『恋人』同士となるところまで来ている。

			　この修学旅行は、その絶好の──灰崎にとっては最悪の舞台だった。

			　──美砂子……。そんな猿のどこがいいんだ……。

			　彼女の数学的な才能は素晴らしかった。かつて物理学者を夢見ていた灰崎は、彼女こそ自分の夢を継いでくれる後継者だと期待している。最初は優秀な生徒としての彼女に惚れた。それがいつしか男が女に対する感情へと昇華していった。優秀な者だからこそ、優秀な者の本当のよさがわかるのだ。決して彼女の容姿だけに心奪われたわけではない。

			　灰崎にとって、物理や数学が理解できない人間は猿だった。この世の純然たる法則がわからないのだからそれも当然だ。社会のルールがわからない非常識な人間に対する感情と、それはなんら変わらない。そして大半の人間が灰崎にとっては猿だった。これほど周りが猿ばかりでは、自分に友人がいないのも、恋人ができないのも仕方がないことである。ケダモノを友や妻にすることはできない。

			　それでも稀に灰崎も認められる頭脳を持った者が現れる。しかしその大半は優秀すぎる自分を恐れて避けようとするのだ。大学に残り、研究を続けたかった灰崎を助手として残してくれなかった教授連中などがその好例だ。中には灰崎のレポートが先進的すぎて理解できず、不当な評価しか下せない者までいた。

			　出来すぎるため、不遇な人生を送ってきたのだ。

			　そんな灰崎にとって、美砂子は久し振りに自分と対等に接するだけの価値がある『人』だった。健司も学校の成績は悪くなかったが、灰崎から見れば知能の高いチンパンジーの域を出ない。人である美砂子が、猿と並んでいる違和感に胸がざわめき続けている。

			　──僕は……篠宮を陰から守っているんだ。

			　均整の取れた身体に伸びやかな四肢。その若々しいプロポーションを包んでいるのは、白を基調に青いラインの入った淑栄学園の女子用制服。透明感漂う知的な美貌に清楚なホワイトカラーと紺のハイソックスの組み合わせが、まるで彼女のためにデザインしたのではないかと思えるほど似合っている。程よい胸の膨らみ具合なども申し分ない。それでいて、ショートカットの黒髪が風に揺れ、聡明な彼女の横顔に影を作ると、大人びた色気がほのかに垣間見える。

			「……はあぁっ……美砂子……」

			　彼女の姿を眺めているだけで、腹の底から甘い溜め息が漏れる。これではいつあの猿が発情して美砂子に襲いかかるか知れたものではない。灰崎ですら、彼女の制服姿をこうしてジッと眺めているとズボンの前が痛いほど張り詰めてしまうのだ。頭の大半が異性のことで占められているであろう若い猿が、いつその劣情を暴発させてもおかしくはない。そんなときには常に携帯しているスタンガンを使い、すぐに助けにはいるつもりであった。自分は彼女を危機から守るナイトなのだ。

			「あー、美味しかった」

			　美砂子がテイクアウトのクリームアンミツを食べ終えた。

			「篠宮って食うの早いなー。フツーの女子だと、男子の前ならわざとでもゆっくりと食べるもんだぞ。ちょっと残したりしてさ──とくに好きな男子の前では」

			　からかうような口調ながらも、かなり際どい少年のセリフに少女が頬を赤らめる。歳相応な彼女の愛らしい表情に灰崎は目を細めながらも、不純な空気が流れそうで僅かに身を乗り出した。

			「つまり秋月君のこと、私が好きでもなんでもないってことだよね」

			　美砂子は軽く肩を竦めると、空になったカップを近くにあったゴミ籠に捨てにいく。彼女の節度ある対応に、担任教師のタラコ唇が物影で綻んだ。

			　うわーショックー、とおどけた健司は、遠くのベンチから空からになったカップをヒョイと投げた。それは綺麗な放物線を描きゴミ籠の中にガシュっと入る。

			「ナイスシュート」

			　微笑む少女に男子生徒は自慢気に口許を斜めにする。そして二人は再び公園の外に向かって歩いていった。

			　灰崎はすぐにゴミ籠に近づいた。手提げ鞄の中からジッパー付きのビニール袋を取り出すと、ゴミ籠から美砂子の捨てたカップ容器を拾い中に入れる。袋には『34』とマジックで書いてある──今回の修学旅行で採取した三十四個目のサンプルだ。

			　灰崎は美砂子の後を追うために歩き出した。しかし数歩進んだところで立ち止まる。

			　無言のまま足元にある石を拾って振り返った。ここからゴミ籠に至るまでの、理想的な放物線を描く微分方程式を頭の中で展開する。石を投げた。

			「…………クソッ」

			　まったく方向の違う木に当たって石は地面に落ちる。計算は完璧なのに、上手くいかない。自分の不遇な人生を象徴しているようだった。現実はなぜこんなにも自分を裏切るのか。深い溜め息をついてから美砂子たちを追った。

			　観光客で賑わうエリアを避けるように二人は緑の濃い方向へ進んでいく。暫く坂道を歩き、とうとう長い石段を昇り始めた。

			　灰崎が手元にある観光ガイドで確認すると、どうやら小さな神社に向かっているようだ。近くには、もっとアクセスが楽で遥かに有名な寺や神社が多くあるだけに、やはりそこも人気が少ない。

			　それだけに修学旅行中のデートスポットとしては絶好な場所と言えた。

			　二人は鳥居をくぐると、こぢんまりとした境内の奥に向かっていく。普通にお参りをするらしい。神社内に入ると人気が少ないだけに尾行が難しかった。礼拝する美砂子を近くから見守るのを諦めて、境内の脇にある多少人で賑わっている売店から二人を窺うことにした。店番をしているのは巫女服を着た皺くちゃな老婆で、こちらをいぶかしむような注意力はなさそうだ。

			　灰崎はみやげ用の絵馬を選ぶふりをして、少し距離のある拝堂を見詰めつづけている。生徒二人はまるで示し合わせたかのような同じタイミングで賽銭を投げ、手を合わせていた。美砂子が投じた正確な金額を知りたかったが、ここからではとても判らない。

			　型通りの参拝を終えた二人がこちらに向かって歩いてくる。慌てて隅に移動した。彼女には自分が見守っていることなど気にせずに、修学旅行を楽しんでもらいたい。

			「えーと。このお守りをください。俺とこの子の二人分」

			　健司が売店の品を一瞥しただけで、売り子の老婆に紫色のお守りを注文する。

			「ちょっと秋月君。勝手に私の分まで決めないでよ。買うなら赤にしようかな、って思ってたんだから」

			「まあまあ、いいじゃんどっちでも。コレは俺が奢おごるからさ──あっ、ありがとうございます──ほら、これ篠宮のね。へへへへっ。二人、お揃いでいい感じじゃん」

			　調子のいい健司のセリフに、睨んでいた美砂子が苦笑する。やんちゃな弟とできた姉のような学生二人に、売り子の老婆が微笑んだ。

			「お二人は、カップルですかのぅ」

			　この質問に、聞き耳を立てていた灰崎の身体は不自然にビクっと痙攣した。

			「はい。そうです」

			　秋月が満面の笑みを浮かべて頷いている。隣では美砂子がポカンと目と口を丸くしていた。いつも大人びている彼女にしては珍しい素の表情だ。

			「そうですかぁ、そうですかぁ。よぉくお似合いですよ、末永くお幸せにねぇ」

			　老婆は顔中の皺をさらに深め、疑うことなく嬉しそうに頷いている。そして秋月も「でしょー」と嬉しそうに笑いお守りを振ってそこを後にした。唖然としていた少女が、その表情に凛々しさを取り戻し、怒ったように少年の背中を追いかける。

			　灰崎も慌ててその後に続いた。鳥居をくぐりすでに石段を下り始めた同級生に、美砂子がちょうど声をかけるところに追いつく。

			「ちょっと秋月君！　わ、わたしたちまだ、そ、その……付き合ってるわけじゃないんだから……か、勝手なこと言わないでよね！」

			　少年の足が止まった。振り返った健司は、さきほどまでのはしゃいだ様子はなく、真剣な表情を浮かべていた。長身で顔の造形も整っているだけに、それだけでやけに大人びて見える。灰崎の背中に嫌な汗が流れだした。ここからだと美砂子の背中しか見えないが、彼女が大きく息を飲み、制服の胸の前で両手を握り締めるのがわかる。

			「俺……篠宮のことが好きだ」

			　少年の真剣な告白に少女の身体がビクッと震える。秋月がゆっくりと石段を昇っていき美砂子よりも一段下で歩みを止めた。それで二人の身長差が埋まり、視線が同じ高さで向かいあう。

			「だから俺と付き合って欲しい」

			　ここからだと美砂子がどんな表情をしているのかわからない。ただ二人の周りに漂う空気から、その様子は察せられた。胸が張り裂けそうに痛い。そして二人をこのままにしていたら、最悪のシーンを目にすることになりそうだ。

			　まただ。また現実が自分を裏切ろうとしている。

			「……うん」

			　黒髪のショートヘアが縦に振られた。あまりのショックで心臓が一拍、脈打つのを忘れる。それでもまだ、二人の間に流れている緊迫感が弛まない。学生服姿の男女にしては、あまりに距離が近すぎる──だめだ。よせ。ああっ。止めなくてはいけない。僕は教師なんだ。二人を止める権利がある。いや、義務がある。しかし足が前に進まない。喉が干からびたようになっていて声も出ない。

			　棒立ちになっている美砂子の顔に、秋月の顔が接近していく。

			　なぜだ。なぜなんだ。なぜこの世はこんなに自分に対してだけ理不尽なのだ。

			　──ああっ……っ……ぼ、僕の……ぼくのみさこがぁぁっっ……。

			　愛する女の唇が猿に奪われる光景を、涙で滲んだ視界で眺めていた。

			※

			　灰崎は狭い一室にいた。五月も中旬を過ぎ、美砂子と二人で修学旅行の下見に京都と奈良に行く一週間前である。

			「はああん……せんせいっ、ああっもっと……ソ、ソコぉぉっ……」

			　灰崎の指責めに、狭いベッドの上で女が身悶えている。

			　大きなアイマスクをつけて、顔がほとんど見えない相手は体操服を着ていた。大きく盛り上がった胸元には『篠宮』と書かれている。

			「はああんっ！　ああっ！　せ、先生っだめっあああああっ！」

			「ほうら、いいよ、イッてごらん美砂子。ほら、ほらっ」

			　相手の首筋に吸いつきながら股間を激しく責め立てる。人差し指と中指を深く膣内に埋め込み、指の腹を使って女の弱点を擦り上げた。時折、愛液でヌルヌルにした親指でクリトリスも刺激する。女はビクンビクンと突発的に腰を痙攣させて、顎を何度も仰け反らせた。中年教師はギュッと両目をつぶり、教え子の女子生徒が自分の指に導かれ絶頂する姿をその脳裏にはっきりとイメージしている。

			「っはああっ！　っああああ！　先生っ！　せんせええええっ！」

			　男のネチっこい責めに、体操服姿の女が腰を右に捻り顔を左に向けて絶叫する。指を埋められた膣からは大量の愛液を溢れさせ、ビグビグビクっと全身を痙攣させ始めた。灰崎がものの数分でイカせたのである。

			　物理教師の責めは技巧を極めていた。観測して、統計し、仮説を立てて、実施する。そのモデルで想定した現象が起こらなければ、また仮説を立て直す。ときには観測からやり直す。女をイカせるテクニックの習得は、科学実験となんら変わらなかった。

			「次は美砂子が僕を満足させてくれ」

			　たっぷりと相手をイカせてから、灰崎は自らベッドに四つん這いになった。手元にはデジタルカメラを持っている。しかしそのレンズは相手の女には向いていない。

			　小型の液晶画面に篠宮美砂子──今では『秋月』美砂子となった女教師の画像が現れる。中年教師はそれを見ながら奉仕を求めた。何度も肌を重ねている相手の女は阿あ吽うんの呼吸でサービスを始める。右手にたっぷりとローションを溜めると、四つん這いで下を向いているペニスを握り手コキ奉仕を開始した。そしてアイマスクを外した化粧の濃い顔を、贅肉に弛んだ尻の谷間に埋めてくる。

			「おおうっ……っ……い、いいぞ美砂子っ……」

			　後ろに突き出した臀部の狭間に熱いぬめりが這い始める。手首を巻き込むようにして、グチュグチュと男根を扱しごかれながら、アナルを舐められる快感に喘ぎ声が漏れた。

			　灰崎はセックスには興味がなかった。いや──美砂子以外の女との性交に興味がないと言うべきか。彼女以外との行為は、たとえゴムなしでもそれはオナニーと変わらない。猿と性交しても、それはセックスではなく獣姦である。それならばまったく相手が視界に入らないほうが都合がよい。むしろ、このように美砂子のオリジナルデータを見ながらのほうが満足感が得られた。

			『篠宮先生オメデトー！』『美砂子っ、健司君とお幸せに！』

			　小さな液晶画面には、灰崎が編集しておいた先日の結婚式の様子が映されている。

			　ゴールデンウィークに入った初日が彼女の式だった。

			　秋月健司の隣に立つ美砂子のウエディングドレス姿を見詰めながら、様々な後悔が胸に溢れだす。もし人生がやり直せるなら、と考えずにはいられない。この二人が初めてキスをしたであろう、あの修学旅行のときにでも、深く干渉しておくべきだった。

			　──クソッ！　見てくれがいいだけのクソ猿めっ！

			　液晶画面に爽やかな青年のタキシード姿が映るたび、言い知れぬ怒りが湧き上がってくる。美砂子は大学に残り研究者になりたかったそうだが、拘束時間が長すぎるのを健司が嫌い教師になったということだった。許せないことである。やはり美砂子は自分と結ばれるべきだったのだ。彼女が自分の生徒だったときに、理解ある自分と結ばれていれば、今頃は研究に没頭できる夢のような生活を送れていたはずである。

			　──ああっ、美砂子、みさこおおおっ……。

			　液晶画面でキャンドルサービスをしている彼女が大映しになっている。

			　この美貌。この身体。この笑顔。

			　学生だったときからは髪が伸び、胸元が豊かに成長している。それでも自分の気持ちに変化はない。より魅了されている。しかしその全てが、その隣に立つ猿に奪われてしまった。美砂子はもう人妻なのだ。この猿に抱かれているのだ。胸に凄まじい痛みが走る。それなのに男根はこれ以上ないほど硬く張り詰めていた。もうイキそうだ。

			「いいわよ、先生。このままミサコのペロペロでドクドクいっぱいだしてぇ」

			　美砂子──に似た声がフィニッシュを煽る。後ろの女──馴染みのヘルス嬢は、見た目はまったく似ていないが声だけは彼女にそっくりだった。

			　女が着ている体操服は遊び用に用意したレプリカである。胸元の文字は昔手に入れたサンプルの名札部分をスキャナーし、名札用の生地にプリントアウトして縫いつけたものだ。その名札を大きく盛り上げているのは彼女自身の胸ではなく、これも自分が用意した胸パットの膨らみである。身体つきはスレンダーなので、こうしていれば現在の美砂子のプロポーションに近くなった。

			　受身の彼女を責めるとき、大きなアイマスクをさせていたのも、美砂子とまったく違う女の顔を視界に入れないようにするためだ。彼女ほどの美貌とプロポーションを併せ持つ女など、テレビやグラビアの中ですら滅多にお目にかかれない。

			　これは自分の性欲を処理するための、苦肉の策だった。声がそっくりな女を見つけられただけでも僥倖である。毎回ロングコースを予約してチップもはずめば、今している程度のプレイはすぐにＯＫとなった。

			　馴染みのヘルス嬢は、灰崎の剛直具合から限界が近いことを察したようで、サービス内容を激しくさせてきた。ローションが白く泡立つほど手コキのスピードを早め、肉棒を強く扱き立ててくる。

			「も、もっと、あああっ、舌を、激しくっ、え、えぐり込ませるようにしろっ！」

			　灰崎の言葉に従い、肛門を舐める舌先にほんの少しだけ力が込められる。これではとても全力で舐めているとは思えない。本当はもっと濃厚なサービスを強要したかったが、機嫌を損ねたヘルス嬢にプレイを中断止されても困る。店を出るときに、ボーイに絡まれたりするのもやっかいだ。

			　──クソッ。でも、こんな思いをするのも……今回までだ。

			　レプリカと戯れるのはこれっきりだった。今度こそオリジナルを手にいれる。

			　灰崎はデジタルカメラを手早く操作して、フィニッシュ用の映像を呼び出した。

			　去年の文化祭のときに、生徒の模擬店が出したアイスキャンディーを美砂子がおどけて舐めている映像である。ばっちりと舌が映っていた。美しい桃色をした味覚器官が剥き出しになっている。少し長めで舌先が僅かに尖った形のいい肉片だ。彼女はこんなところまでも飛び抜けて美しかった。

			　その映像を凝視しながら、今、自分の肛門で踊っているヌメリがこの舌なんだと思い込む。アイスキャンディーを握っているこの指が、そのまま今、自分の股間を激しく扱いているのだ。灰崎の脳内では、四つん這いになった己の尻に美砂子がその美貌を埋めていた。アナルの舐め方が甘いのも彼女が恥じらっているからである。

			「あああっ、いいぞ篠宮あぁっっ、い、イクぞっしのみやあああっ！」

			　中年の物理教師は元教え子の旧姓を叫びながら、彼女に対する劣情を迸らせた。

			※

			　秋月美砂子は寝室のベッドの上で大きく喘いでいた。

			　職場では常にアップで纏めている黒髪を下ろして振り乱し、眼鏡を外した切れ長の瞳を官能的に潤ませている。

			「い、イクぞ、美砂子っっ！　ああっイクっ！」

			　正常位で自分を抱いている夫──秋月健司が限界を宣言する。

			「うんっ。きて！」

			　美砂子が同意を告げると同時に、男の動きが小刻みなものに切り替わる。豊かに実った乳房がダプダプと弾み、長く均整の取れた両足が指先をギュッと丸めて宙を漕ぐ。動きが止まった。グッと奥歯を噛み締めながら、自分の一番深いところで夫が脈動している。それと同時に腰の奥で渦巻いていた官能の昂ぶりが大きく弾けた。

			「ああんっ……いいっ、イクっいくううううっ！」

			　脳裏に愉悦の閃光が瞬き、全身をオーガズムの大波に浚さらわれる。ミルクを溶かしたように白い肌が薄紅色に染め上がり、性の快感にブルブルと痙攣した。

			　新婚とはいえ交際を始めて七年、男女の関係になってからも三年が経過している。それでもこの新居で生活するようになってから、ほぼ毎日のように身体を求められていた。美砂子も嫌いなほうではない。いや、むしろ健司に抱かれ続けていることによって、自分の身体が性に敏感で貪欲であることを最近実感し始めていた。

			「……っ……くっふあああっ……」

			　健司は牡欲の排泄を終えるとゆっくりと腰を引き、性器の結合をといた。股間にはコンドームがつけられ、その先は吐き出したばかりの精液でダラリと垂れ下がっている。彼は暫く息を整えてから、ダブルベッドの端に腰を下ろしティッシュとウエットティッシュで濡れた股間を拭き始めた。

			　──ああっ……アナタ……。

			　そんな夫の背中を絶頂の余韻を残した満足感の中からうっとりと見上げる。幼い頃からずっとサッカーで鍛えた身体は、社会人になった今でも逞しく引き締まっていた。

			　二人はつい先日、ゴールデンウィークの頭に結婚式を挙げたばかりである。美砂子の苗字も『篠宮』から彼の『秋月』に変わった。学校では、数学を担任している生徒たちから一通りからかわれ、最近それも一段落してきたところである。

			「明日から出張なんだよなぁ。美砂子のいない家に帰ってくるのって寂しいんだよ」

			　情事後の処理を終えた健司がダブルベッドの隣でゴロンと横になる。その口調は少し拗ねたような響きだった。

			「泊まりの出張はこの週末だけだから、少しだけ我慢してね」

			　そんな夫の頬にチュッとキスをして、引き締まった男の胸に頬を乗せる。

			「御飯とオカズ、ちゃんとバランスを考えて二日分冷凍しておいたから、チンして食べてね。前みたいにカップラーメンだけで済ませちゃだめよ」

			「わかってるって。それは大学んときの話だろ」

			　旦那様のこといつまでも子供扱いすんなよなー、と言う夫は子供のように唇を尖らせる。そしておどけたような笑顔を見せて、片手を伸ばし火照る乳房を掴んできた。

			「まー、あと一年の辛抱だもんな。来年からは美砂子はずっと俺だけのもの」

			　しかし続けたこのセリフは、今までの軽い口調ではなく妙に熱が籠もっていた。彼は結婚するずっと以前から、美砂子が専業主婦になることを望んでいる。結婚後も、仕事を続けている妻に対し、ことあるごとにこのような発言を繰り返していた。

			「それもあと少しだけ我慢してね。私だって早くアナタの赤ちゃんが欲しいのよ」

			　健司との性行為は毎回、コンドームを使い避妊をしていた。

			　恋人時代、デキちゃった婚をするつもりはなかったし、結婚後も美砂子の仕事の関係で無計画に子供を作るわけにはいかなかった。教師は一年単位の仕事である。特に今年は受験を控えた三年生を担任している。生徒たちを無事に送り出すまでは、気軽に産休を取るわけにもいかない。

			　処女は三年前に彼に捧げたが、常に二人の間には避妊具が存在していた。つまり本当の意味で自分の全てをまだ健司に許していないことになる。このことも美砂子が専業主婦になることを頻繁に望む、大きな要因の一つに違いない。

			「あんっ。もう、ちょっとぉ。アタナも明日は早いんでしょ」

			　バストを揉む夫の動きが、行為後の戯れの域を越え始めた。

			「美砂子、気をつけろよ。一緒に向こうにいくの──あの灰崎なんだろ」

			　そう耳元で囁く声も、ハアハアと上擦り始めている。彼も淑栄学園の卒業生なので、当時からいる教師については、人となりをよく知っていた。

			「なんに気をつけるっていうのよ。あの先生、まともに人の目も見れないような人よ」

			「あーいう根暗なムッツリタイプが一番危ないんだよ。美砂子みたいなイイ女が隣にいたら頭がのぼせて、いつ狼になってもおかしくないぞ」

			「っはあんっ……もう、なにバカなこと言ってるのよ──あンっ！」

			　夫が再び上に覆い被さってきた。美砂子の両手は相手の胸を押し返すのではなく、その背中に回される。新婚夫婦の寝室に、再び甘い官能の声が響き始める。

			※

			　五月中旬の週末。

			　美砂子は新幹線に乗り京都に向かっていた。

			　今年の修学旅行で回る神社やお寺、歴史資料館や宿泊施設などに、下見を兼ねたあいさつ回りをするためである。通路側の隣の席には同じ主担当の灰崎が座っている。いつも無口な物理教師は、今も座席を倒し気味にして仮眠を取っていた。駅で新幹線を待つ間にほんの少しだけ雑談をしたが、乗車してからはまったく喋りかけてこない。

			　──ほんと、灰崎先生って……かわってるわよね……。

			　教師同士で話をするとき、その内容は担当している生徒たちの問題がほとんどなのだが、灰崎の場合だけはまったく違う。最近発表された数学の論文についてや、物理化学の新解釈についてなどが主な話題なのだ。美砂子もネットなどで興味のあるその手のニュースや資料に目を通してはいるのだが、彼の話題についていけないことがほとんどだった。先ほど駅で交わした会話の大半も、コンピュータの発展による数学の今後について、というものである。

			　そんな中、世間話に類する話題を灰崎が一度だけ振ってきた。

			『……あ、秋月君の家は凄いんだね。君も玉の輿でよかったじゃないか』

			　美砂子はそれに笑いを含んだ明るい口調で返事をした。

			『いやだわ先生。私がお金目当てで結婚したような言い方しないでくださいよ』

			　健司との本格的な交際が始まってから、もう数えきれないほど口にした台詞である。

			　夫は国内有数の自動車メーカー創業者の家系だった。健司の父親は現在、同社の社長である。そして夫は二十五歳の若さで今年から本社営業部の係長だ。彼の有能さはよく知っているし、ポストに見合っただけの実績は挙げているという話だが、それでも秋月家の血筋があったればこその昇進だろう。

			　美砂子は流れていく外の景色をボンヤリと見ながら、内心、小さく溜め息をついた。裕福な夫の実家に不満があるわけではない。今二人暮らしをしている一戸建てのマイホームも、彼の実家の財力がなければとてもこの歳で住めるような物件ではなかった。

			　ただ彼の家柄に影響される自分の実家が心配なのだ。

			　美砂子の父親は自動車の部品メーカーを経営している。夫の会社の孫受けにあたる小さな町工場だ。それが自分と健司が一緒になるということになり、彼の会社から直接注文が入るようになった。営業手腕はイマイチだがモノ作りに関しての腕は確かなので、すぐに大量のオーダーが入るようになる。

			　そんな流れの中、娘が大口取引相手の御曹司と正式に結婚することを機に、大幅な設備投資と雇用を決めてしまったのだ。ちゃんとした銀行からの借金なので、今の調子で仕事が入ればすぐに返済できるだろうが、娘としては少し心配である。

			　美砂子は声にならない溜め息を改めて一つつくと、窓ガラスに映る自分の表情に気づいた。新妻にしては浮かない顔をしている。思わず苦笑した。

			　──まあ、私が気に病んでもしょうがないわよね。

			　もう健司とは結婚したのだ。自分の実家も、彼の実家も関係ない。両方とも美砂子の大切な家族である。

			　自然と右手が左手の薬指に向かった。結婚指輪だ。今まで日常的に指輪をする習慣がなかったのでまだ慣れていない。しかし、そのしっかりとした感触は、愛する夫との固い絆を連想させて新妻の気持ちを明るくさせた。

			※

			　出張の二日目。美砂子は灰崎と一緒に奈良にある定食屋に入った。

			　昼食のピーク時を過ぎた午後二時という時間帯で、客は他に二組だけである。同僚と向かいあう形で四人掛けのテーブルに座ると、お茶とオシボリを持った中年の女性店員が注文を取りに来た。

			　美砂子は店内のホワイトボードに視線を向ける。日替わり定食のメニューがヤマメの塩焼きとなっていたので、それに決めた。灰崎はおしながきに目を通すと、トンカツ定食を注文する。女性店員が奥に下がっても、向かいに座る同僚は顔を上げようとはしない。視線をテーブルにジッと落としたままオシボリで手を拭いている。このまま無言で向かいあってるのも気詰まりなので、美砂子のほうから気軽に喋りかけた。

			「灰崎先生のおかげで、こんなに早くあいさつ回りが済んで助かりました」

			　ありがとうございました、と笑顔で続けても中年教師は視線を下に逸らしたまま、顎を突き出すように頷くだけである。

			　──や、やりにくい先生なのよね……。

			　行き場のなくなった笑顔が引き攣りそうになる。

			　しかし助かったのは本当だ。昨日、京都につくとまず灰崎が向かったのがレンタカー店だった。事前に予約をしていたということですぐに車を借り、あいさつ回りの移動時間が大幅に短縮できたのだ。結果、二泊三日の間に回る予定が、二日目の昼──今の段階で完了していた。

			「先生もレンタカーのこと一言教えてくれればよかったのに。人が悪いですよ」

			　美砂子は笑顔を絶やさずに話を続ける。あと一年で去ることになる職場だが、同僚との親密さを深めることは悪いわけがない。

			　すると灰崎もこちらの熱意が伝わったのか、視線を下げたまま会話を受けてきた。

			「……い、いや、まあ、学校に料金は申請できないから」

			「レンタカー代、あとでちゃんと私も半分払いますからね。うふふふっ。空いた午後は、下見もかねて二人で古都を観光しましょうか」

			　無口な同僚を乗せるため、少しはしゃいだ口調で提案してみた。

			「……お、お金のことはいいよ。……ご、午後のことは……う、うん」

			　しかし中年の物理教師はもうこれ以上会話を続ける気はないようで、視線を下に向けたまま口を開こうとはしない。美砂子もさすがに笑顔を引っ込めて、内心、ハアッと溜め息をついた。灰崎とだけは、どうしても上手くコミュニケーションが取れない。

			　あいさつ回りの間もずっとこんな調子で、諸事の確認や書類の遣り取りなど、すべて美砂子が処理をした。彼はこの二日間、車の運転をしていただけである。

			　──なんでこの仕事に……自分から立候補したのかしら……。

			　美砂子が自分の元教え子だから、と言っていたが、それにしてはこの態度である。

			　これで他の男性教師なら、自分に下心があってのものだとも思えるが、彼の場合はそれも考えづらい。なにしろ喋りかけてくるどころか顔も見ないのだ。貴重な休日を潰してレンタカーを運転しているだけである。

			　ジッと視線を下げたまま、陰気に押し黙っている中年男と向かいあっていることが気詰まりになって、美砂子はお手洗いに立った。軽く化粧を直し時間を潰してから、席に戻る。テーブルには二人の食事がもう運ばれていた。

			「……先にいただいてるよ」

			　灰崎は相変わらず視線を上げずに、手に持った御飯茶碗を軽く持ち上げた。

			　着席した美砂子は両手を合わせてから、いただきます、と箸を持つ。お茶を一口啜ってからヤマメの塩焼きに箸を伸ばした。味は悪くないようだ。

			　食事を続けながらチラリと前に視線を向ける。灰崎はトンカツが浸るほどたっぷりソースをかけ、それをくちゃくちゃと咀嚼の音を撒き散らしながら食べていた。人の目を気にしない下品な食べ方である。フガフガとやけに鼻息が荒いのも気になる。

			　──嫌だわ……。

			　自分をそれほど上品な人間だとは思っていないが、目の前の光景にはさすがに生理的な嫌悪を感じる。灰崎と一緒に食事をすることが嫌になりかけて、内心いけないいけないと首を振った。相手は職場の先輩であり、学生時代の恩師である。

			　美砂子は気持ちを切り替えて自分の食事に集中することにした。味噌汁の椀を手に持って音を立てないように口をつける。

			　──んっ……あれ？

			　灰崎の食事を見て気分が悪くなったためか、この味噌汁だけは他の料理と違い、クスリっぽいような苦味を僅かに感じた。

			※

			　食事を終えた美砂子と灰崎は再びレンタカーに乗り、今夜の予約を入れてあるビジネスホテルに向かっていた。中年の物理教師は時間が気になっているようで、先ほどからチラチラと時計に視線を向けている。

			「灰崎先生。何かこのあと、予定でもあるんですか？」

			　助手席に座っているだけに、ドライバーには運転に集中してもらいたい。口調はいつも通りだが、そんな思いを込めて尋ねてみた。対して灰崎は「あ、いや……」と妙にどもった声で答え視線を前に向ける。

			　また気詰まりな空気が流れだした。何か話題はないかと考えたが、彼とできそうな数学や物理の数少ないネタは、この二日間でとっくに尽きてしまっている。

			　そんなとき、灰崎のほうから喋りかけてきた。

			「……し、しかし。あ、あの秋月君と、君が付き合っていたとわなぁ。……ま、まさかウチの生徒だったときからってことは、な、ないだろうね」

			　美砂子はその質問内容に驚いたが、すぐに笑いを含んだ声で返事をした。これで少しは間が持ちそうだ。

			「嫌ですよ、先生。ウチの学校は今も昔も男女交際は校則違反ですからね」

			　結婚式のスピーチでも、卒業後に交際を始めたと説明してある。

			　しかし元担任教師は意外な食いつきをしてきた。

			「……そ、そんなルールあってないようなモノだね。ま、まさか校則で生徒同士の交際を認めるわけにもいかないから、お飾りである法にすぎない。じ、実にくだらない装飾だ。人の作るルールっていうのはみんなそうだ。人が人を縛るだけだ。その点、物理法則は違う。神が創ったルールだ。誰にも逆らえない」

			　そのセリフはどこか芝居がかっているように美砂子の耳には聞こえた。彼が想像しているであろう、理想の数学者や物理学者が口にしそうな言葉をツギハギしているような、どこかしら本物ではない、劣化コピーのような耳障りがする。

			　どう言葉を返していいかわからずに戸惑っていると、突然、急激な眠気に襲われた。

			　──あ、あれ……おかしいわね。なんで……。

			　出張前夜は夫になかなか寝かせてもらえず睡眠不足だったが、そのため初日の昨夜は早めにベッドに入り今日の睡眠は充分である。先ほどの食事でお腹は膨れているが、これほどの眠気は不自然すぎる。

			「……け、結婚というルールも同じだ。本来、人というのは自由であるべきだ。ほ、本当に愛し合っていれば、そんなルールに縛られる必要はないんだ。け、結婚するというのは……愛に自信がない証だ。それは本当の愛を阻む障害にしかならない」

			　言葉は耳から入ってくるのだが、まるで酔ったようにクラクラしてきて頭が少しも回らない。灰崎が正しいことを言っているのか、自己満足的なセリフを口にしているのかも区別できなかった。

			「あ、……あの……わ、わたし……」

			　同僚に助けを求めるため、隣に視線を向ける。

			　──!?

			　視線が合った。灰崎がジッとこちらを見詰めている。こんなにも、この中年男と視線が合い続けているのは初めてだ。学生時代、彼が担任の個人面談のときですら、灰崎は視線を手元の資料に向けたままで、目を合わそうとはしなかった。

			　何かがおかしい。いつの間にかレンタカーは道路脇に停車している。こちらを見詰めているその半眼に、美砂子の様子を心配しているような色はない。粘りつくような濃密な視線が女教師の全身を舐めるように這い回っている。

			　ゾッとした。幼い頃から容姿に恵まれていただけに、男の視線というものにある程度、免疫はあるつもりだ。あからさまに卑猥な視線を向けられることも多かった。

			　それは教壇に立つようになった今も変わらない。

			　男子生徒たちが自分のことを教師ではなく『女教師』というカテゴリーで見ていることも理解しているつもりだ。同僚の男性教師たちの視線にも多かれ少なかれそういう部分はあった。既婚、独身問わずにだ。それを非難するほど美砂子も子供ではなかった。男という生き物が、そういうものであるということを知らない歳でもない。

			　気持ちいいものではなかったが、女としてのプライドが刺激されなかったといえば嘘になる。注目されているという意識によって、自分の内面、外面がともに磨かれてきた部分も大きい。しかし今灰崎から向けられている視線だけは──種類が違う。

			　欲しくって欲しくってたまらなかった玩具が、やっと手に入ったときに子供が見せる、心の底からの歓喜。そんな幼稚といっても差し支えない両目の下で、分厚いタラコ唇は計算高い大人しか見せないであろう角度にニヤーッと吊り上がっていた。

			　──ど、どういう……こと？

			　中年教師の歪んだ笑みに、朦朧とした意識の中ですらゾッとする。

			『美砂子、気をつけろよ。一緒に向こうにいくの──あの灰崎なんだろ』

			　出張前夜に夫に言われたセリフが脳裏を過る。

			「ああっ……け……んじ……」

			　新妻は最愛の夫の名前を口にしたところで意識を失った。

		

	

			第二章　捕われの新妻

			


			「っぐっ……うっ……うううっ……」

			　鼻の奥までジーンと痺れるような刺激臭に美砂子は意識を回復させた。頭をぼんやりとさせたまま、ゆっくりと目蓋を開けていく。

			　見慣れない斜めの天井が視界に入った。バスルームのようなタイル張りで、かなりの広さだ。それをジッと見ているうちに、ぼんやりしていた意識がはっきりしてきた。

			　天井が斜めになっているわけではなく、自分のほうが角度のある状態で横になっていることに気づく。身体を起き上がらせようとした──グンッ、ククンッ。

			　動けない。両手首と両足の膝部分が革ベルトで固定されている。

			　状況がよく飲み込めず、視線を天井から自分の身体に移した。

			「なっ……」

			　絶句する。ブラとショーツだけの半裸姿で、ピンク色の分娩台のような器具に拘束されていた。両腕は万歳をする形で、手首は頭上にある台に縛りつけられている。

			　──なによ……これ？

			　唖然とするのが両足で、分娩台のような脚置き台にＭ字開脚状態で固定されていた。そして背中を乗せている本体部分にはきつめの傾斜がついている。

			「……気分はどうだい」

			　突然の問いかけにハッとした。慌てて声のしたほうに視線を向ける。

			　灰崎が立っていた。半裸の美砂子に対し彼は衣服をちゃんと着ている。

			　──ああっ、思い出したわ……。

			　決して人と視線を合わせようとしない半眼が、今はジッと美砂子を見詰めている。それを見て気絶する直前の記憶が甦った。

			「……は、灰崎先生？　こ、これはいったい……どういうことですか？」

			「大きな声を出すんじゃないよ。取り乱すなんて君には似合わないからね。僕たちは猿じゃない。人同士なんだ。お互いにクールに話し合おう」

			「な、なにを言っているんですか……ひ、人にこんなことを……クッ、外れない！」

			　美砂子は身体をもがかせて拘束台から逃れようとした。平凡な白のブラジャーに包まれた乳房が大きく揺れる。しかし、手首や膝を縛っている革ベルトが肌に食い込むだけで、とても弛みそうにない。

			「無駄だよ。そのピンクチェアーの強度は充分検証したからね。君がいくら暴れても、倒すことすら不可能だ」

			　そう言いながら、灰崎がゆっくりと近づいてきた。

			「ち……ち、近づかないでください……。誰かっ……誰かいませんか！」

			　中年教師の後ろに見える部屋の入り口に向かって叫ぶ。身体の動きも激しくさせる。

			「ほら、そんなに暴れたら危ないじゃないか。顔に傷でもついたら大変だ」

			　美砂子の顔から灰崎がひょいっと眼鏡を取り上げた。

			「雰囲気が学生時代の君に戻ったね──ぐふふっ。これは伊達だて眼鏡なんだろ」

			　元担任教師の言う通りだった。成人してから急激に艶っぽくなってきた顔の印象を落ち着かせるために、大学時代の後半から、度の入っていない眼鏡をかけるようにしていた。シャープなデザインのモノを選んでいるのもそのためである。

			　しかしなぜそのことを灰崎が知っているのだ？

			　そんな理由があるだけに、今の職場で眼鏡を外すことはなく同僚の誰にもこの話はしていないはずである。得体の知れない恐ろしさが背筋を冷たく這い上がる。気づいたときには、部屋の扉に向けてさらに大きな悲鳴を上げていた。

			「いくら叫んでも外には聞こえないよ。ここはラブホテルの最上階がまるまる一室になっているスペシャルルームだからね。防音は完璧で、これも事前に検証済みだ」

			　淡々と語る男の姿に異様さを感じ背筋がさらに凍った。決して人と視線を合わせなかった半眼が、ジッと自分に向けられ続けているのも空恐ろしい。

			　そしてやっと気づく。自分に向けられている視線がそれだけではないことを。無数のデジタルカメラが、様々な位置・角度でこの屈辱的な半裸姿を取り囲んでいる。そして物理教師の頭上にまで小型カメラのような機材が乗り、レンズを光らせていた。

			　根暗な中年男が、夫が言っていたように色欲に狂ってしまったようだ。美砂子は全力で暴れながら、助けを求める悲鳴を上げ続けた。

			「だから……少し落ち着きなさい。そんな猿みたいにキイキイ吠えるなんて君らしくないよ。……だからっ……静かに……っ…………う、うるさいって言ってるんだあっ！　だ、だだっだ黙れっ黙れ、だまれえええっ！」

			　灰崎は突然、駄々っ子のように両手を振り回し、片足をダンダンと床に叩きつけて怒鳴った。その尋常ではない様子に驚き、思わず口を噤つぐんでしまう。そして相手の激昂している様子を見て、やっと理性が回復してきた。

			　確かに彼の言う通りなら、叫んだり暴れたりしても体力を消耗するだけである。冷静にならなくてはいけない。隙を見つけてなんとかこの状況から逃げ出さなくては──そのためにも体力は温存しておくべきである。今の状況を考えれば、相手は相当の覚悟と準備で事に当たっているはずだ。

			　灰崎は真っ赤な顔をしてこちらを睨んでいた。暫しばらくハアハアと肩で息をしていたが、息が整ってくると怒ったような贅肉顔が、いつもの弛んだ無表情に戻っていく。

			「……そうだ。僕たちはいつも知的な会話を、クールに楽しんできたじゃないか」

			　どうやら普段の聞き取りづらいボソボソ喋りを、自分では『クール』だと思っているらしい。美砂子は小さく深呼吸をして、極力、明るい口調を心がけて喋りかけた。

			「……は、灰崎先生……。こ、これはジョークの類なんですよね？　すいません取り乱してしまって。もう充分びっくりしました。ですから、まずはコレ外してください。そ、それで……あの、私があんなに取り乱したこと誰にも言わないでくださいね。恥ずかしいですから今日のことは全部忘れてください。私も全部忘れますから」

			　胸中で激しく渦巻いている嫌悪感を声や表情に出さないように注意して、まずはこの場を無難に収める落とし所を提案する。しかし──。

			「忘れるなんてとんでもない。僕たちにとって今日は大切な記念日だ。君が一生忘れられない思い出にしてあげるよ」

			　まともに会話が成立しない。とにかく彼の意識を日常に戻す方向で、説得するのは無駄そうだ。こうなったら相手の良心に訴えかけるしかない。

			「……目を醒ましてください灰崎先生。私が尊敬していた温和で優しいいつもの先生に戻ってください」

			「もういいんだよ。僕に対する尊敬の念が強すぎて、師弟の間柄からなかなか踏み出せなかった君の気持ちはよくわかっている。その点については僕も深く反省しているんだ。僕はもう逃げないよ。君のために現実と闘うことにした」

			　駄目だ。何もかも自分の都合のいいようにしか捉えていない。学生時代から独善的な考え方の持ち主だと思っていたが、完全にそれが暴走している。数学や物理のマニアックすぎる話を、美砂子がウンザリして聞いていた事実が、彼の頭の中では愛弟子に対する熱心な指導へと塗り替えられているのだろう。

			「さあ、本来の二人を取り戻そう。まずは誓いのキスからだ」

			　中年教師が迫ってきた。タラコ唇を突き出して贅肉に弛んだ顔が急接近してくる。ピンクチェアーに拘束され逃げようのない女教師は慌てて顔を逸らした。悲鳴が喉元まで出かかるがなんとか飲み込む。とにかく相手を刺激するのは得策ではない。

			「うふふふっ。そんなに恥ずかしいのかい。いいんだよ。ゆっくりと君が戸惑わないペースで、本来あるべき二人の関係を築いていこう」

			　灰崎はうっとりとした口調でそれだけ言うと、こちらの頬にブチュッと分厚い唇を押し当ててきた。胸の内だけではとても収まりきらない強烈な嫌悪感に鳥肌が立つ。

			　──く、悔しいっ！

			　美砂子も女である。性的なことに関しては常に周りに気を配り、痴漢のような身体に直接コンタクトをされるような被害は受けたことがなかった。今までこの身体を性的な対象として触れた異性は、夫の健司だけである。それは貞淑な妻としての一つの誇りだった。それが今、こんなにも簡単に汚けがされてしまった。

			「そんなに緊張しなくってもいいよ。僕がちゃんとリードしてあげる。君が僕の生徒だったときみたいにね」

			　怒りに煮えるこちらの心中など完全に無視をして、灰崎が自分勝手なストーリーを語る。男の視線は女教師の背けた横顔から、その下にある半裸に移った。

			「服を脱がしているときにね、この下着を剥ぎ取らないように自制するのが大変だったよ。でも僕は紳士だからね。勝手に女性の裸を見たりはしない」

			　無茶苦茶な言い分だった。それでは勝手に女性の意識を奪い、服を脱がせて拘束する行為は紳士的だとでも言うのだろうか。頬を唾液に汚された怒りと合わせ、灰崎に対する嫌悪感が天井知らずに跳ね上がる。それでも相手を刺激しないように、なんとか表情をコントロールした。が、その取り繕った頬がピクンと引き攣る。

			「…………っ……」

			　猫背のきつい肥満男がナイフを手にしたのだ。いくら気丈な性格をしていても、手足を拘束されたこの状況で、刃物をチラつかされてはとても平静ではいられない。

			「ああっ。恐がる必要はないよ。僕が君を傷つけるわけないじゃないか。これは──こうして使うために用意しただけだよ」

			　灰崎の右手がスッとこちらの胸元に伸ばされた。ナイフの刃先がブラの谷間部分に挿し込まれる。胸元に当たる金属の冷たさにビクっと身体が震えた。それでも喉元まで迫り上がった悲鳴を咄嗟に飲み込む。

			　──ダメよ、冷静になるの。今、灰崎先生を──コイツを刺激するのはマズいわ。

			　もう目の前の男は自分の恩師でも、職場の先輩でもない。憎むべき陵辱者だ。

			　とにかく今の灰崎はまともではない。口でどんなことを言っていても、いつ態度が豹変し手にした凶器で自分を傷つけるかわからない。身体の自由が効かない今は、相手を刺激しないように注意して、隙を見せるのをジッと待つのが最善だ。引き攣りそうになる表情をなんとかニュートラルに保つ。

			「そうだよ。脅えなくっていい。ほら、怪我をしないようにジッとしてるんだよ」

			　物理教師はスッとナイフを引き、ブラジャーの横紐を切った。そのまま肩紐も切り胸を包んでいた白い生地を剥ぎ取る。

			「……おおっ」

			　男が感嘆の溜め息を漏らした。いつも眠そうにしている半眼が丸く見開かれている。

			　美砂子はスレンダーな身体つきをしていた。縦にスッと通った形よいヘソを囲むように、薄く盛り上がっている腹筋。大理石を抉ったように括れたウエスト。二の腕も細く引き締まり、無駄肉のない見事なプロポーションをしている。それでいて女の象徴とも言うべき胸だけは、たっぷりと牝脂を蓄え豊かに実っていた。

			　灰崎の視線は今剥き出しになったばかりのその乳房に集中している。

			「素晴らしい……本当に、す、素晴らしい……」

			　傾斜のあるピンクチェアーに拘束されているため、バストは本来下方向に垂れるハズなのだが、ピチピチに張り詰めた乳肌によって球形に近い見事な形を保っていた。横から見ても、前から見てもそのカーブに弛んだような乱れはなく、牝肉がぎっしりと詰まっていることが一目でわかる。頂点にはボリューム感満点の柔肉に比べ、かなり小振りな乳首がやはり面積の小さな乳暈とともに乗っていた。その鴇色は指先二本程度で簡単に隠れてしまいそうなミニサイズである。

			「ま、まさか……」

			　それまで恍惚とした顔で、見事すぎる二つの膨らみを凝視していた中年男が、唐突にハッとした表情を浮かべた。慌てたように片手を胸に伸ばしてくる。

			　──くっ……これくらい……が、我慢するのよっ。

			　美砂子はグッと奥歯を噛み締めて、顔を横に逸らして辱めに備える。

			　太くて短いぶよっとした五本の指に左の乳房を鷲掴まれた。まるでカブト虫の幼虫のような指が、掴んだバストの感触を確かめるようにワニワニと蠢き始める。自分の胸に深くめり込むその生暖かい感覚に、ゾゾッと嫌悪の鳥肌が立つ。

			「ああっ……造りモノじゃない……。こんなに大きくて、形がいいのに……乳首がこんなに小さいのに……間違いなく天然モノだ……ああっ、素晴らしい……」

			　片手で揉みしだくだけではあきたらず、両手でバストを掴んできた。左の指を一杯に開き、まるで牝肉の大きさや重さを確かめるように、タプタプと弄び始める。そして右の指は頂点の突起を責めてきた。親指、人差し指、中指の三本で三方向から摘み、手首を捻るようにしてキュッキュッと細かく扱いてくる。指先に込められている力加減が絶妙で、痛みを感じるようなことはなかった。ニップルから胸の奥に向かってピリッピリリッと官能のパルスが走り始める。

			「……っ……くっ……っ…………くふんっ！」

			　乳首責めが効果的とわかると左手も鴇色の頂点を摘んできた。人差し指で突起を包むように固定し、親指の腹を使ってズリズリと擦り上げてくる。感じまいと思っても、巧みな男の指責めに身体が反応してしまう。健司以外の男とは経験がないだけに、無理矢理味わわされているこの快感を無視する術すべがわからない。せめて喘がないように、下唇を噛み締めるだけで精一杯だった。

			「ああっ。そんなに必死な顔をして……。感じているのかい美砂子？　恥ずかしがらずに素直に喘いでいいんだよ」

			　灰崎がなめらかな口調で、自分のことを『美砂子』と呼んだ。その口調にどもりはまるでなく、常日頃から自分のことをそう呼んでいたような慣れすら感じる。結婚後の『秋月』先生という呼ばれ方よりも遥かに自然だ。

			「だ、誰が感じているものですか──そ、そのいやらしい手をどけなさいっ！」

			　胸に対する辱めに加え、名前を呼び捨てにされた屈辱に耐えきれず、とうとう鋭い声で叫んでしまった。もうここまできてこの陵辱者に敬語を使う必要などない。

			　しかし灰崎は気分を害した様子もなく、うっとりした顔をして美砂子の身体を弄り続けている。乳房を好きなように貪っていたブヨブヨの幼虫指が、とうとう他も蝕み始めた。小山のような胸に比べ薄さの目立つ腹部から、ウエストの鋭いくびれに至るまで胸と交互に撫で回す。その範囲は二の腕から腋の下まで広がった。

			　──な、なんて……ねちっこい指使いなの……。

			　片手で腋の下から乳房の横、そしてウエストラインまでを、触れるか触れないかというギリギリの力加減で撫でていく。くすぐったい一歩手前のゾクゾクっと背筋が粟立つような感覚に、思わず喘ぎ声が漏れそうになる。こんなにも絶妙な愛撫、健司にされたことはない。彼の場合、自分の好きなところを好きなように触るだけだった。

			　灰崎は残りの片手で硬くなった乳首のコリをほぐすように、二本の指でゴシュゴシュと扱き上げてくる。同時にヘソの窪みをなぞるように指先で擦られたときには、背骨に響くような鋭い愉悦が迸った。夫の愛撫ではもたらされたことがない性感に、身体がじんわりと火照りだす。

			「や、やめなさい……っ……やめっ……」

			　口から漏れる拒否の言葉が官能的に震えていた。視界の端には、大きく前を膨らませた男の股間が見えている。身の毛もよだつ光景だ。なのにブヨブヨとした指の動きに合わせて、人妻の女体はヒクンヒクンと甘く痙攣していまう。

			「すごく敏感な身体をしているね。それとも僕の愛撫がそんなに気持ちいいのかな」

			　優越感を帯びた男の言葉にぎりっと歯軋りする。悔しくってたまらない。相手の言動だけではなく、その愛撫に反応してしまう自分の身体も許せない。

			　陵辱者の両手は降下を続け、しなやかに引き締まった太腿の内側にまで達した。肉付きや弾力を確かめるような指の動きからなんとか逃れようとする。しかし両膝をベルトで固定されているため、開脚したまま腰をクイクイと突き出すような卑猥な動きしかできない。完全に逆効果だ。灰崎は誘われるようにＭ字開脚されている股間の前に膝をついた。唯一美砂子が身につけている白のショーツの正面に贅肉顔がくる。

			「色気のないパンティだね。次からはもっと君に似合う、僕の用意したモノを穿かせてあげるよ」

			　灰崎ははっきりと『次』と言った。正気の沙汰ではない。

			「な、何をバカなことを言ってるの！　こんなバカげたこと二度とさせないわ！　絶対に訴えてやる！　次にあなたと会うときは裁判所よ！」

			　美砂子はそれだけ叫び、口を噤んだ。男の手に再びナイフが握られたからである。しかしそれは、こちらの言動に怒り握られたわけではないようだ。腰の部分に刃が入れられスッと引かれる。人妻の股間からあっけなく最後の衣服がハラリと落ちた。

			「ああっ。これが、美砂子の……全て……」

			　胸を露出させたときは丸く見開かれた半眼が、今度は眩しそうに細くなる。そのまま食い入るように股間を見詰められ、羞恥に頬が赤く染まった。女の嗜たしなみとして、夫のために陰毛を目立たない程度に切り揃えている。その黒い茂みが、灰崎の鼻息でそよぐほど近くで凝視されているのだ。

			　──ああっ……い、嫌あっ…………。

			　両足がＭ字開脚されたまま革ベルトで拘束されているために、女の秘部を隠しようがない。艶やかに膨れた大陰唇は熟れた果実のようにぱっくりと開き、サーモンピンクの花弁たちが幾重にも重なって覗いている。その上で芽吹く陰核はつるりとしていて色艶もよく、その感度のよさが察せられた。膣襞の鮮やかな色づきは、愛する男にしっかりと磨かれ育った大人の女の証明だ。まさに人妻の華芯である。その入り口を見ただけで、夫を喜ばせるための複雑で濃密な奥の牝路が想像できた。

			「なんて綺麗なおま○こなんだ。胸といっしょだ。こ、こんなにも素晴らしいのは初めて見た……まるで薔薇の花だ……信じられない」

			　いったい誰と比べているのか。男の感嘆を聞いても悔しさが増すばかりである。

			「──僕が欲しいかい？」

			　灰崎はたっぷりと美砂子の股間を観察してから問いかけてきた。いつも下を向いている眠たそうな半眼が劣情にギラつき、ジッとこちらを見上げている。

			「そんなわけないでしょ！　この変態！　強姦男っ！　レイプ魔！」

			　相手を刺激してはまずいと思うが、もう我慢の限界だ。唯一自由になる口で淫欲に狂った同僚を罵倒する。しかし灰崎は美砂子の反撃に激昂することはなかった。目蓋が上がりきらないような重たげな半眼をスッと細めてタラコ唇を開く。

			「僕は強姦なんて野蛮なことはしない。君から求めてくるまで君を抱いたりしない」

			　唖然とする。ここまでしておいて何を言っているのだ。

			「狂ってるわっ！　あなたは完全に狂ってる！」

			　物理教師は元教え子の叫びを無視して突然立ち上がり、背中を見せるとカチャカチャとベルトを弛めだした。シャツ、ズボンを脱ぎ捨ててブリーフ一枚の姿になる。そしてこの広い浴場の隅に置いてあった大きな手提げ鞄を持って再び振り返った。

			　──ううっ……なんて醜い身体なの……。

			　こちらに近づいてくる中年男の弛んだ半裸姿に、吐き気すら覚えた。

			　生白い身体はどこもかしこもブヨブヨと太り、だらしなく肌が垂れている。肩の骨が不恰好に浮き出しているのは、男として必要な筋肉がまったくないためだろう。それでいて白いブリーフの前だけは力強くテントを張っていた。足を進めるたびに、全身の贅肉がダルンダルンと垂れ下がるのに、股間だけは真上に向かって雄々しく跳ね回っている。

			「待たせたね」

			　灰崎はＭ字開脚している美砂子の真正面に手提げ鞄を置くと、その中をまさぐり始めた。中から歯磨きチューブのようなものを取り出す。キャップを外し練り出し口のシールを剥がすと、別に取り出したプラスチック製の筒を嵌め込んだ。長さ約二十センチ、太さ二センチ程度の細長い棒である。チューブをぎゅっと絞り込むと、その先端にある小さな穴から、ピンク色をしたクリームがぷにゅと溢れ出てきた。その光景が射精するペニスを連想させ、生理的なおぞましさを感じる。

			　灰崎はそれを確認すると、細長いプラスチックの棒を掴みスッと引き抜いた。筒状のカバーだったようで、中から一回り小さなスティックが現れる。さきほどとの違いは、その棒の横にいくつか穴が空いているところだ。その全てがピンク色になっている。筒の中が空洞になっていて、そこにクリームが満たされているらしい。灰崎がグッとチューブを握ると、そのピンクの穴からプニュッとクリームが出てきた。

			「な、なんなの……それは……」

			　美砂子の問いに灰崎は答えず、その得体の知れないアイテムをこちらの股間に向けてきた。筒カバーの内側には潤滑油のようなものが塗られていたようで、全面がヌラヌラと光っている。生理的な恐怖に顔が引き攣った。

			「いやっ……何をする気なのっ……いやっいやあっ──っひいぃ！」

			　ぐぷんっ、と中に入ってきた。夫の男生殖器以外では初めての異物挿入だ。全身に鳥肌が立ち、嫌悪感から顔を大きく歪ませる。そんな美砂子に構わず、灰崎は目を細めゆっくりとそれを埋め込んできた。まるで医者が医療行為を行うような手際と落ち着きぶりに言い知れぬ寒気を感じる。

			　侵入を続ける冷たい異物を押し返そうと、膣襞たちがざわめくが、抵抗むなしくぐぷぐぷと埋まり込んでくる。まだ濡れてはいなかったが、事前に塗られていた粘液の効果で痛みもなく奥まで侵入を許してしまう。

			「っ……くっつっ……どこまで腐ってるの……き、教師のクセに……自由を奪った女の身体を……っ……こんな玩具を使って辱めようだなんて──はくうっ！」

			　過去に経験したことがない違和感に人妻は大きく仰け反った。奥まで挿入具を埋めた灰崎が、手にしているチューブを絞り込みながら、それを回し始めたのだ。必然的に内容物が先ほど見た複数の小穴から溢れ出し、牝肉の狭間にたっぷりと塗り込まれていく。膣内で感じるクリームの冷たさに、腰の奥がビグンと震えた。複雑に重なり合った膣襞の隅々にまでその冷たさが浸透してくる。陵辱者は女の入り口からピンク色のクリームが溢れ出るまでチューブを絞り、それを引き抜いた。

			「い、いまのは……なんだったの」

			　ひょっとしてピルの類だろうか。女教師の問に、中年男は口許を斜めにするだけで答えようとはしなかった。その手に今度は透明な容器が握られている。カキ氷のシロップ入れのようなソフトビニールだ。それを美砂子の胸の上で傾け、まさにカキ氷に蜜液をかけるように握り込んでくる。ネトッーっと粘度の高い透明な液体が注ぎ口から流れ落ちてきて、その冷たさに身震いした。

			「これはローションだよ美砂子。君を喜ばせるためのアイテムさ」

			　灰崎が甘く囁くと、改めて片手をこちらに伸ばしてくる。たっぷりとローションが溜まっている胸の谷間にびちゃりと掌を浸すと、それを塗り伸ばし始めた。

			　ぬるるるンっ、ぬぷるルっ、だぷヌるるるるンっ。

			　摩擦抵抗が極端に低くなった掌で、柔らかな乳房を好き勝手に弄ってくる。先ほどまでとは明らかに違う感覚だ。一杯に開かれた指の間で、絞り出された乳肉がなめらかにうねり、ニップルがヌルヌルと掌に擦られる。ローションを使った愛撫などこれが初めての経験だ。ブヨブヨの幼虫指が粘液まみれとなって、おぞましさが増しているハズなのに、ヌルみを伴う新鮮な感覚に乳首がガチガチに尖ってしまう。ゾクッゾクッと背筋が震え身体の火照りが増していく。それは紛れもなく性の快感だった。

			「っ……くっ……っ……」

			　憎き陵辱者にローションまみれのバストを弄られて喘ぎそうになっていた。涙が零れそうな屈辱だ。美砂子は下唇を強く噛み締めてそれに耐えていた。

			「ああっ。ただでさえこんなにエッチなおっぱいが、こんなにテカテカと濡れ光って……美砂子は本当に罪な女だね。その知性だけでも僕のパートナーに相応ふさわしいというのに、こんなにもいやらし身体で僕を誘惑してくる」

			　中年教師はさらに潤滑液を垂らし、そのヌルみを全身に塗り伸ばし始めた。肘から腋の下を滑り、そのままウエストのくびれを撫で回す。ヘソに溜まったローションを指先で穿ほじり出し、形のいい腹筋の上を満遍なく照り光らせる。

			　柔らかく熟れた人妻のバストは、特にローションとの相性がいいようで男の手から解放されることがない。左右どちらかの掌が絶え間なく胸の盛り上がりを撫で回し、丸い乳肉をブルンブルンと淫らに変形させ続けている。腋から掬い上げるように揉みしだかれ、時折、乳肉の弾力を確かめるようにきつく握り締められた。

			　バストを中心に上半身をヌルヌルと愛撫され続け、背筋が粟立つような肉悦が滲み出す。明らかに全身が熱く火照り始めていた。

			　──あ、あれ？　何っ、これ熱っ──。「……っ……っくは」

			　股間の違和感に大きく顔を俯かせた。身体の火照りに比例して、膣内に籠もったような疼きを感じる。こんな感覚、夫との行為では一度も経験したことがない。

			　──さっき……アソコに塗り込まれたクリームのせい？

			　どうやら媚薬効果のあるモノで、少なくともピルの類ではなそうだ。膣内を中から燻いぶされているような熱気が湧き上がり、女体の芯がジワジワと肉悦に蝕まれていく。

			「美砂子のアソコ、僕が欲しくってこんなにヒクヒクしているよ。ほら、僕が欲しいって素直に言ってごらん」

			　片方のバストをぷるんぷるんと掌で滑らせながら、こちらの股間を見詰めている。まるでもうこの乳房は自分のモノだと言わんばかりの気安い手付きと、そのセリフの内容にカッとなる。

			「だれがそんなこと言うもんですか！」

			　叩きつけるように相手を一喝し、惚けた贅肉顔を睨みつけた。その迫力に灰崎が一瞬だけ脅えた表情を見せる。しかし、こちらが絶対に反撃できない状況であることを思い出したのか、すぐに不遜さと余裕を取り戻した。

			「君のその気丈さは、昔からずっと気に入っているよ。でも、僕に対してだけは本当の自分を晒してもいいんじゃないかな」

			　男は再び手提げ鞄に手を入れると、そこからウズラの卵のような白い物体を取り出した。その先にはコードがついていて、ボタンのついたスティックに繋がっている。その一つをカチリとオンにすると──ヴゥゥゥゥゥッ。小さな振動音が聞こえてきた。

			「ローターを見るのも初めてみたいだね。たっぷりとこのスケベな身体に、この味を教えてあげるよ」

			　美砂子の内腿にそれを押し当ててきた──ヴッヴゥゥゥゥッ──身構えていたが、それほどの責めではないようだ。どちらかと言えば心地よい振動である。女教師が内心ホッとした直後、灰崎がそれを内腿の広い範囲に這わせ始めた。

			「……っ……っく」

			　振動部が動きだすと微妙に感じかたが変わってくる。執拗だったローション責めと膣内にたっぷり注入された媚薬との相乗効果で、身体が敏感になってもいた。小刻みな責めを続けるローターを内腿に這わされていると、くすぐったさにも似たゾワゾワする愉悦が広がり始める。こんな小さな振動なのにとても無視できない。官能の細さざ波なみは両足を伝って股間にも響き、牝襞の狭間に蜜液を溜めさせる。その責めに耐えるため、無意識に手首を拘束している革ベルトをグングンと引っ張っていた。

			「グフフ。もうローターの味を覚えたみたいだね。太腿だけでそんなに気持ちいいのかい。おま○このビラビラたちがさっき以上にヒクンヒクンしているよ」

			　顔が羞恥でカーッと赤くなる。動ける範囲だけでも腰を捻るようにして、陵辱教師の視線から自分の恥部を隠そうとした。無駄な抵抗だということはわかっていても、生理的な嫌悪感でそうせずにはいられない。しかし男の左手によって太腿をピンクチェアーに押しつけられると、すぐに元の姿勢に戻されてしまう。

			「君はそんなに落ち着きのない生徒だったかな」

			　お仕置きだ、と元担任教師が呟いた直後、ローターが股間の牝芽に押し当てられた。

			「っ……くひっ！」

			　親指の先ほどの大きさしかない振動器に、米粒大のクリトリスが揺すぶられる。振動の幅は肉眼ではほとんどわからないほど狭く小刻みだ。にもかかわらず、まるで全身の快感神経を擦り上げられているような衝撃に襲われる。超音波めいたスピードで陰核を揺すぶられ、稲妻のような快感が迸り大きく顎を仰け反らせた。

			「あくっあっ……っひぃぃっ、っあっああぁぁああああぁぁっ！」
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			　耐え続けていた喘ぎ声をとうとう大きく迸らせてしまう。ローターが牝芽に押しつけられている間、まるでスイッチの入った発生器のように人妻は仰け反り喘ぎ続けた。両足の指を脹脛が吊りそうなほど丸め込み、両手も爪が掌に食い込むほど強く握り締めている。全身が小刻みにビクビクと痙攣し、背中を浮かして突き出すようにしているバストまでもブルブルと淫らに揺らしてしまう。聡明な美貌は愉悦に取り乱し、子供たちを教え導く唇からは、だらしなくヨダレを一筋垂れ流していた。

			「あああああっ！　っ……あっ……くはああっ……」

			　やっとローターが離れブリッジ状態だった背中がドサリと台に落ちる。ハアハアと荒い呼吸を繰り返しながら閉じていた目蓋を開けた。視界が悦楽の涙で滲んでいる。

			「ああっ、こんなにアナルをヒクつかせて……そんなによかったのかい」

			　興奮した男の声がずっと下から聞こえた。ぼんやりとした瞳のまま下を向く。豊かに盛り上がった自分の胸が視界を遮っているが、その向こう側で男がしゃがみ込んでいるのがわかった。華芯ではなく、その下の小さな皺穴を真正面から凝視している。

			「……ヘ、変態…………そんなところに興味があるなんて……どこまで変態なの」

			　呼吸を整えながらの人妻の批判に、陵辱者はうっとりと前を見たまま口を開く。

			「僕の興味があるのはアナルじゃなくって、君自身だよ。他の牝猿の排泄器官なんて汚らわしいだけだ。ああっ、皺が少なめで色素の薄いローズピンク色で……君はこんなところまで美しいんだね」

			　男教師はそれだけ言うと、左手で美砂子の内腿を掴み股間が逃げないように固定してから、その頭を前に移動させてきた。ヌルリっ──「っひ！」

			　肛門に這った熱いぬめりに鋭い裏声を発していた。

			　──お、お尻？　……お尻の穴を舐められたの!?

			　これだけ身体を玩具にされていても、そんな不浄なところまで口で責められるとは想像していなかった。分厚いタラコ唇から、赤紫色のいかにも不健康そうな牡舌を出し、ぐりゅぐりゅと尻の窪みで躍らせている。

			　夫にすらされたことのない行為だった。身体の真下から、未知の愉悦が湧き上がってくる。強烈なくすぐったさを性感に変換したような、身悶えせずにはいられない肉悦だ。無意識に両足の指を激しく擦り合わせながら、艶やかな黒髪を振り乱す。

			「はくああっ……だ、だめっぇ。そんなところっ……あああっ舐めないでええっ！」

			　慣れない責めに我慢が利かず、あられもない喘ぎ声が止まらない。この未知なる快感に、女性器が牝蜜の分泌をさらに活発にし始めた。中に塗り込まれた媚薬クリームが溶けていき、折り重なる膣襞のさらに細部にまで染み込んでくる。

			「な、なんなのコレ!?　熱くって──くはっあああっいやいやああっ！」

			　蜜壺の疼きが半端ではなくなってきた。無数のアリに内を這い回られているような、全身を掻き毟りたくなるムズムズ感に苛まれる。その間、アナルはずっと舐められっぱなしで、執拗に塗り込められる唾液によって小皺がふやけてしまいそうだ。新たな官能の味を夫以外の男に教え込まされる屈辱と、抗い難い肉悦の迸りが人妻の女体で葛藤を続け、美砂子の精神を追い詰める。

			「ンははあっ……お、おいひいよぉ……れちゅピチャ……んんっ、美砂子の匂いをぐつぐつ煮詰めたみたいな濃い味がするうっ……ンじゅるンはああっ」

			　灰崎の責めは女教師の排泄器官にのみ絞られていた。前の女性器には一切触れない。そのタラコ唇で、元教え子の肛門周りを密封し息を吸いながら舌を踊らせてくる。唾液にぬめる肉片が空気圧でべったりとアナルに密着し、僅かな舌先の動きですら力が込められた責めに感じてしまう。呼吸に合わせて収縮している括約筋の僅かな隙を捉えて、舌先を奥へ奥へとねじり込んでくる。

			「な、中までっ……っくっ！　そ、そんなところにっああっ舌をいれないでえっ！」

			　後ろの小穴から迸る初体験の快感と、女性器が訴えてくる刺激の渇望。相反する官能が股間から絡み合うように湧き上がり、僅かに動く範囲で腰をクイクイっと振ってしまう。変質的な男の責めから逃れるためなのか、媚薬漬けで疼く女性器に刺激を求める行動なのか、もう自分でもよくわからない。

			　そんなとき、再びクリトリスに──ヴゥゥゥゥゥッ──ローターを押しつけられた。

			「!!　────っっ──っ〜〜〜〜〜〜〜〜っ！」

			　顎が真上を向くほど仰け反り、声にならない叫びが迸る。

			「レロほじゅルっ……んっはあ、ほうら……いいよ美砂子、イッてごらん。僕にっ……んんんっ……君の果てる姿を見せてごらん……んはあっンじゅムチュれろレロっ」

			　恍惚感すら漂わせている陵辱者のセリフに、美砂子はきつく歯を食いしばった。革ベルトでピンクチェアーに拘束されている両手両足を、身体の内側に丸め込むようにして全身を力ませる。誰がお前なんかの責めで達するものか。女を無理矢理拘束して、玩具にするような卑劣な男に誰が屈するものですか。女のプライドが、人としての矜持がギリギリで美砂子を支えている。しかし──。

			　びぐくんっ、ひくんっ、ぴくぴくひくくんっ！

			　いくら気持ちを気丈に保っても、女盛りを極めた肉体のほうは、どうしても官能的な反応をしてしまう。皺がふやけ伸びきってしまいそうなほど、執拗にアナルを舐められながら、牝芽にはローターが押しつけられっぱなしである。特別感度の高い性感帯を直撃している、その即物的な快感に長く耐えられるはずもない。ローションと汗で濡れ光る、腹から太腿にかけての筋肉がビクビクと突発的な痙攣を始めていた。

			　──あああっ、本当に気が狂いそう……。

			　それでいて蜜壺の中だけは一切責めてこない。膣内からは大量の愛液が溢れだし、塗り込めらた媚薬クリームと交じりあって、黒い茂みまでもがヌルヌルに濡れそぼっていた。肉厚な大陰唇はぱっくりと開ききり、ドロドロになっているサーモンピンクの花弁たちを満開にさせている。夢中で肛門を貪り舐めている男の鼻息が、んふーんふーっと吹きかけられるたび蜜漬けになった牝華が猛烈にざわめく。息が止まりそうな刺激の渇望感に襲われる。ビグンっビグンっと腰が跳ね上がってしまうのは、今ではハッキリと女性器が男を求めてのものだった。

			「っがはっ……んはっ……ら、らめええっっ……っぐくあっ」

			　気が狂いそうな官能に歯を喰い縛って耐えながらも、くぐもった喘ぎ声がその内側から漏れてしまう。全国屈指の進学校で数学を教えている女教師が、卑猥なポーズで女体をくねらせ、唇の端からだらしなくヨダレを垂れ流している。生徒たちを魅了してやまない聡明な美貌は愉悦に歪み、圧倒的な知性の輝きで颯爽と教鞭を執る姿とのギャップが凄まじい。

			「っんはああっ──ど、どうだい美砂子。僕が欲しくなってきただろう」

			　口で息継ぎする間も惜しむように、病的な執拗さで後ろの小穴を舐め尽くしていた男が、ここに来てやっと顔を上げた。そしてふーっと前の牝裂に息を吹きかけてくる。

			　ビグくンっびぐっ、びぐくンっ！

			　全身が激しく痙攣し、白目を剥きそうな淫欲が膣内に充満する。それは飢餓感にも似た強烈さで女教師の意識を追い詰めた。

			　満たされない膣襞たちが欲情にくねり、牡の剛直を渇望している。

			　──負けないっ……ぜったいに負けないっ！

			　それでも美砂子は屈しなかった。この男を自ら求めるぐらいなら、たとえ気が狂っても構わない。肉悦の汗と陵辱のローションで全身をテカらせ、腹筋や太腿は突発的にビクビクと痙攣し、喰い縛っている口許からヨダレがダラダラと垂れ続けている。そんな姿になってでも、官能の涙が溢れる瞳でなお陵辱者を睨みつけた。

			　その壮絶な人妻女教師の姿に、灰崎がうっとりした表情をして立ち上がる。

			「ああっ。美砂子……君は、君はどこまで凄いんだ。どんな牝猿でも、このクスリを使えばすぐに墜ちたのに……。やっぱり君は理性の人だ──僕にこそ相応しい」

			　中年教師はそれだけ言うと、唯一下半身に身につけていた白のブリーフを脱ぎ捨てた。飛び出した股間の剛直は、でっぷりと垂れた贅肉腹にめり込みそうなほど上を向いている。唯一勃起状態を知っている健司に比べ、一回りほどサイズが小さく形も違って見えた。真っ赤に充血している亀頭の根元部分に夫のような肉の段差がない。

			「それだけ気丈で高潔な君に免じて、僕がその苦しみから助けてあげるよ」

			　陵辱者が股間でそそり立つ肉凶器を握った。指先で己の肉棒を下に引くと、段差が少ないと思っていた部分に、張り詰めた肉傘の盛り上がりが現れる。どうやら皮が余っていたらしい。真っ赤に充血した亀頭を露出させてから近づいてくる。身体全身がブヨつく贅肉に埋もれているのに、ペニスだけは赤と青の血管をビグビクと浮き上がらせ、若い健司に負けないほど硬く張り詰めて見える。それが愛液と媚薬でドロドロになっている女の入り口にあてがわれた。

			「やめて！　自分は絶対に無理矢理しないって言ってたじゃない！　この嘘つき！」

			　身体をガムシャラに動かして、美砂子を求める劣情で今にもはちきれそうに充血しているその肉棒から逃れる。男性器には当然、避妊具などついていない。このままでは自分の中に、剥き身の灰崎を受け入れることになってしまう。夫にすら許していない牝粘膜を、陵辱者の生殖器で直じかに貪られてしまうのだ。そして、その果てには身体の一番深いところで──健司の赤子を宿すべき子宮に、灰崎の生殖液が──。

			「いややああっ！　いやっいやあっあっっ、いやあああああああっっっ！」

			　まるで発狂したように黒髪を振り乱し、拒否の悲鳴を叫び続けた。本当に気が狂う一歩手前まで、人妻の精神は追い詰められている。

			「ああっ。このままでは美砂子の気が狂ってしまう。僕は君を助けたいだけなんだ。たとえ強姦魔と、いわれのない罵倒を浴びせられても構わないよ。君を救えるのなら、どんな汚名でも被るつもりだ」

			　どんな思考でこのセリフが出てくるのだろうか。無茶苦茶な理由を並べたてながら、中年教師は元教え子の腰を両手で掴み、股間を逃がさないように固定した。改めて熱い牡肉が女の入り口にあてがわれる。

			「やっ、だめ……あっ──」ぐぷりっ。「だめえええええええええぇぇっっっ！」

			　潤みきった人妻の中に、剥き身の他人が入ってくる。焦らされ続けた女性器への刺激に貫かれた。巧みで執拗な男の責めと、たっぷりと塗り込まれた媚薬の効果で、拒否の叫びの後半は官能的に震えていた。

			　──ああっ。ゴメンなさい……健司……。

			　夫とはコンドームをつけた性交しかしていない。膣口で初めて直に感じる男性器の感触に、脳裏が白く瞬くような熱さを感じた。淫欲に沸騰する牡肉の鼓動がジンジンと膣内にまで響いてくる。ジワジワと侵入を続ける肉棒の硬度も尋常ではない。

			　よほど興奮しているようで、こんな不健康な身体をしていて、なおかつ健司より十は歳上のはずなのに、下劣な欲情に沸騰し、その剛直具合は彼を上回っていた。

			　──ま、まるで……火に焼けた鋼はがねみたいっ……。

			　常に間にゴムを挟んだ夫婦のセックスとは比較にならない一体感を、女性器にもたらしている。根元まで完全に埋め込まれると、肉先が美砂子の最深部にコツンと当たった。その瞬間、生ペニスとの初結合にざわめいていた無数の膣襞たちが、条件反射的にキュンと引き締まってしまう。

			「こ、これが美砂子のなかっ……ああっ奥のほうから……っ……吸いつくみたいに絡みついてきて、っくううぅうぅ、な、なんてマ○コをしてるんだ」

			　たっぷりと時間をかけ、元教え子との初結合を味わった中年男が、その名器ぶりにふはああっと感嘆の溜め息を漏らす。贅肉顔はダラダラと興奮の汗を垂れ流し、恍惚とした表情をギトつかせていた。

			　悔しすぎて、相手を睨む美砂子の目元には屈辱の涙が大きな珠を結んでいる。

			「そんな恐い顔をしていても、アソコのほうは甘えるみたいに、僕にヌルヌル絡みついてきているよ。ほら、僕の生徒だったときのように、もっと素直になってごらん」

			　ぶっくりと膨れたタラコ唇を、さらに突き出すようにして灰崎が顔を落としてきた。

			　咄嗟に顔を逸らす。首から下は拘束台と媚薬のせいで自由にならないが、これぐらいの抵抗ならまだできる。構わず肥満男は人妻の頬にむしゃぶりついてきた。

			　レぐじゅじゅるるルん。じゅるレロぬるるルっ。

			　大きく口を開けて強く吸いつき、頬肉の弾力を確かめるようにねっちりと舌を這わせてくる。相手の唾液が鼻先を流れ、鼻孔の奥にツーンと突き刺さるような生臭さが漂う。頬を這う生暖かいぬるみの感触とその悪臭に吐き気がした。だが不快なキスはその程度では終わらない。たっぷりと横顔を味わった物理教師に顎を掴まれて、正面を向かされる。再びタラコ唇が降下してきた。

			「っ……っん……いやっ！　手を離してっ──はぐうっ……んんっんんんんんっ！」

			　口許にむしゃぶりつかれ、咄嗟に上下の唇を口内に入れるようにして硬く閉じた。陵辱者はそれに構わず、唇さえ隠したその部分をフンフンと荒い鼻息を漏らしながらむしゃぶりまわす。意地だった。必死に口を閉じ続ける。これ以上、粘膜同士の接触を許すわけにはいかない。

			「ああっ、いいよ美砂子。すぐにその口を喘ぎ声で開かせてあげる」

			　ぐちゅん、ムちゅんっ、グチュぬちゅぷちゅン、ぬずるるルっ。

			　灰崎の重い腰がゆっくりと動きだした。媚薬漬けの膣襞たちが、さらなる刺激に歓喜して中を動くペニスにきつくへばりついていく。奥からは熱い愛液を溢れさせ、じゅぷじゅぷと淫らな音を響かせる。そんな見境のない反応を示す恥知らずな自分の身体も許せない──なんで私はこんなにも性に敏感な体質なんだろう。

			「っ……くっ……ああっ……あっだめっ……あああっくあああああぁぁっ！」

			　結合の直後以降は、なんとか喘がないように踏ん張っていたが、それも男根の数往復であっさりと打ち砕かれてしまう。夫にすら許していない生セックスに、あられもない喘ぎ声が止まらない。

			　──嘘よ。こんなの嘘。ああ、なんでよっ……なんでこんなことに……。

			　来年にはすぐに健司との子供を作る予定だった。担任している生徒たちの行き先が全員決まった段階で、本当の意味で結ばれるつもりだった。自分の全てを彼だけに捧げることを、もう何年も前から決めていた。しかし今、愛する夫にすら許していない女の聖域に、色欲に狂った他人の生殖器が剥き身で挿し込まれてしまっている。あまりに酷い現実に、なぜ自分は発狂せず正気を保てているのだろうか。

			「う、動かないでえ……っくふああっ……わ、私の中から出ていってええぇぇっ！」

			　お互いの陰毛をこすり合わせるように、肥満男はゆっくりと腰を突いてくる。媚薬クリームの効果なのか、膣内が過去に例のない感度に高められていた。大きく張り出しているカリの形状や、肉胴に浮く血管の脈動まではっきりと認識できてしまう。

			　灰崎は長身の健司よりもサイズは小さめだったが、それだけに窮屈さがなく美砂子の膣にしっくりと嵌まり込んでいる。夫のモノよりもジャストフィットしていると感じてしまう自分自身に涙が流れた。嫌悪しきった男のペニスを深く嵌め込まれた女体は、自分の意思を無視して凄まじい肉悦に仰け反っている。

			　──身体が勝手に反応しちゃう。……レイプされてるのに……こんなにも。

			　悲しみと絶望に濡れる瞳とは対照的に、蜜壺は大好物のご馳走を目の前にしてヨダレを垂らす牝獣のように愛液を溢れさせていた。無数の膣襞たちが中のペニスを舐めしゃぶるように絞り上げている。

			　ヌじぐちゅぬルぐんっ。ぐジュじゅくぬるルっ。

			　深く肉棒を埋め込むと、灰崎はその位置で腰を小刻みに揺らし始めた。前後左右、あらゆる方向と角度にペニスを蠢かす。うねりの強い女の肉路を、獣の剛直で執拗に突き回される。己の生殖器官の形や感触を、人妻の女性器に教え込ませようとしているような腰使いである。動物が自分の縄張りを主張するために、身体を対象物に擦りつけるような原始的な貪欲さを感じさせる。

			　──な、なんてねちっこい……セックスなの……。

			　夫の健司は美砂子に挿入したあとは、性欲にまかせて勢いよく腰を振るだけだった。こんな動きをしたことなどない。亀頭の先で女体の一番深いところをぐちゅぐちゅと擦られて、ヘソ周りの腹筋がビクビクと愉悦に痙攣してしまう。燃えるような牡肉の灼熱感が、直に密着した膣襞たちを燻らせ女体を芯から蕩けさせる。

			　陵辱者は元教え子の膣内を隅から隅までたっぷり味わってから、ゆっくりと腰を引き戻し始めた。

			「はぐうっ！　っくあっ……っ……っっ……」

			　突き入れられるときよりも鮮烈な肉の一体感に鋭い喘ぎ声が溢れ出る。膣襞たちがきつく男根にへばりついていただけに、まるで膣壁を内側から捲り返されるような快感が走った。灰崎の男性器も膣内の大きなくねりに敏感に反応し、さらに肉傘を張り詰めさせて美砂子の身体を捩らせた。

			「そんなに僕のが気持ちいいのかい？　あああっ、美砂子の身体も素晴らしいよ、ぐあああっ、こ、この僕が、もうクールではいられなくなってきた！」

			　ねちっこく動かしていた腰を、いきなりズドンと根元まで打ち込まれる。

			「っくっ──つふあああぁぁぁぁっ！」

			　剛直を子宮孔に突き刺すような一撃に、脳天から爪先まで官能の稲妻に貫かれた。快感神経を直接刺激されたような閃光が脳裏でチカチカと瞬いている。一度大きく喘ぐとあとはもう歯止めが利かない。執拗な前戯とねちっこいセックス、そして大量に塗り込まれた媚薬クリームで、女盛りの肉体が一気に燃え上がってしまう。

			　美砂子自身の意思とは関係なく、自ら腰がくねりだす。女体が勝手に陵辱者とのセックスを貪り始めた。ピンクチェアーに拘束されているにもかかわらず、僅かに動く範囲だけで腰がクイクイと貪どん婪らんに動いてしまう。

			「ああっ、美砂子っ！　そんなに僕がいいんだねっ！」

			「ち、違うっ！　身体が勝手にっあああっ！　ああああああっ！」

			　悔し涙を流して否定するが、楕円を描くような腰の動きが止まらない。夫との愛の営みで性を十二分に知っている人妻の女体は、たとえ相手が憎むべき陵辱者でも敏感で淫らな反応をしてしまう。

			　物理教師のペニスがさらに張り詰め、元教え子の蜜壺はそれに反応してさらに窄まる。牡肉と牝肉がお互いの肉に深く強く喰い込みあう。その壮絶な一体感に、美砂子は黒髪を横に振り乱し、灰崎は全身を縦に大きく仰け反らせた。

			「あああっ、もう、い、イキそうだっ！」

			　その弛んだ身体からは想像できない荒々しさで男が腰を躍動させ始めた。贅肉に埋もれる鼠蹊部が、ガツンガツンと大きく開かれた股間を叩き、ざっくりと割れた大陰唇を激しく揺さぶる。汗と愛液と媚薬クリームがドロドロになって交じりあいながら、二人がぶつかるたびにビチャビチャと飛び散っていく。

			「だめっ！　外にっ、せめて外にだしてえええっ！」

			　無駄だとわかっていながらもこう叫ばずにはいられない。

			「ああっ、わかったよ美砂子！　君がそれを望むなら外にだしてあげるっ！　僕はレイプしているわけじゃないからね！」

			　この部屋で目覚めてから、これが一番信じられないセリフだったかもしれない。

			「でも、愛はお互いに与えあうことだからっ──あああっ、キスをしよう！　愛の口づけだ！　それで僕は満足することにする！　ちゃんと外にだす！」

			　たとえ嘘でも、それにすがるしかない。まともな思考ができるような理性は欠片も残っていなかたった。美砂子がガクガクと頷くと、鼻息荒く灰崎が唇を重ねてきた。

			「んんっ──っんっ〜〜〜〜〜っ……んんんっっ！」

			　毒液にも思える生臭い唾液が、あの気色悪い赤紫舌とともに口内に雪崩なだれ込んでくる。もう吐き出すわけにはいかない。極限状態のセックスの最中、美砂子はそれを飲み込んだ。ゴクゴクと喉を鳴らすたび後頭部が麻薬でも吸ったようにジーンと痺れる。

			　ねぶるっぬるるルっ、へろへろぬるるルっ！

			　続けざまに相手の舌がこちらの舌に絡みついてくる。美砂子は夢中で味覚器官を踊らせた。ディープキスに慣れた人妻の口腔粘膜が、興奮しきった男の肉片を巧みに捌き動きを合わせる。夫を相手にするように、ぐちゅぐちゅとお互いの唾液を混ぜ合わせ濃密に舌を絡めあう。

			　陵辱行為を始めてから初めてともに行う性行為に灰崎の興奮が止まらない。フガフガとまるで豚の鳴き声のような荒い鼻息を繰り返し、動きもケダモノじみていく。あまりに相手の躍動が荒すぎて、凹凸を嵌めあうようにしていたディープキスの結合がずれてしまう。結果、あの異様に分厚い唇が口許に突き出される。セックスの激情で意識が吹き飛んでいる美砂子は、条件反射で自らその下唇にむしゃぶりついた。ぶにゅっとしたタラコ唇を、桜色の唇で上下から挟み込み、ねっちりと舌で舐め上げる。

			「ふがああっ！　んはこおおっ、んがっんはこおおおおぉぉぉっっ！」

			　歓喜を極めた中年男が元教え子に下唇をむしゃぶられながら絶叫する。これ以上ないほど張り詰めていた肉棒が、その瞬間、金属的な硬度にまで到達する。イク直前だ。限界直前の剛直に身体を内側から激しくゴリゴリと擦られる。汗まみれの弛んだ下腹がびちゃびちゃと股間を打つたびに、膀胱から子宮にいたるまで、根こそぎ大きく揺さぶられ愉悦の震えが止まらない。

			　こんな快感初めてだ。激しく交わる結合部分から、オーガズムの前兆が地鳴りのように迫り上がってくる。美砂子は灰崎の下唇をチュウチュウと夢中で吸いながら両目をギュッとつぶった。肉悦に股間が沸騰し、子宮を絞るような圧迫感が、ヴァギナの入り口あたりで急激に高まっている。

			　──なにかくるっ、私の中からっあああっなにかくるうううううっ！

			　過去の人生で感じたことのない凄まじい絶頂感が全身を駆け巡った。両手を握り、両足の甲を一杯まで逸らし、全身をイキませたその直後──。

			　ぶしゃああああああぁぁっっっっ！

			　潮を吹いていた。尿道の括約筋が締まったままの状態で、愉悦と羞恥に煮えた液体が勢いよく迸っていく。自分の吐き出す熱い飛沫に、さらに女体が絶頂を極めた。そして女教師の激流を下腹に直撃された男も限界に達したようだ。熱い潮に浸された肉棒がブルルルと愉悦に痙攣した。

			「あああっ、美砂子っっ、みさこおおおおぉぉぉぉぉっっ！」

			　愛液と潮と媚薬でグチョグチョになった膣内から、ぬるんっとペニスが抜かれた直後、灰崎が獣欲の排泄を開始した。どりゅん、と上に向かって飛び出した白濁の粘液はビチャッと美砂子の下乳に直撃する。その勢いは凄まじく、勢い余った粘塊の一部がバストの裏側から筋になって乳首にまで到達する。その後に続いた大きなダマも糸を引いて飛び散り、胸から腹にかけて白濁の盛り上がりを次々とへばりつかせていく。

			「ああっ……っはっ……ふはあああっ……」

			　官能を極めた人妻の女体は薄桃色に染め上がり、広いエリアを湯気の立ちそうな肉汁に汚されて、生々しい淫靡さを立ち昇らせていた。煮立った男の欲情は、乳房の裏側からどろりどろりと流れ落ち、絶頂の余韻でビグンビグンと痙攣しているヘソに汚液の小池を広げていく。劣情を全て吐き出した中年教師は、人妻の内腿で肉先の残滓を拭うと、再び顔を近づけてきた。

			　凄まじかった絶頂の余韻の中、美砂子はぼうっとしたまま唇を重ねられた。ぬるりと挿し込まれた舌に無意識に舌を合わせてしまう。灰崎とまるで恋人同士のように行為後の余韻を味わうことになる。朦朧とした頭の中に、一つの疑問が浮かんだ。

			　──なんで……？

			　これほどの陵辱をしておきながら、本当に膣外射精をしてくれた。いまだはっきりしない意識の中、胸から腹にかけてにぶちまけられている粘液の熱さを感じている。

			「ああっ……美砂子ぉ……んんんっ……みさこおおぉぉっ……」

			　余韻のキスをしながら自分の頭を撫でている男の手付きは、とても優しかった。

		

	

			第三章　裏切りの保健室

			


			　五月下旬。日曜日にもかかわらず美砂子は担任しているクラスで授業をしていた。

			　教室内にピーンと張り詰めた空気が漂っているのは今日が授業参観だからだ。教室の後ろに生徒たちの父兄がズラッと並んでいる。

			「──それではまず例題を解きながら、この公式を説明していきます」

			　普段の倍近い視線の中、美砂子はピンと姿勢よく背筋を伸ばし、リズムよくチョークを躍らせていた。スーツの中──胸や股間に感じている違和感を無視し、時折、視線を後ろの生徒たちに向けながら数式の流れを説明していく。

			「つまり補助方程式の根が、この指数関数の係数とイコールの場合は──」

			　若い女教師の溌剌とした授業ぶりに生徒たちはいつも通り集中して聞き入り、保護者たちは無言で見入っていた。美砂子は一通りの板書を終えると、改めて教室内を見渡す。皆がまだ黙々とノートを取っていた。女教師は一呼吸置いて、彼らがノートを取り終えるタイミングを見計らう。そして顔を上げる学生たち一人一人を確認するように、視線を彼らに向けたまま黄色のチョークを握った。展開式の一つにアンダーラインを勢いよく引いて、小気味よくカツンと黒板を叩く。

			「特にここの計算で、単純な代入ミスすることが多いから注意してね」

			　このタイミングでポイントを説明すれば、それと同時にノートにチェックできるし印象にも残りやすい。皆がスッと自分のノートに横線を引き、熱心にメモを取っているのが確認できる。細かな気配りの行き届いた美砂子の授業ぶりに、高い授業料を払って進学校に子息を送る保護者たちも満足そうだ。

			「それでは今説明した公式を参考にして、この問題を解いてもらいます」

			　例題を三つ黒板に書くと、改めて教室内を見渡した。

			「それでは問一を解いてくれる人、挙手をして」

			　問一、問二は多くの生徒が手を上げたが、最後の例題になると一気にその数が減った。問三はかなりレベルが高い。今説明した公式を当てはめるだけでは到底解くことはできず、相当な応用力が必要だ。一を聞いて十を知るような数学的才能に恵まれたほんの一握りの者か、よほどしっかりと予習をしている生徒でなければ正解を導くことはできないはずである。

			　美砂子は挙手している三名の中に、後者タイプの生徒を見つけて迷わず指名した。

			「それじゃあ問三は、柘つ植げ山やま君にお願いします」

			「は、はひぃ」

			　緊張のためか少し裏返った返事をして立ち上がったのは、小柄でガリガリに痩せた男子生徒だった。成績がそこそこいいこともあり酷いイジメを受けてはいないが、ことある事にクラス内でからかいの対象にされている存在である。クラスメイトたちに陰で『ガイコツ』と渾あだ名なされていることは、本人も知っていることだろう。何事にも自信がなさそうな言動が、見る者をイラッとさせる独特の空気を漂わせている。

			　授業参観というこの舞台で難問を解き、少しでも自信を持ってもらいたいという考えが根底にあっての指名だった。

			　美砂子は生徒三人に黒板の前を譲ると教室の脇に退いた。表情に出さないように注意して、心の中でフウッと安堵の吐息を漏らす。

			　──大丈夫。ちゃんと普段通りできているわ。

			　自分の言動が不自然にならないか心配していたが、授業が始まってしまえばすぐに集中できた。しかしこれは、父兄を前にして上がってしまうかも、と恐れていたわけではない。問題は自身が今身につけている下着類だ。

			　──心配ない。見た目だけなら絶対にわからないんだから。

			　とにかくいつも通りにしていれば大丈夫、と気持ちを落ち着ける。そしてギリッと奥歯を噛み締めて、自分をこんな目に遭わせている男に対する怒りに耐えた。

			「…………っ……」

			　学生時代も、教師になってからも、ずっと平凡で実用的な白の下着を身につけていた。健司とのデートのときだって、意識して新しい下着を身につけることはあったが、俗に言う勝負下着のような類は身につけたことがない。そういった装飾ランジェリーを下品だと感じるからである。お化粧やファッションに凝るのとは根本的に別ものだと考えていた。

			　しかし今、人妻女教師がその紺のスーツの下に身につけているのは、極小の絹生地で局部のほんの一部を覆っているにすぎない黒のブラとパンティだった。どちらもレースがふんだんに使われていて、中の大半が透けてしまう品である。

			　ブラジャーはギリギリ乳首は隠しながらも、乳輪の形は見えてしまっていた。パンティに至っては陰毛の大半がレースで透けている。どちらも女の局部を保護するという本来の目的を為してはいない。異性を誘い興奮させるための下品極まりないデザインだった。女が身につけるべき下着ではなく、男が脱がすための嗜好品である。

			　ストッキングも太腿の半ばまでしかないタイプで、それを黒のガーターベルトで吊っていた。全て灰崎に今日渡されたモノばかりである。この下着を身につけて、授業参観を行うようにと命令されたのだ。

			　──いったいあの男は何を考えているの……。

			　生徒たちが黒板で例題を解いている姿を見詰めながら、シャープな眼鏡の奥の瞳が悔しげに細まる。

			　京都奈良への出張中に陵辱されてから、すでに一週間が過ぎている。

			　あのとき使われた強烈な媚薬のせいで、生まれて初めて潮を吹き絶頂してしまったところまでは覚えているのだが、それ以降の記憶がまったく残っていなかった。

			　気づいたときには翌日で、レイプされたホテルのベッドの上だった。そこで見せられたのが、あのとき自分を取り囲んでいたデジタルカメラの映像である。豚のような男とのセックスで自ら腰を振り、舌を絡めにいく自分がそこに映っていた。

			『これは二人が結ばれたときの記録だよ。君が本当の愛に気づくまで、僕がしっかりと保管しているからね。もし君が僕を裏切るようなことがあれば、僕は逃げも隠れもしない。これを世間に公表して、真実の愛がどこにあるかを問うつもりだよ』

			　つまり今回のことを警察沙汰にでもすれば、この画像データをバラまくと脅しているのだ。ネットがある今の時代、文字通り世界中の人々にこの痴態を晒すことになる。

			　そして今、美砂子を苛んでいるのは灰崎に対する怒りだけではななった。

			　──ごめんなさい……。ごめんなさい、健司……。私は……わたしは……。

			　妻としての貞操観。人としての倫理観。生真面目な女教師の性格が内側を向き、自分自身を傷つける。夫に対する罪悪感に耐えきれず、何度も告白しようとした。それで別れると言われるなら、それも仕方がないと考えていた。いくらレイプだったとはいえ自分は夫婦の貞節を汚したのだ。しかも彼が注意するように言っていた男相手に。

			　──でも……でもっ……。

			　美砂子がレイプの告白に踏みきれなかった要因の一つに実家のことがあった。

			　自分と健司が別れるようなことになれば、父の経営する町工場はどうなるだろうか。彼の父親が社長を勤める大企業から、今後も大量発注が続くと見込んで大きな雇用と設備投資をしたばかりである。こんな理由で娘と御曹司が別れるようなことになれば、今まで通りの取引が続くとは思えない。そもそもが二人の交際が太いコネとなって始まった仕事なのだ。この大口発注がなくなれば、すぐに工場は立ちゆかなくなって莫大な借金だけが残ることになる。

			　──それに……みんなのこともある……。

			　目の前に座る生徒たちと、その後ろに並ぶ保護者を見た。形のいい眉が悩ましげに寄り、眼鏡の奥の瞳が泣く直前のように細くなる。

			　全国屈指の名門校の教師による、同僚相手のレイプ事件ともなれば、週刊誌の類が取り上げて世間を騒がせることにもなりかねない。受験生である彼らたちに少なからず悪影響が出るだろう。そうなれば淑栄学園を──美砂子たちを信じて子供を預けてくれている親御さんたちにとても顔向けできない。専業主婦になって欲しいと、散々夫に請われていたにもかかわらず、彼らを最後まで無事に学校から送り出したいからと、曲げて今年一年教師を続けることにしたというのに、それでは最悪ではないか。

			　──だいたいどんな顔をして健司に話せばいいっていうの……。

			　美砂子も女である。灰崎のような下げ衆すな男に身を汚されたという事実を、生涯をともにしようと誓った相手に告げるというのはあまりに辛い。あの画像記録を見られるなど論外だ。今まで自分が教えてきた生徒たちにまで、灰崎とのことが知られると思うと気が狂いそうになる。

			　告発をすればあの男が確実に死刑になるというのならまだ踏んぎりもつくが、強姦の初犯ではたかがしれている。無期懲役ですら実質は数十年で仮釈放の国なのだ。

			　それと引き換えに被害者の自分は何を得るというのか。愛する夫を失い、レイプ画像をバラまかれ、教え子たちには多大な迷惑をかけ、親を借金地獄に落としかねない。

			　そう考えてしまうと灰崎とのことは口を噤んでいるのが、自身にとっても親しい人たち皆にとってもベターなんじゃないかと思えてしまう。

			　あれから一週間、ずっと悩み続けていた。同じような思考が頭の中でグルグルと渦巻き続けて、警察に駆け込むことなく今に至っている。理知的で責任感の強い性格が、こんな最悪の状況でも自暴自棄になるのを防いでいた。

			　──ああ、せめて健司に話せたら……こんな思いをしなくてすむのに……。

			　一番頼りにしている存在にこそ最も知られてはいけない現実が、人妻を深く苦しめる。しかもここで泣き寝入りをすれば、あの男は再び自分を求めてくるだろう。現に今日、あれから何もしてこなかった灰崎に、授業参観中ハレンチな下着を身につけるように命令された。そしてそれに従っている自分がいる。

			　それでも美砂子は、心が簡単に折れてしまうような女ではなかった。いつか必ず反撃のチャンスが巡ってくるはずだ。あの下衆な男を二度と自分の前に現れないようにする方法が何かあるはず。

			　女教師は自分の掌に爪が食い込むほど強く、拳を握り締めていた。

			「あ、あの……秋月先生。できましたけど……ま、間違ってますか？」

			　生徒に声をかけられてハッとした。

			　黒板の前で難問相手に奮闘していた拓植山が視線をキョドキョドさせている。灰崎に対する怒りで内面を燃え上がらせていた美砂子に対して、普段から気弱な少年は脅えにも似た表情を浮かべていた。いけない、いけない。教室の後ろからは、自分の子供を託している教師を見定める、親たちの視線が自分に向けられている。

			　美砂子は横目で柘植山の計算式を確認し、一瞬でミスがないことを把握すると、緊迫した表情のままカツカツと黒板の前に移動した。そして黄色のチョークを手に持って、問三の計算式の上に大きな丸をつける。

			「こんなに難しい問題を、こんなに完璧に答えられちゃうと、先生の仕事がなくなっちゃうじゃない」

			　少し困った口調で呟き、一転してニコッと微笑む。教室に漲っていた過剰な緊張感が弾けるように和んだ。美砂子に手放しで褒められて、気弱な少年の顔にも笑顔が浮かぶ。これで少しでも彼の自信になってくれればと思う。

			「それでは拓植山君の模範解答を参考に、この例題を解くポイントを説明します」

			　授業参観中の教室に、若い女教師の声が溌剌と響いた。

			※

			　無事に授業を終えた美砂子は、気を張ったまま職員室に戻った。例年通りこのあとに、体育館で修学旅行に関する保護者説明会が開かれるからだ。主担当である美砂子はその説明係だった。職員室内は授業参観を終えた同僚たちが、普段の授業後よりもリラックスした雰囲気でザワザワと雑談をしている。

			　授業で使った教材一式を机に仕舞い、事前に用意しておいた説明会用資料を手にする。本番前に一通り進行を確認しておくつもりだった。

			「……秋月先生」

			　後ろからボソリと声をかけられた。表情を強張らせないように注意しながら振り返る。

			　灰崎だ。ここ一週間、毎日顔を合わせているが、この陵辱者の姿を平常心で見ることはどうしてもできなかった。態度や表情にこそ出しはしないが、胸中に湧き上がるこの不快感だけはどうすることもできない。

			「はい。なんでしょうか」

			　以前なら、この根暗な物理教師が職員室内で自分に声をかければ相当に目立ったはずだ。しかし今は二人が同じ行事担当ということもあり誰も気に留めていない。

			「……ちょっとこの後の説明会のことで相談があるから、資料室にきてください」

			　人目があるところでは決してその眠たげな半眼を、こちらに向けようとはしてこない。今もジッと下に向けられている。しかしこの言葉を口にした直後だけ、狂気に濁る半眼がギラリと美砂子に向けられた。

			※

			　放課後の体育館。美砂子は壇上の袖に立っていた。

			　すでに修学旅行の保護者説明会は始まっている。股間に多くの違和感を抱えながらも表情に出さず、姿勢よく前を向いていた。

			　館内にはパイプ椅子が並べられ、そこに三年生の父兄約二百人が座っている。壇上の中央では学年主任が簡単なあいさつをしていた。そして出番を待つ女教師の隣には、説明資料をスクリーンに映す担当の灰崎が並んでいる。

			「──私からは以上です。それでは具体的な説明を、今より担当の者がしますので、皆様、よろしくお聞きください」

			　学年主任は最後に一礼すると、壇上の中央からこちらに向かって歩いてきた。

			「それでは灰崎先生と秋月先生。後はよろしくお願いしますよ」

			　若い女教師は緊張気味に頷き、隣の太った男教師は視線を下げたまま顎を突き出すいつもの頷き方をしている。学年主任はそんな二人をリラックスさせるようにニコッと微笑み壇上から降りていった。そのまま職員用に用意してある壇下のパイプ椅子に腰掛ける。そこには三年生を担任している他の教師数人も座っていた。

			「…………」

			　美砂子は灰崎に一切視線を向けずに一歩を踏み出した。マイクの乗っている台に向かってゆっくりと歩きながら、とにかく気持ちを落ち着ける。二百人の保護者を前にして過度に緊張しているわけではない。説明の詳細は完全に頭に入っているし、手元にはちゃんと資料もある。問題は今の自分の状況だった。

			　──いったいアイツは……こんなときに何を考えているの……。

			　衣服の上からではまったくわからないが、全身の性感帯に灰崎が用意した責め道具が装着されていた。両乳首に、女性器に、そしてアナルの入り口に。その全てから細いコードが伸びていて、黒のストッキングの内腿に挿し込まれている、スティック状のケースに繋がっていた。

			　先ほど二人だけの資料室で狂った物理教師に身につけさせられたモノたちだ。

			　キワドイ黒のランジェリーに、ストッキングをガーダーベルトで吊っているというだけで、耐え難い屈辱だと感じた美砂子である。これではとても平常心ではいられない。おそらく内腿に挿している黒のスティックがバッテリー兼操作器で、性感帯にセットされているモノたちがなんらかの卑猥な動きをするのだろう。

			　胸の頂点に嵌められているＵ字形をしたクリップ、アナルの入り口に押し当てられている小型ローター、陰核に貼りつけられていた超薄型の装置、そして膣内に埋め込まれたペニス型のバイブ。例の画像記録をこの保護者説明会の大スクリーンに映してもいいのかい、と脅されてしかたなく身につけた淫具の数々だ。

			　人前で──しかもこんな状況で、恥辱の責め苦に耐える自分が見たいとでもいうのだろうか。これほどの手間をかけて、美砂子にはとても理解できない。

			　──バカにして……こんなモノなんでもないわ。

			　前回は媚薬に犯されたのだ。クスリを使用されなければ、こんな玩具たいしたことはない。あの風貌と性格で本当に不思議なのだが、灰崎は相当女慣れしていた。正直に言ってテクニックだけなら、体力まかせの夫より数段上だと思う。しかし今回はあのねちっこい舌や技巧を極めた指を使われるわけではない。大丈夫だ。それこそ保護者説明会というこの緊張感の中に身を置き集中すれば、ちょっとやそっとのことでは何も感じないだろう──不安な自分に無理矢理そう言い聞かせる。

			　美砂子はマイクの前に立つと、手にしていた資料を台に置き姿勢よく一礼した。

			「説明担当の秋月です。それでは早速、説明に入りたいと思います。プロジェクターを使いますので、これより館内の照明を落とします。暗くなりますので皆様ご注意ください」

			　美砂子の適度に抑えられ、それでいて女性的な柔らかさも損なっていない声に、少しザワついていた会場がすぐに静まった。それと同時に照明が落とされる。館内の明かりが出入り口を示す誘導灯と、スクリーンに向けられているプロジェクターの白い光だけになる。

			「それではまず、こちらをご覧ください──」

			　女教師はマイクを持つと身体を軽く横に捻って、後ろにあるスクリーンに視線を向けた。三泊四日で行う修学旅行の大まかな日程表が映し出されている──この作業を行っているのが灰崎だ。美砂子は余計なことを頭から追い払って、指示棒代わりに手にしているレーザーポインタを使い説明をスタートさせた。

			「初日と二日目は奈良、三、四日目は京都をそれぞれ回る予定になっています。基本的な移動方法はバスですが、生徒たちの自主的な──っ」

			　出だしはなめらかだった女教師の口調が唐突に乱れた。説明を始めると同時に、アナルの入り口に押しつけられている小型ローターがいきなり振動を開始したからだ。

			　ヴゥゥゥっ。ヴゥゥゥっ。ヴゥゥゥっ。ヴゥゥゥっ。

			　一定のリズムで震え続けている。身体の真下から、くすぐったいような、ジンジンと身体の芯を震わすような不思議な感覚が湧き上がってくる。ただそれは、特別官能を刺激するものではなかった。ピンクチェアーに拘束され、同じ部分を赤紫色の牡舌と分厚いタラコ唇でねぶり尽くされたときのような責めにはほど遠い。普段、刺激され慣れている部分ではないだけに、その違和感は相当なものだが、まだコレぐらいならば平時通りに装える。

			「し、失礼しました。……生徒たちの自主的な見学を推奨するため京都と奈良でそれぞれ半日、班単位での移動をすることになっています。その際には──」

			　軽い咳払いとともに謝罪をして、女教師は説明をすぐに再開させた。

			　その途中、横目でスクリーンの操作をしている男を睨む。猫背のきつい肥満男が、プロジェクターの陰で遠隔スイッチでも押したのだろう。普段は下を向いている半眼が、照明を落とされた壇上脇からジッとこちらに向けられている。

			「それでは次に宿泊所の説明に入ります。まずは奈良ですが、ばっ、場所は──」

			　スクリーンに映されていた画像が、ホテルの外観写真とその案内に替わった直後だけ、女教師の口調が僅かに乱れた。しかしすぐに平時に戻りなめらかに説明を続けたため、保護者たちはそのまま耳を傾けている。学年主任や他の同僚たちの席を横目で確認しても、別段不審がっている様子はない。

			　美砂子は内心ホッとして、改めて自分の身体を襲った違和感に意識を向けた。

			　──なんなのこれ？　で、電気？

			　胸の先端に普通ではない刺激が発生している。ビリッビリッと明確な痺れが走り、電気マッサージ機をニップルに押し当てられているような感覚だ。乳首に嵌められているＵ字形をしたクリップに、微弱な電流が流されているようだ。

			　道具を使った責めなど夫とは経験がなく、前回の陵辱時にローターを使われたのが初めてである。性感帯に対するこんな刺激は初めてだ。慣れていないだけに、とても無視できそうにない。

			　それでも、たっぷりと牝脂の詰まった巨乳に阻まれて、筋肉に直接電流が流れていないのは不幸中の幸いだった。胸の筋肉が不自然にビクビクと痙攣する心配だけはなさそうである。しかし刺激を受けている場所が場所だ。気を弛めると、違った意味で身体がビクビク痙攣しかねない。

			「続いて三日目の夜には京都にある、このホテルに宿泊します」

			　一週間前の陵辱を思い出させる自らのセリフに、眼鏡の奥の瞳が僅かに歪む。淡々と説明を続けながら、脳裏にはあのときの記憶が激しくフラッシュバックする。

			　卑猥な姿勢で女体を拘束するピンクチェアー。膣内に塗り込められた媚薬クリーム。醜く弛んだ贅肉腹。アナルを這い回る赤紫色の舌。満たされぬ女性器。剥き身の結合。夫以上に馴染む男性器。巧みな腰使い。噛み締める喘ぎ声。獣じみた荒い鼻息。飛び散る汗。絡めあう舌。めくるめく絶頂感。腹部に浴びた肉汁の熱さ──。

			「──他のお客様や近隣に迷惑がかからないように、事前の調査でしっかりとした防音設備の整ったホテルを選んでおります」

			　一瞬、自分が辱められた場所を告白しているような錯覚に陥る。美砂子はマイクを握る手に力を込め、声が乱れないように注意しながら宿泊場所の説明を続けた。

			　胸と肛門で活動を開始した淫具たちは愚直にその働きを続けている。まずい。たいした責めではなかったアナルローターの振動が、胸でピリピリと小さく弾ける刺激と交じりあい、妙な愉悦をもたらし始めた。身体の三箇所──両乳首と肛門をほんの小さく刺激されているだけなのに全身が火照りだす。

			　びりっびりりっびりっびりりっ。ヴゥゥゥゥゥッ、びりっりっ、ヴウゥゥゥゥッ。

			　最初はほんの小さな灯ともし火びだった。それが胸と股間から押し寄せるまったく種類の違う刺激に煽られて大きな火事になりかけている。腰の奥が熱く疼き始めていた。

			「──宿泊時の説明は以上です。ホテルの住所と連絡先はお手元のプリントに表記してありますので、後ほどご確認ください」

			　それでもほんの僅かに声が上擦っているだけで、表面上はまだ平時の姿を保っていた。事情を知らない人が聞く限りでは、説明の順調な進行に気持ちが乗ってきて、声が多少弾んでいるように聞こえる程度の変化である。

			　しかし──ジュン──人妻の牝華ははっきりと潤み始めていた。女芯の奥から蜜がトロリと湧き出す感覚に頬が引き攣りそうになる。

			　目の前には二百人を越す父兄が座りジッと自分に注目していた。学年主任を始め複数の同僚たちも居る。全員が自分よりも目上にあたる人たちだ。そんな中で股間を濡らしている。官能に身体を火照らせて、女性器に蜜を滴らせ始めている。

			　──ああっ、なんてことなの……。

			　罪悪感に背筋が震え、怒りの視線を壇上脇の灰崎に向けた。照明の落とされた暗闇の中、プロジェクターを操作しながら、先ほど以上にギラついた視線がこちらを見詰めていた。視線が合うと分厚いタラコ唇を歪ませて口許を斜めにしてきた。

			　その不気味な笑みを見た直後だ。

			「それでは次に緊急時のっ──ッ！」

			　美砂子はとうとう説明を途切らせてしまう。

			　ビイィイィィィィィン。

			　膣内に埋められていたバイブが振動を開始したためだ。直接子宮を揺さぶられるような衝撃に、喘ぎ声を上げそうになる。慌てて奥歯を噛み締めそれをこらえた。膣内が潤みだしてからの動きのため痛みは感じていない。灰崎の男性器と同サイズのソレは、女教師の膣壁を内側から満遍なく刺激してきた。そして感度の上がった性感帯をＵ字クリップの電流と、小型ローターの震えが執拗に責め続けてくる。

			「……し、失礼しました」

			　ンンッと大きく咳払いをして、不自然に途切れた説明をカモフラージュする。

			「そ、それでは修学旅行中の緊急時の連絡方法について。……ま、まずこの四日間の保護者の皆様の緊急連絡先については、後日っ……修学旅行の前に生徒にプリントを配りますので……記入のほうよろしくお願いいたします」

			　これまで順調だった女教師の説明が、僅かにだがなめらかさを欠き始めた。しかしそれは聞き苦しいというほどの乱れではない。保護者たちも別段ザワつくようなことはなく、同僚の教師たちも特別心配そうにはしていない。

			　正面から見る限りでは美砂子の様子に違和感はない。しかし台に隠れた両足は、膝を中心にガクガクと震え始めていた。パンプス内の足指でギュッと靴底を掴むように踏ん張っていなければ、直立の姿勢すら維持できそうにない。その切羽詰まった姿を見ているのは、この体育館に居て唯一横から自分を見ているあの男だけである。

			　──あ、あと……少し……。あと少しで……終わるから……ッ！
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			　灰崎の操作なのか蜜壺に埋まったバイブがさらに動きを激しくする。身体の中で異物が小刻みに振動する初めての経験に、人妻の女体はビクビクと敏感に反応してしまう。身体の火照りが増していき、白い頬が薄紅色に染まっていく。

			　各性感帯の感度も上がっていた。ニップルで弾けている微弱な電流を、まるで肉悦の針を突き立てられているように感じてしまう。単調なリズムで振動を繰り返すアナルローターのオンオフが、全身で渦巻き始めた官能の波と同調する。肛門を揺さぶられるタイミングに合わせて、乳首と膣内の肉悦が増幅し人妻の女体を蝕んでいく。

			「お、お預かりした……連絡先の保管に関しては……個人情報ホゴほうっっに、もとづき……ば、万全をキしております、修学リョコウが終わり、す、すべテ、全て、の、生徒を確認したダンカイで……っくっ……は、ははっ破棄をする書類ですので、ど、どう、かごきょうりょくをぉ、お願いいたします」

			　明らかに声が上擦り始めた。顎が不自然に上がり、レーザーポインタを持つ腕が定まらず、見当違いの場所をブルブルと指し示す。

			　──みんなが見てるのに……こ、これじゃあ……。

			　感じているのがバレてしまう。そんな意識が背徳の愉悦となって女体を燃やすさらなる燃料となる。暗闇の中から自分に向けられている父兄の視線が、無数の被虐の針となって、官能に悶える肉体に深く鋭く突き刺さる。

			　朦朧とした意識の中、保護者たちのざわめきが聞こえ、パイプ椅子に座っていた同僚たちが怪訝な顔をして立ち上がるのが見えた。只一人、壇上脇にいる灰崎だけは、異様に血走った視線でこちらを見詰め、自分と同じようにハアハアと息を乱している。その右手に持っているコントローラーのようなモノを、今では隠そうとせずこちらに向けていた。太い指が大きなスイッチの上に置かれ、押すタイミングを計っている。

			　──ああっ……私をどうする気なの……ソレを押すと今度はどうなるの……。

			　聡明な美貌がマゾの肉悦に歪み、荒い吐息の熱さに眼鏡が曇る。陵辱者を睨む瞳には、ほんの微かだが、さらなる刺激を媚びる牝の潤みが滲み出していた。狂った物理教師がそんな元教え子の顔を見て、子供のような歓喜の表情を浮かべる。直後、コントローラーがこちらに突き出されスイッチが押されるのが見えた。

			　ビリビリビリビリビリビリビリビリビリッ！

			　クリトリスに貼りつけられていた責め具から鋭い電流が迸る。膣から溢れ出た愛液が染みているため、抜群の伝導率で牝芽が痺れの渦に巻き込まれる。陰核に雷が落ちたような衝撃に、美砂子は壇上で大きく仰け反った。意識が一瞬、彼方に吹き飛ぶ。この場にいる全ての視線の中心で、スーツに包まれたグラマーな女体をビクンビクンと痙攣させる。すべての性感帯で高まりきっていた官能がこの一撃でスパークした。

			「っ～～～～～っ────っっ……っっ〜〜〜〜〜〜！」

			　頬が痙攣するほど上下の歯を噛み締めて声にならない絶叫を上げる。レーザーポインタを取り落とし、逆にマイクを両手で握り締めていた。ガクつく膝下はハの字になって、床に崩れ落ちる寸前だ。

			　皆が見てる。二百人の生徒父兄が、複数の同僚たちが、そして灰崎が。

			　官能に火照る肉体に皆の視線が突き刺さる。

			　気がふれそうになる羞恥で頭の中は真っ白だ。乳首が痺れ、アナルが震え、膣を抉られ、クリトリスに稲妻が落ち──全身で爆発している快感が背徳の愉悦となって女教師を限界まで追い詰める。陰毛が透けて見える極薄パンティはすでにぐしょぐしょで、ガーターベルトに吊られたストッキングに幾筋もの愛液を垂れ流していた。

			　絶頂直前の朦朧とした意識の中、それでもなお教師としての責任感から、説明会を締める言葉を無意識に口にしていた。

			「……ひ、ひじょ、いじょうのす、すけスケジゅうるで、しゅ修学りょ、こうにっ……い、いくっいってきますっいくぅあっイ、イクっあっああっああぁぁあああっ！」

			　女教師の絶頂がマイクで増幅され、保護者で一杯になっている体育館に響き渡る。その大音量に掻き消され、スカートの中ではプシャアアッと勢いよく潮を吹いていた。

			　──ああっ、こんな大勢の人前で……わ、わたし……。

			　館内に反響する生徒父兄たちのどよめき声を聞きながら意識を失った。

			※

			　美砂子は保健室のベッドの上で意識を回復させた。

			「ああ。秋月先生、気がつかれましたか」

			　学年主任のホッとした安堵の溜め息が横から聞こえる。

			「あ、あの……私は……」

			「説明会の最後に倒れられて、先ほどここに運び込んだばかりです。とにかく説明会のほうは大きな混乱もなく無事に終わりましたから。保護者の方たちも帰られる際に先生のことを心配されていましたよ」

			　話を聞きながら、自分が眼鏡をしていないことに気づいた。こちらの表情でそれを察したのか、学年主任が枕元のテーブルにあるそれに視線を向ける。

			「……そ、そうでしたか……。すいませんでした」

			　美砂子は眼鏡を取るために上半身を起こすと、そのまま深く頭を下げた。どちらにしろ、与えられた仕事が完遂できなかったことに変わりはなない。

			「いえいえ。謝らなければならないのは私のほうです。結婚されて生活が変わり色々と忙しいときに、大変な役目を振ってしまって……。先週の出張と今日の授業参観も重なって、疲れが溜まっていたのでしょう。とにかく今はゆっくり休んでいてください。先ほど連絡をして、すぐにご主人が迎えにくることになっていますから」

			　心底こちらを気遣う学年主任の言葉に、美砂子は身の縮む思いだった。

			「とにかく意識を回復されて安心しました。それでは私は体育館の片づけに戻りますので──では、ご家族がくるまでは灰崎先生、よろしくお願いします」

			　憎むべき男の名前を聞いて身体が自然と固くなる。部屋の隅に立っていた物理教師は学年主任から鍵を受け取りながら「はい」と頷いている。手渡されたのは、おそらくこの保健室の鍵なのだろう。校医はすでに帰宅していて不在のようだ。

			「今回、灰崎先生が倒れた秋月先生のところにすぐに駆け寄っていきましてね。自ら背負って、この保健室まで運んでくれたんですよ。いやいや突然のことで、驚いて何もできなかった私に比べ、とても迅速な行動でした」

			　学年主任の褒め言葉にも、肥満教師は視線を上げるようなことはなく、いつもの下唇を突き出すような頷きをしている。

			「──では、私はこれで」

			　保健室に陵辱者と二人きりになった。遠ざかっていく足音が聞こえなくなったところで、美砂子は右手をスカートの中に突っ込んだ。股間に埋まっているバイブを抜き、太腿の内側──ストッキングに挟んであるバッテリー兼操作器を取り出す。その際、ブチブチっと乳首に嵌められていた電極に繋がるコードが千切れた。

			「この変態っ！」

			　美砂子はそれを怒りを込めて投げつけた。灰崎のでっぷりと突き出た腹に当たってそれは床にボトリと落ちる。男は怒った様子もなく自分の用意した陵辱器具を拾った。女教師の愛液でヌルヌルになっているバイブをうっとりと眺めながら口を開く。

			「どうしても君があのような状況で、どんな反応をするのか知りたかったんだよ。科学者として、君を心から愛する一人の男として、どうしても見てみたかったんだ。素晴らしいデータが取れたよ」

			　この男はどこまで狂っているのだろうか。常軌を逸したセリフに頭がカッとなる。

			「もう我慢できないわ！　今までのこと、全て告発してやる！」

			　怒るその表情すら、絶頂を極めたばかりだとどこか色っぽい。高揚した頬の赤みや睨む視線の潤みなど、元が知的な美貌なだけになお一層官能的だ。

			「ほう。それじゃあ今からくる、ボンボン猿に僕と君がしてきたことを全て告白するって言うんだね。それならそれで構わないよ。僕から美砂子を奪っていったあのクソ猿が、どんな顔をするか見てみたいね」

			　陵辱器を投げつけられたときには変化を見せなかった贅肉顔に、明確な怒りが滲み出す。今のセリフでこちらの出方を窺っているわけではなく、開き直っているわけでもなさそうだ。健司に知られるのは望むところ、といった表情である。

			「……くっ」

			　その態度に被害者であるこちらのほうが気圧された。陵辱後に見せられたデジタルカメラの画像記録──自ら腰を振り舌を絡めていった自分の痴態が脳裏を過る。

			　美砂子が下唇を噛んでいると、保健室の外から物凄い勢いで、こちらに向かってくる足音が聞こえてきた。ハッとする。健司に違いない。灰崎は手にしていた陵辱具を薬品棚の奥に放り込んでそのまま素知らぬ顔をして突っ立っている。

			　──どうしよう……。どうすればいいんだろう……。

			　こちらのほうが逆に焦っていた。自分を犯した男がいる部屋に夫がやってくる。真実を告げるべきなのか。今まで通り何もなかったように振る舞うべきなのか。ベッドの上で判断できないでいるうちに──バンッ！　扉が勢いよく開かれた。

			「美砂子っ！」

			　やはり健司だった。普段の彼が滅多に見せない、鬼気迫る表情をしている。会社から飛んできたのか、スーツの上着は羽織っておらずネクタイもだらしなく弛んでいた。身嗜みには人一倍気を遣う彼にしては珍しい姿である。それだけ自分のことを心配しているということだろう。

			　しかし普段通りの様子でベッドに上半身を起こしている美砂子を見ると、はあっーと安堵の溜め息をついて表情を弛めた。全身に漲らせていた緊迫感も霧散させる。それでもすぐに顔を引き締めてこちらにやってきた。部屋の隅に立っている灰崎には気づいていないのか見向きもしない。

			「病院にいこう。来る途中に千せん堂どう先生に連絡しておいたから、すぐに看てくれる」

			　千堂先生とは、彼の家族の主治医である大学病院の院長だ。

			　──健司は私のこと……こんなに心配してくれている……。

			　それだけに後ろめたい。美砂子はキュッと下半身にかけられている毛布を握り締めた。これほど自分のことを想ってくれている夫である。灰崎とのことが知れてしまえば、彼自身を深く傷つけることになるだろう。そのことをこのときになって改めて深く実感した。そして狂った陵辱者にとっては、それはそれで望むところなのかもしれない。先ほど目にした怒りに歪む贅肉顔が脳裏から離れない。

			　美砂子は一瞬だけ灰崎の表情を見た。いつも下を向きっぱなしの視線が、今だけはジッと夫の背中を睨みつけている。表情の乏しい半眼に明確な憎悪が見て取れた。

			　──この人……健司のことを本気で憎んでいるんだわ……。

			　こんな男の懲役数年と、夫の心に一生残るであろう傷の深さを天秤にかければ──。

			「あ、ありがとうアナタ。こんなに心配してくれて……」

			　とても灰崎の陵辱行為を彼に告白することはできなかった。

			「でも……た、ただの貧血なの。そんな大袈裟にすると余計に恥ずかしいわ」

			　ほら、と新妻はベッドから立ち上がり、なんでもないという風に身体を動かした。

			「バカを言うなよ。気を失って倒れたっていうじゃないか。今はなんともなくっても、後で調子が悪くなるかもしれない。とにかく千堂先生のところにいこう。準備をして待っていてくれてる」

			　これだけは譲れないとハッキリ顔に書いてある。あまりに真っ直ぐな彼の愛情に胸が熱くなりコクッと頷いた。それを見た夫がホッと息をつき、そして改めて周りに視線を向ける。そこで初めて部屋の隅に立つ中年教師に気づいたようだ。

			「ああっ。灰崎先生……でしたよね？　妻が大変ご迷惑をおかけしました。今から病院につれていきますので、これで失礼いたします」

			　灰崎は自分の正面に立った健司とは視線を合わせないように下を向き、下唇を突き出すようないつもの頷き方をする。

			「……で、でも、少しだけ待ってもらえませんか。──秋月先生と、今日のことで話しておかなくてはいけないことがありまして」

			「えっ。でも……それって今すぐじゃないとマズイんですか？」

			　まさかこの状況で引きとめられるとは考えていなかったのだろう。夫が面食らった顔をした。そして視線をこちらに向けてくる。健司が視線を逸らしたその瞬間、中年教師もじろりとこちらを見てきた。その視線が威嚇するように『話を合わせろ』と言っている。美砂子の瞳が葛藤に歪む。今すぐにでも彼に助けを求めたい。全てを告白してこのおぞましい男から守ってもらいたい。しかしそうなれば──。

			『夫は今と同じように自分を愛してくれるだろうか？』

			　万が一にもありえないが、美砂子が罪を犯しても健司なら変わらず自分を愛してくれる確信がある。どんなに長い刑期を科せられても待ち続け、自分を支えてくれるに違いない。しかし、この身を汚された事実だけは、二人の間に決定的な溝を刻むのではないだろうか。あられもなく快感を叫びながら、自ら腰を振る妻の陵辱映像を見せられて、果たして夫は夫でいてくれるだろうか。

			　だめだ。言えない。これほど愛されているからこそ告白できない……。

			「……そ、そうなの……。ごめんなさいアナタ。少しだけ待っててもらえるかしら」

			「そ、そうか」

			　美砂子の強張った表情を、違った意味に捉えたのか健司はそれ以上追究してこなかった。少なくとも外見上は普段と変わらない健康そうな妻を見て、これ以上過保護にし、職場での顔を潰すのも悪いと思ったのかもしれない。今日、自分が修学旅行の保護者説明会で重要な役をすることになっていたことは彼も知っている。その関係で引き継ぎでもあると考えたのかもしれない。

			「ちょっと……生徒のプライバシーに関係することなので……」

			　追い討ちをかけるように灰崎が言葉を続けると、健司は意外と素直に頷いた。

			「は、はあ……わ、わかりました。それじゃあ、外で待っています」

			　美砂子に対して一つ頷き保健室から出ていった。そのまま入り口にもたれかかったようで、ドアの上部に嵌まる擦りガラスに彼の頭部が黒く映っている。

			「……み、美砂子っ！」

			　籠もったような小声で鋭く名前を呼ばれ、灰崎にいきなり後ろから抱き締められた。異様に鼻息が荒く、服の上から胸を鷲掴まれる。臀部に押しつけられる男の股間は、スカート越しでもわかるほどガチガチに剛直していた。

			「なっ……こ、こんなときに……何を考えてるの！」

			　大きく悲鳴を上げるわけにもいかず、女教師は小さな声で狂った同僚を叱責する。あの扉のすぐ外に夫がいるのだ。当然、鍵などかかっていない。夢中で自分を抱き締める男の手から必死に逃れようとする。

			「どうしても今すぐ君が欲しいんだ。こ、この想いを叶えてくれたら、すぐに君を解放する。奴のところに戻す。約束する。だ、だからっ！」

			　贅肉に埋る半眼が獣欲に血走り、鼻息が荒すぎてフゴフゴとどもっている。腰をカクカクと振りながら勃起肉を擦りつけてくるその姿は、発情した牡豚そのものだ。

			「ぼ、僕はいいんだよ。──っハアハアっ、こ、このままあのバカ猿に、んははあああっっ……ぼ、僕たち二人の姿を見せつけても」

			　呼吸の荒さと声の上擦り方が尋常ではない。美砂子は歯噛みした。レイプされたというのに、その事実をネタに自分のほうが脅されている。

			「ちゃんと外に出す。だからっ──い、今すぐ」

			　男の右手がスカートの中に入ってきた。

			　時間がない。このままではまた犯される。どうしよう。目の前には擦りガラス越しに夫の頭が見えている。どこを触っているの。嫌だ。助けて。でも。健司にこの男とのことが知られてしまう。身体を汚される。抵抗しなきゃ。時間がない。いま夫が入ってきたら。全てを知られる。破滅だ。自分も。灰崎も。

			　──コイツが前科者になるのと引き換えに……私はどうなる？

			　愛する夫。実家の借金。幸せなマイホーム。受験を控えた生徒たち。全てを失う。大切な人たち全員の人生を狂わせる。

			　美砂子の頭の中を様々な思いがグルグルと回り、身体の動きが止まってしまった。決断できない。灰崎を拒否することも、悲鳴を上げて夫に助けを呼ぶことも。しかしそれは肉欲に狂う男にとって同意のサインとなんら変わらなかった──ずるんんっ！

			　説明会の淫具責めで、ビタビタになっていた黒のパンティが膝下までズリ下げられた。絶頂の残滓で蒸れた牝の匂いが立ち昇り、股間が外気に触れてヒヤッとする。

			「なっ、いやっ」

			　慌てて拒否の言葉を吐くがもう遅い。背中をドンと押され上半身を倒される。両手でベッド横にある手摺りを掴み、男の求める尻を後ろに突き出す恰好にさせられる。

			　スカートを捲り上げられて、剥きたてのゆで卵のようにプリンとした牝尻が現れた。黒のガーターベルトと黒のストッキングに囲まれて、その尻肌の白さと艶やかさがさらに際立っている。

			「ほんとうに君の身体は、どれだけ僕を魅了すれば気が済むんだ」

			　美砂子の身体には、太腿にもウエストにも弛んだ肉など一切ついていない。にもかかわらずその尻は張り詰めたような牝脂で盛り上がり、綺麗な丸みを作っていた。黒のガーターベルトが食い込みながらも、しっかりした弾力で押し返し、その柔らかさと張りのよさを証明している。

			　その尻が上向きに引き上げられた。美砂子の女芯が後ろの男に晒される。派手な絶頂の余韻でいまだ牝裂の狭間には蜜液が滴り、黒い茂みは濡れそぼっていた。そこに皮を剥かれた灼熱の肉棒が押し当てられる。

			　──クッ。なんて硬さと熱さなの……、それに……。

			　肉先はローションでも塗られたようにヌルヌルしていた。保護者説明会のときから剛直していて、カウパー液がダダ漏れ状態だったのかもしれない。美砂子を求める獣欲に血管がはちきれるのではないかと感じるほど、ドグンドグンと大きく早く脈打っている。すでに今の段階で、もういつイッてもおかしくない硬度に達していた。

			「クソッ。あのガキ猿、何が灰崎先生でしたよね──だ。人をバカにしやがって」

			　健司に対する憎悪の言葉を吐きながら、ビギビキに張り詰めた肉先で美砂子の入り口を探る。夫を部屋の外に待たせ、その妻を尻から貫く獣欲で陵辱者のペニスは猛り狂っていた──ぬずるるるるっ！　

			「っ……んぐっ!?」

			　灰崎が入ってきた。喘ぎ声を漏らさないように右手で強く口許を覆う。ベッドの手摺りを掴んでいる左手には、姿勢を支えるためだけではない悩ましげな力が籠もる。剥き身の男生殖器は、直に接触する牝粘膜の感触に歓喜しさらにドグンと張り詰めた。

			「んはぁ──ああっ、やっぱり美砂子のなかはサ、サイコーだあぁぁっ」

			　一週間振りの結合に中年男は腹の底から吐き出すような感嘆の溜め息をついていた。そして人妻の括れたウエストを両手でガッチリ握り締めると、軽く腰を揺すり始める。でっぷりと膨れた己の下腹を、密着している牝尻にこすりつけるようにして腰を振ってきた。

			「っ……くっ……んんっ、っうっ…………んんっ!?」

			　身体の一番深いところを責められて、頭の中をぐちゃぐちゃと掻き回されているような快感が迸る。その衝撃に口を覆ったまま、美砂子は驚きで両目を見開いた。自分は感じているのか。こんな状況だというのに。夫が目の前にいるというのに……。

			　つい先ほど絶頂を極めたばかりの女体は、その残り火が再燃し、すぐにビクビクと背筋を震わせ始めた。感度のよすぎる自分の身体に絶望し涙が零れそうになる。

			「そんなに僕のチンポがいいのかい。バックからハメた途端、お尻の穴がきつく窄まりっぱなしだよ」

			　真後ろに向けて突き出すようにしている肛門に、突き刺さるような視線を感じた。羞恥で全身がカッと火照る。その直後だ。中に埋め込まれている剛直を膣襞たちがぎゅぅぅっと絞り込んでしまう。無機質な玩具でイったばかりの女性器が、改めて深く打ち込まれた剥き身の牡肉に貪婪にへばりついていく。人妻の花弁たちは夫の生ペニスを知る前に、陵辱者の男根の味を先に覚えてしまっていた。

			「はああっ、やっぱり君はすごいよっ……こんなときでも自分から絡みついてくる」

			「ち、違うっ……こ、これはっ……っ……か、身体が勝手に──ンンッ！」

			　それまでねちっこかった灰崎の腰が、突然躍動した。

			　パンパンパンパンパンパンパンズパパンッ！

			　でっぷり垂れた下腹と丸く張り詰めた牝尻が、激しくぶつかり合う渇いた肉音が保健室内に響き渡る。黒のガーターベルトが食い込んだ白い丸みがダムダムと揺れて、陵辱者の動きをますます加速させていく。

			　──ダ、ダメっ！　こんなに激しくされたら音が漏れちゃう！

			　それが部屋の外まで──ドア前に立つ夫の耳に届いてしまうのではないかと思い、口許を右手で覆ったまま激しく顔を左右に振った。しかし──。

			　ゾクンっ！　ゾワゾワっゾクゾクゾクゾクっ！

			　その恐怖感すら、女盛りを極めた人妻の女体は官能に変えてしまう。今までよりも明らかにセックスの感度が上がっていた。膣内を内側から激しく擦り上げられるたび、稲妻のような快感が全身を駆け抜けて、ガクつく顎が何度も大きな弧を描く。

			　グじゅズプぐじゅるルルっ！　グジュずるっグジゅるルルっ！

			　肉胴に赤と青の血管を蛇のように浮かび上がらせた肉槍が、大量の愛液で濡れ光る大陰唇の狭間を激しく貫く。サーモンピンクの膣襞たちが勢いよく捲り上がり、それに合わせて上の皺穴が細く収縮する。ビチャビチャと蜜液が飛散して、ガーターベルトに吊られた黒のストッキングを点々と濡らしていく。

			「っ……っふっ……ぐふっ！　んんっ……っ…………っくううっ！」

			　あまりに激しいセックスに、喘ぎ声を漏らさないだけで精一杯だ。服を着たまま獣の体位で繋がる人妻と陵辱者は、夫の影を前にして獣じみた荒々しさで交わり続けた。

			　──嫌なのに……吐き気がしそうなほど嫌なのにっ！

			　蜜壺が勝手に中のペニスを絞り上げてしまう現実に抵抗のしようがない。それがまた男の動きを促進させる。夫しか抱いてはいけない人妻の尻が、他人の下腹に激しく打たれ白い肌を赤く火照らせていく。美砂子ができる抵抗は、せめてイカないように息み続けることだけだった。左手で握るベッド横の手摺りと結婚指輪が、陵辱者の突入に合わせてカチカチと小さく鳴り続けている。

			　──ああっ、ごめんなさい健司っ……ああっ、ごめんなさい。

			　夫本人の影が擦りガラス越しに見えているだけに、灰崎に犯されている嫌悪感よりも、彼に対する罪悪感のほうが強烈だった。喘ぎ声を漏らさないように、頬に爪が食い込むほどきつく口許を右手で押さえながら、目尻にブワッと涙が溢れる。それも後ろからの暴力じみた衝撃によって容た易やすく弾け、ガクガクと踊る顎から流れ落ちていく。

			「……っ……んぐうっ……っ……っふあっ……んんっ!?」

			　健司の影がイライラと動き始めた。腕時計でも確認しているように、何度も下を向き、髪を掻き回すように頭をボリボリ掻いている。まずい。このままではいつ扉を開かれてもおかしくない──そんなときだった。

			「あ、秋月さん。もう少しで終わりますから……っ……もう暫くお待ちください」

			　人妻の尻を抱いていた男が突然夫に喋りかけた。明らかに声は上擦っているがボソボソとどもった喋り方のため、普段の灰崎を知らなければそれほど不自然ではない。

			「……は、はあ。妻の負担になるといけないので……早めにお願いします」

			　不満を隠そうとしない健司のセリフを聞いた瞬間、美砂子の中に埋まっている男根が、ビギビキビキっと亀頭の薄皮がはちきれそうなほど膨張した。夫を目の前にして、その妻を犯す男の欲情とはこれほど激しいものなのか。人のモノを奪う興奮で肉棒が熱した鋼のようになっている。睾丸もきつく収縮し絶頂直前なのは明らかだ。

			　──許してっ！　許して健司っ！　これは違うの！　私はアナタのものなのよ！

			　目の前に立つ夫に心の底から謝罪を続けながらも、人妻の女体は生セックスの肉悦でグズグズに蕩けていた。健司に対する罪悪感ですら、マゾの炎をより大きくするための燃料と化している。立ちバックの姿勢を維持している両足は、保護者説明会の最後のようにガクガクブルブルと震えだし、今にも崩れ落ちそうだ。真後ろからズンズンと身体の一番深いところを打たれるたびに、全身が官能に激しく波打つ。

			「わ、わかっています。っ……も、もう終わります」

			　灰崎はそれだけ答えると、ガバッと後ろから美砂子の身体を抱き締めてきた。そして口臭のきつい息を、こちらの顔に荒く吹きかけながら耳元で囁く。

			「あの馬鹿猿め。もう美砂子は僕のものなのに、まだ亭主ヅラしやがって……ああっ、も、もう、イ、イキそうだ」

			「っ……そ、外にっ、早く外にっ」

			「それなら口に出させてくれ。ぼ、僕の全てを飲み干してくれ」

			「！　い、嫌よっそんな、絶対に嫌っ！」

			「あああっ、だめだもうもたない」

			　灰崎の動きがガクガクと小刻みなものになっていく。夫に比べ小振りな剛直は、前回同様自分の女性器にはしっくりと嵌まり込んでいる。このバックの体位だと、張り詰めたカリの盛り上がりが、特別美砂子の弱い尾骶骨の裏側あたりを擦り上げることになる。

			　必死で果てないようにしていた人妻にとって、このピンポイント責めが最後のトドメであった。まるで絶頂のスイッチを押されたようにビグンビグンと全身が跳ねる。

			「っんっ！　っ──っんっ〜〜〜〜〜〜〜っんんんんんっ！」

			　つい先ほど二百人を越える人前で愉悦を極めた女教師の肉体は、イキ癖でもついたように、陵辱者との刹那的なセックスで容易く臨界点を突破してしまう。男と繋がったまま蜜壺がブルブルと痙攣し、埋まったままの男性器に愉悦を極めさせる。

			「く、口にだすぞっ、く、くちっあああっ、美砂子のくちいいっっ」

			　爆発直前のペニスがズルンと抜かれ、男の両手から下半身が解放された。両脚が膝から崩れ落ち、激しく揺さぶられ続けた尻が床を叩く。ちょうど顔の高さと相手の股間が同じになった。命令に従ったわけではなく、性交の愉悦に腰が砕かれ、姿勢を維持することができなかったのだ。

			「っはああっ……ふあっ!?」蹲るように下を向いていた前髪を掴まれると、湯気でも立ちそうなほど灼熱した男根を口許に突き立てられて「──んぐっ!?」

			　口内に己の愛液と、男のカウパー液でヌルヌルの充血棒が突き込まれた。牡牝の体液が交じりあうムワッとした匂いが口の内側に充満する。そして陵辱者の張り詰めた肉先が美砂子の舌にぬるんと乗ったその直後──。

			　ドりゅどぎゅドぷどリュどぷんっ！　どぎゅどぐドグっどぐびぐびぐびくっ！

			　灼熱の肉汁が吐き出された。まるで固形物のように形のはっきりした粘液が、びちゃびちゃと口蓋にぶち当たり、舌や頬の裏に跳ねて溜まっていく。

			「んぐっ！　ンンっんぐんぐんんンっ！」

			　脳天の裏側に突き刺さるような勢いと、舌を灼くような熱さに絶頂したばかりの頭が白く痺れた。イッたばかりで愛液滴る子宮の火照りと、口内に溜まる肉汁の熱さが交錯する。絶頂直後で朦朧とした意識の中、一瞬、中出しされたように錯覚してハッとした。口許に突き立つ肉棒を唇でキュッと引き絞ってしまう。

			「……ふうっ。……飲むんじゃないぞ、まだ口に溜めておくんだ」

			　たっぷりと口内射精を堪能した灰崎が、ずるんと肉棒を引き抜いた。保護者説明会のときから──あるいは授業参観のときから溜め込んでいた劣情を吐き出した中年教師は、ハアハアと肩で息をしながら犯したばかりの同僚の前にしゃがみ込む。視線の高さが合った。行為直後で潤んだ瞳に、陵辱者を睨むだけの余力は残っていなかった。

			　いつ夫が入ってくるかわからない。この部屋に吐き出すわけにいかない汚液を、口内に溜めていることだけで精一杯だ。知的な眉を僅かに寄せ、頬を高揚させたまま唇を噤んでいるその美貌には、被虐の色香が濃密に漂っていた。

			「いいかい美砂子。君はもう心も身体も僕の女になったんだよ。だって本当に嫌なら、すぐそこに突っ立っているあのバカ猿に、一言でも助けを求めればよかったんだ。でも君は自分から必死に声を抑えて、僕を受け入れ続けてくれた」

			　物理教師は元教え子の唇にへばりついていた己の残滓を拭うと、いまだ薄暗い情念を漂わせている半眼をこちらにジロリと向けてきた。その濁った黒目の奥に、狂人のギラつきが見て取れる。野獣に捉われ急所に牙を向けられている小動物のような絶望感が、人妻の胸中に広がっていく。

			「僕たちは今、結婚なんていう人が人を縛るだけの馬鹿げたルールを乗り越えたんだ。僕たちはもう一心同体なんだよ。だからもう二度と僕に逆らっちゃいけない。たとえ誰の前であっても僕の言う通りにするんだ。その証として、今口に溜めているザーメンを、僕が『飲め』って合図をしてから飲み込むんだ」

			　灰崎は無茶苦茶な理屈を並べて一方的に命令すると、己のペニスを仕舞い、腰が抜けたようになっている女教師を引き起こした。絶頂直後の気だるさと口内に溜まる咽せるような牡臭さに朦朧としながら、美砂子はなんとか立ち上がり衣服の乱れを直す。それを見て陵辱者は入り口のドアに向かっていった。

			「──し、失礼しました。も、もう終わりましたので」

			　灰崎が扉を開くと健司がすぐに室内に入ってくる。

			「随分長い話でしたね。──あれ？　何か顔が赤くないか？」

			　ベッド脇で多少フラついている妻を見て、心配そうな顔をする。その背後から、目蓋の重そうな半眼が、粘りつくような視線でジッとこちらを見詰めていた。

			「ああっ、保健室に常備してある気付け薬を見つけたんで、それを先ほど──飲んで・・・──もらったんです」

			　美砂子は腰の前で握り合わせていた両手をキュッと握った。そして健司に不審がられないように、彼と視線を合わせながら喉を大きく上下させる。

			　──健司が見てるのに……あんなに心配そうな顔をして私を見てるのに……。

			　どるんんっ──濃厚な粘液が喉を通っていくときの粘りつくような喉越しに背筋がゾクッと震えた。それは生理的な嫌悪だけでなく、牡の生殖液を初めて飲み込んだ官能の震えでもあった。直後、灰崎のタラコ唇が満足げにニヤーっと吊り上がっていく。健司に向けられた視線には隠しようのない優越感が滲み出していた。

			　自分は今、確かに夫を裏切ったのだ。

			　美砂子の濡れた瞳が、様々な思いを滲ませて細くなる。

			　今飲み込んだのは、今後もずっと続くであろう灰崎の陵辱に屈した味だったのか、吐き気がしそうなほど苦くて生臭く──そして腰の奥にジンと響いた。

		

	

			第四章　誘惑の個人面談

			


			　放課後の教室。

			　美砂子は生徒と一対一で行う進路相談をしていた。教室の一部にスペースを作り、机と椅子をそれぞれ二つ向き合う形にして、対面式で行う個人面談だ。

			　今は女子生徒が前に座り志望大学の絞り込みを行っている。

			　美砂子は眼鏡を中指で軽く押し上げてから、手元の資料に視線を落とした。艶やかな前髪が額にサラリとかかり、その知的な美貌に大人の色気が影を落とす。前に座る女子生徒は、担任教師のそんな姿にポーッと見惚れているようだ。

			「ええと。第一志望をココに決めるとすると、第二、第三はこんな感じかな」

			　同性の生徒から羨望に近い眼差しを浴びながら、女教師は大学名を二つメモ用紙に書き出した。女子生徒は慌てて手元を覗き込んでくる。

			　滑り止めに関しては、本命より偏差値が低い中から単純に選ぶのでは効率が悪い。過去のデータから、第一志望の受験内容と傾向が似ている中から選ぶほうがより確実である。淑栄学園は大手予備校と提携していて、その手のデータに関してはかなりの精度で整備されていた。

			「あなたの第一志望は、たとえば数学だと問題数が極端に少なくて、出題される大半が難しい文章問題なのよね。英語や他の教科も似た傾向があるわ」

			　担任教師の説明に、女子生徒は熱心に聞き入っている。

			「つまり受験のテスト内容は明らかに量より質を重視している。まずは過去問をしっかり潰し込むこと。あとは市販の問題集で条件に合ったものを選ぶといいわよ」

			　美砂子はオススメの問題集をメモすると、それを女子生徒に渡した。

			「第二と第三志望も同じ傾向のところを選んでおいたから、だいたいこれでフォローできると思う。──と、私が今できるアドバイスはここまでね。今の成績なら充分、本命に合格できるけど気を抜かないでしっかり頑張るのよ」

			　美砂子が話を終えて微笑むと、女子生徒は顔を赤く高揚させたまま「ありがとうございました」と一礼した。席から立ち上がり、教室を出ていこうとする。

			「……あ、あの。……ちょっと待って。……つ、次の子には、私が声をかけるまで教室の外で待っているように言ってもらえるかしら」

			　珍しくどもった担任教師の指示に、女子生徒は小首を傾げながら「はい」と答えた。そして改めて一礼してから教室を出ていく。

			　──ああっ。とうとう今日の……最後の生徒になってしまった……。

			　チラリと教室の隅にある掃除道具入れに視線を向けた。外から見ただけではまったくわからないのだが、そこには灰崎が仕込んだカメラが設置されている。この机の上に置いてあるやや大きめの筆記具ケースや、こちらに向けられている机の奥などにも、同様の仕掛けがしてあった。今も自分の姿を、狂った物理教師が四方八方からレンズを通して監視しているのだ。

			　美砂子は悔しさにギリッと奥歯を噛み締めた。あの保健室の一件があって以来、灰崎との関係が決定的に変化してしまった。

			　命令する者とされる者。支配する者と服従する者。

			　夫の目を見ながら、陵辱者の精液を飲んだ行為が決定打となった。事実、今日に至るまで、言い知れぬ葛藤と罪悪感に苛まれながらも、あの男に言われるがままになっている。夫のこと、実家のこと、そして生徒のことを思い陵辱に耐えていた。

			　──地獄のような……毎日だわ……。

			　美砂子は完全に灰崎の性奴隷と化していた。あれ以降、学校内で何度も性奉仕を求められている。同僚や生徒の視線をかいくぐるような際どい場面で、何度、口腔奉仕を強要され喉の奥に苦い肉汁を注ぎ込まれたことか。その際にはこと細かく舐め方や指の使い方を指示された。フェラチオだけではない。肥満男の弛んだ乳首を舐めながら手を使ってペニスを扱いたり、胸を使って男根を挟むパイズリ行為までも行った。醜い贅肉の塊は、豚そっくりの鼻息でブヒブヒと愉悦を唸りながら、白い乳の狭間で欲情の汚液を何度も絞り出している。

			　──あんなこと……健司にもしたことなかったのに……。

			　正常位のセックス一辺倒である夫とはほとんど経験したことがない様々な性奉仕を教え込まされている。あるときなどは、吹き出物が浮く汚い尻を向けられて『ケツの穴を舐めろ』とまで命令された。信じられない言葉だった。それだけは許してと哀願すると、男のほうがこちらの尻にむしゃぶりついてきた。

			　放課後の誰もいない教室で、黒板の前に立ちチョークまで持たされる。元担任教師に出題された数学の問題を解きながら、肛門の皺が伸びきるほどアナルを舐め尽くされた。『篠宮、篠宮』と美砂子を旧姓で呼びながら、後ろの小穴に深く舌を抉り込ませ、『君にはエレガントな解答を期待している』と囁かれる。そして、元教え子が黒板に展開した数式をうっとりと眺めながら、男根をしゃぶらせ恍惚と口内射精をする中年教師は狂人以外の何物でもなかった。

			　──私がここの学生だったときから……そうしたかったってことかしら……。

			　あのときの灰崎に感じた空恐ろしさを思い出し、美砂子はブルッと身震いする。

			　当然、セックスも強要されている。ストッキングは常にガーターで吊るように命令されているが、それはあの保健室のときのように、ショーツだけをズリ下ろしてすぐに繋がるためである。

			　就業時間直前のトイレで、お昼休みの屋上で、放課後の教室で、肉欲に狂った中年教師は元教え子の身体を執拗に求め、何度も何度も肉体を交わらせた。

			　しかし最後の最後になると灰崎は尋ねてくるのだ。『中に出していいかい？』と。そして美砂子が毎回それを拒否すると、必ず外に出してくれる。本気で奴は自分をレイプしているわけではないと考えているフシがある。ゾッとする思いの反面、完全に汚されきっているわけではない、という思いで精神を狂わせずに済んでいた。

			　膣内射精をされなければ、ただの異物挿入のようなものだとまだ精神的に開き直れる。事実、夫よりも遥かに巧みな中年男のテクニックに本気で我を忘れることも度々だ。この肉体が健司以外の男とのセックスに馴染み始めてしまっていた。それを何より自分自身が一番自覚している。──それが今、一番の恐怖だった。

			　しかも保護者説明会で倒れてから夫が自分の体調を心配して、夜をあまり求めてこなくなった。そのことによって灰崎とのことが発覚しづらいと考えてしまう自分は、正真正銘の裏切り者である。

			「……くっ」

			　美砂子は上着のポケットに手を入れると、物理教師から渡されているコードレスの小型イヤホンを取り出した。事前に命令されている通りそれを左耳に嵌める。

			『随分待たせるじゃないか。何か考えごとでもしてたのかな』

			　すぐにノイズ混じりの声が聞こえてきた。今の自分の姿はこの教室に仕組まれた複数のカメラで監視されている。灰崎とのことを考えて、自己嫌悪と罪悪感に苛まれていた表情を、ジッと見られていたのかもしれない。

			　しかし絶対権力者である中年男は、なんの躊躇もなく命令してくる。

			『それじゃあ早速、ショーの準備を始めようか』

			※

			　美砂子は教室の外に向かって声をかけた。

			「待たせたわね。入ってきてちょうだい」

			「……し、失礼します」

			　少しどもった返事をして教室に入ってきたのは、小柄でガリガリに痩せた男子生徒──拓植山だった。自信のなさそうな物腰は相変わらずで、何をするにもキョドキョドしている。その神経質そうな視線がこちらに向けられると、少年は突然ビグンと全身を震わせた。担任教師の髪型の変化──いつも頭の後ろで纏めてる黒髪を、背中まで流していることに驚いたようだ。艶やかなロングヘアには軽くウエーブがかかり、普段は漏れないように抑えている大人の色気を濃密に周りに漂わせている。

			「どうしたの。はやく入り口を閉めて先生の前に座りなさい」

			　担任教師の指示に男子生徒は慌てて頷き従った。オドオドと視線を彷徨さまよわせながら、目の前の椅子に座る。そして顔を俯かせるようにしながらチラチラと上目遣いでこちらを窺ってきた。その視線が女教師の胸元でピタッと止まり急激に血走っていく。美砂子は生徒の露骨な反応に、無表情を通しながらも内心熱い吐息が漏れる思いだった。

			　──ああっ。生徒にまで……こんな姿を見られてる……。

			　今はスーツの上着を脱いで白のシャツ姿になっている。胸元は豊かな乳房で大きく盛り上がっていた。それだけなら美砂子のプロポーションがグラマーなだけで、気の弱い男子生徒が凝視するようなものではない。しかしその頂点には二つの突起がポチッポチッと浮き出てしまっていた。女教師は今ノーブラだった。

			　ただでさえ敏感な牝突起が、生徒の突き刺さるような視線を感じ硬く尖っていく。

			『そのまま、まずはさっきまでの調子で進路指導を始めるんだ』

			　灰崎の声が左耳から聞こえてきた。髪を下ろしているのは色気をアップさせるためだけではなく、無線イヤホンを隠すためでもある。

			　美砂子はゴクッと唾を飲み込んで、極力普段通りの口調を心がけて唇を開いた。

			「……柘植山君の第一志望は、今まで通りで変更はないわね」

			　担任教師に突然喋りかけられて、男子生徒はハッとその視線を上げた。胸の突起に釘付けだった顔をこちらに向けると、その生白い頬を急激に赤く染めてガクガクと頷く。こんな不健康そうな身体つきの少年だが、彼は大病院の一人息子である。進学先はこの国で最難関の某国立大学医学部を希望していた。

			「は、はい……そ、そうです」

			　跡取り息子が医師免許を取るまでは、両親は金にいとめをつけない方針のようで、柘植山は今、プロの家庭教師一人と、二つの進学塾をかけ持ちしているという話である。そんな勉強漬けの毎日を送っているだけにテストの成績は悪くない。それでも元々の能力に問題があるのか、全国屈指の進学校である淑栄学園ではトップクラスに少し足りない偏差値だった。

			「今の成績だと、かなり難しいけど大丈夫？」

			「……は、はい……パ、パパもお祖父様も、みんな出てるところだから……そ、その、絶対そこじゃなきゃダメだってママにも言われてるし……」

			「そう。それなら……もっと頑張らないとね」

			「……は、はい」

			　これほど彼が痩せているのも、両親の過度な期待に対するプレッシャーで、胃でも悪くしているためだろう。いつも自信がなさそうなのは、優秀な父親や祖父と常に比べられている家庭環境のせいかもしれない。

			『よし、もういいだろう。──あとは昨日、練習したように始めるんだ』

			　物理教師の少し上擦った声がイヤホンから流れてくる。この異様な状況にすでに興奮し始めているようだ。表情上は平静を装っていながらも、美砂子もすでに身体の芯が熱く疼き始めていた。変態中年男によって女盛りの肉体をたっぷりと開発されている。いつの間にか、些細なことで容易く官能のスイッチが入ってしまう淫らで敏感な体質になっていた。

			「柘植山君……か、顔が赤いわね……そういえばこの部屋……す、少し熱いかしら」

			　自分の声が震えているのを自覚しながら両手を胸元にもっていく。そして、一つ一つゆっくりとボタンを外していった。パツンパツンに張り詰めていたシャツの胸元が弛んでいく。ブラジャーを着けていないだけに、ボタンが外され締め付けが弛むと、中の乳房がタプンタプンと重たげに揺れた。

			「はあっ……こうすると……少し涼しいわ……」

			　胸元のボタンが完全に外されて美砂子の深い胸の谷間が露わになる。すでに軽く汗ばんでいる乳肉の狭間に外気を感じてヒヤリとし、女体の火照りをハッキリ自覚した。

			　正面に座っている男子生徒は目のやり場に困り、顔は斜め下に逸らしている。しかしその視線はキョドキョドと落ち着きなく踊りながらも、こちらの胸元にチラチラと向けられていた。その血走った視線のせいで、シャツに軽く擦れただけで喘ぎ声が漏れそうなほど乳首が敏感に充血していく。

			「あ……あの……、あの、その……」

			　柘植山は露骨に上擦った声を出し、両太腿を椅子の上でモジつかせ始めた。彼のズボンの中では、若い欲情が猛り狂っていることだろう。

			　生徒と二人っきりの教室に、濃密な緊迫感が漂い始める。

			『美砂子。何をグズグズしてるんだい。大丈夫。ちゃんと説明しただろう。僕が見守っている。この階には君たちしかいない。ちゃんとセンサーで監視しているんだ。誰か来たらちゃんと知らせてあげるから、君は自分のするべきことをするんだよ』

			　美砂子は大きく生唾を飲み込んだ。二十五年の人生で、恋人と呼べる相手は夫の健司だけである。色恋のことに関しては奥手だった自分を、何事も積極的な彼がグイグイとリードしてくれた。灰崎に一方的に犯されて、関係を強要されている今も、常にイニシアチブを取っているのは男のほうである。

			「…………っ……」

			　自分から異性を誘惑するのはこれが初めてだ。

			　はしたない。なんて破廉恥な。そう思わずにはいられない。

			　何事も先進的な考え方をする美砂子だが、こと男女の色恋に関しては古風な考え方の持ち主だった。これほど容姿に恵まれながらも『女の武器』を使ったことなど一度もない。岡惚れのような形で、不相応な優遇を受けるような場面は多かったが、そのようなケースでは、自分からその相手に対して距離を取るようにしていた。

			　それが今生徒相手にこんな淫らな恰好をしている。

			『ここまでの君の様子は全部記録してあるんだよ。……このまま実験に実りがなければ僕が保管しておく必要はないね。ネットのどこかにでも破棄しようかな』

			　ほんの僅かな弱味を握り、それをネチネチとちらつかせてさらなる弱味を強要する。最低の男だった。底無し沼にゆっくりと沈んでいくような気分である。しかしもう自分はこの下劣な男の泥沼にドップリと飲み込まれてしまっている。今更もがいてももう遅い。周りの皆を巻き込んで深みに嵌まるスピードを速めるだけだ。

			　机の下でギュッと両手を握り、それから眼鏡の奥の瞳を相手に向けた。

			「柘植山君。君、医学部を希望しているのに保健体育がこの成績じゃあまずいわよね。せ、先生が特別に……保健の個人授業をしてあげる」

			　美砂子が椅子から立ち上がると、男子生徒はガタタッと椅子を鳴らしてこちらを見上げた。血走った目を丸く見開いている表情は、渾名通り骸骨のように見える。

			「あ、あの……なんで……ぼ、ぼく……僕なんかに……」

			　極度の緊張のためか、尋ねる声は完全に裏返っていた。

			「……君がいつも一生懸命……勉強を頑張っているからよ……」

			　こうなったら本気でこの子を楽しませてあげよう。そう思った。灰崎の狂った欲情の巻き添えにされた、いわば被害者同士である。容姿は確かに冴えないし、女の目から見れば決して魅力的な男ではなかったが、可愛い生徒に違いはない。

			　担任教師が一歩近づくと生徒も素早く立ち上がった。逃げるわけでも、こちらに近づいてくるわけでもなく、ただただ目の前の現実に驚いて無意識に立ち上がってしまった様子である。

			「……そう。そのままジッとしてなさい」

			　小柄な柘植山は美砂子に比べ僅かに背が低い。その少年の前で女教師は両膝をついた。今にも制服のズボンを突き破りそうな猛りが目の前に迫る。いくらガリガリに痩せた骸骨少年でも、思春期の男子に変わりはなかった。

			　──ああっ。とっても窮屈そう……。

			　白く細い女教師の指がテント状態の学生ズボンの上にゆっくりと置かれた。掌で肉先の位置を確かめ、包み込むように掴む。眼鏡の奥の瞳が自然と潤み、熱い吐息が、はあっと漏れた。健司や灰崎とは違う若い牡肉の感触を確かめようと、無意識に右手が動いてしまう。ズボンの上から形を確かめるように指が這い、硬度を確かめるために力が籠もる。

			　──これが……柘植山君の……。

			　サイズは灰崎のモノよりもさらに一回り小さそうだ。しかし若いだけに硬度が凄い。ズボン越しでもはっきりわかる剛直具合に、接触している掌がジンと痺れる思いだった。

			「ああっ、秋月先生が……み、美砂子先生が、お、俺の……はくっ！」

			　担任教師を名前で呼んだ男子生徒は、雷にでも撃たれたように全身をビグンと大きく震わせた。唐突なリアクションに驚き相手を見上げる。切羽詰まった骸骨顔がグッと歯を喰い縛っていた。

			　ビグビグびぐびくドグどぎゅドグンっ！

			「……えっ？」

			　掌に感じる激しい脈動に目を丸くする。ズボン越しに触れられただけで柘植山は果ててしまったようだ。ふんっふんっと荒い鼻息をつきながら少年は息み、股間を脈動させ続けている。

			『……イッたのか？』

			　無線イヤホンから響く声も、気が抜けたようにポカンとしていた。しかしそのすぐ後にくぐもったような笑い声が聞こえてくる。

			『凄いじゃないか。さすが学校一の美人先生だ。童貞のガキにとって、君はそれだけ強烈な存在だってことだよ。ああっ。そんな美砂子先生に、コイツが今以上のイタズラをされたらどうなるのか、とても興味深いね』

			　灰崎は興奮した声でそれだけ言うと、行為を続けるように命令してきた。

			「あ、あの……僕……その、女の人と、こんなこと……は、はじめてで……」

			　柘植山はいつも以上に落ち着きのない口調で言い訳をしている。アッという間に果ててしまった羞恥のためか耳まで真っ赤になっていた。緊張と興奮で喉がカラカラになっているのか、その声は不自然なまでに掠れている。

			「いいのよ、気にしないで……先生が続きをしてあげる」

			　美砂子は制服のズボンの前にあるファスナーを摘むと、それを下に引いた。

			　──っ……凄い匂い……。

			　ムワッと鼻孔に流れ込んできたのは、鼻の奥までツーンと突き刺さるような青臭い牡の匂いだった。中から覗く青のトランクには、股間の盛り上がりに染みが広がっている。構わずその中から男根を引きずりだした。

			　──男の人って……やっぱり一人一人、全然違うのね……。

			　自分が吐き出した白濁液でヌルヌルになってる柘植山のペニスは、その体格同様とても小振りだった。健司や灰崎に比べて肉肌の赤みが強く、先端まですっぽりと皮に覆われている。若いというよりは幼さを感じる肉棒だ。射精したばかりで項垂れているためか、今のサイズは美砂子の親指よりも小さく見える。

			『ほう。完全に皮を被っているな……。皮を剥いたことがあるか聞いてみなさい』

			　イヤホンの指示に美砂子は視線を上げる。

			「柘植山君は……まだ剥いたことがないの？」

			「…………っ……」

			　少年はそれに無言で答えた。骸骨顔が傷ついたように歪み、生白い頬が再び赤く染まる。男にとって皮が剥けていないことは、そんなにも恥ずかしいことなのだろうか。

			『可愛いじゃないか。それじゃあ先生の君が優しく剥いてあげるといい』

			　射精したばかりで力ない牡肉の象徴を、美砂子は言われるまま手に取った。肉先にはたっぷりと皮が余った状態で窄まり、巾着袋のようになっている。その入り口部分にはべったりと精液の残滓が溜まり、それは股間全体に広がって粘りついていた。

			　──やっぱり、若い子のほうが……濃さが凄いわ……。

			　美砂子は右手の指三本で亀頭部分の盛り上がりを摘んだ。人差し指と中指で、亀頭の肉傘部分をフックするように固定して、親指の腹でその裏側を優しく擦る。ヌチュヌチュと精液が卑猥な音を立てながら、果てたばかりの包茎ペニスを愛撫していく。

			「あっ……せ、せんせいっ……あああっ……」

			　男子生徒はビクンと身体を震わせて、甘い吐息をたっぷりと漏らす。

			　びぐんっビギビキっ──女教師の指奉仕で、包茎ペニスはアッという間に硬度を取り戻していった。赤と青の血管を浮き上がらせ、こちらの指にじんわりと侵食してくる熱を発し始めた。若いだけに回復力も凄まじいものがある。

			　だが、やはり小さい。掌で握り締めれば、すっぽりと中に収まってしまう程度のサイズだった。肉先もほんの僅かに真っ赤な亀頭が覗いているだけで、そのほぼ全ては皮に包まれたままである。

			　くっくくっ──指先を下に引いてみたが、すぐに皮が突っ張る。亀頭は三分の一も露出していない。しかしそれ以上の行為は相手も嫌がる素振りを見せた。

			『口で咥えて、剥いてやるんだ』

			　灰崎の命令に美砂子はビグンと身体を震わせる。自分は教師だ。この口は学生を教え導くためにある。その神聖な部分を使って生徒に淫らな奉仕をするなんて……。

			　──ああっ。そんなこと……。で、でも……。

			　禁断の構図を想像し胸の鼓動が速くなる。強烈な背徳感に比例して、マゾの愉悦が全身を激しく駆け抜けた。灰崎の命令には逆らえない、という免罪符が美砂子の背中をグイグイと押してくる。男子生徒の青臭い肉汁に酔ったようになっている女教師は、はあぁ、と熱っぽい吐息を漏らし──口を開いてしまっていた。

			「じっと……してて……」

			　肉先を摘んでいた指を、その根元に移動させる。背徳の女教師は耳にかかるロングヘアを軽くかきあげながら、顔を生徒の股間に近づけていった。

			「あ、あの……先生っ……み、美砂子せんせいっ……はくううっ！」

			　包茎ペニスの先端から下着の中に至るまで、先ほど吐き出した白濁液でドロドロに汚れている。構わず咥えた。舌の上に皮被りな肉先が乗った直後、ピリッと濃密な苦味が走る。若い肉汁の味だ。ただでさえ咽せるような青臭さだったのが、直接口内で溶けだして、人妻の脳裏がジンと痺れる。

			　──本当にザーメンの匂いで酔いそう……頭がクラクラしてきたわ……。

			　灰崎相手に散々フェラチオをさせられて、精液の味にも慣れていたためか条件反射的に舌を使っていた。男根の裏側に唾液を馴染ませるようにヘロヘロと舌を這わせていく。肉胴を締めつける唇に、若い血流の熱さがジンジンと伝わってきた。初めて口腔奉仕を受けているであろう少年は、人妻の僅かな動きに敏感に全身を震わせている。

			「せ、せんせいの舌がっ……すごくヌルヌルしてて、しなやかで……ひぐうっ！」

			　肉幹に浮く血管のドグンドグンという脈動を唇ではっきりと感じながら、味覚器官を先端に向かわせた。まるで巾着袋のように窄まっている肉先に侵入させる。その中にあるチンチンの熱い部分に舌先がチョンと接触した。たったそれだけで拓植山の全身がビグンと大きく痙攣する。

			　──凄く感じているんだわ……。オチンチンも……こんなにビクビクしてる。

			　新鮮な少年の反応に、口腔粘膜の動きが淫らさを増していく。分厚い包皮とは違い、今にも破れそうな亀頭の薄皮が火傷しそうなほど熱く脈打っている。美砂子は舌を器用に動かして、その巾着袋の入り口を内側から広げるように舐め回していった。

			　レロんっねぶるンっぬろろろろっ。レくちゅんむチュんピチュぬるるルるっ。

			　人妻の巧みな舌捌きは、夫相手に習得したものではない。仮性包茎の灰崎に教え込まれた背徳のテクニックである。あの保健室の一件があって以来、ところ構わず何度も包茎ペニスをしゃぶらされていた。元教え子に舌と唇を使って包皮を剥かせる行為を陵辱者は特に好んだ。細々と指示を出してくる中年男に従わざるをえず、美砂子の舌はその行為に熟練している。

			「ふぐああっ！　せ、せんいせの口が俺のを剥いてるっ……あぐううっ！」

			　骸骨のような少年は上半身を激しく身悶えさせるが、下半身は踏ん張るようにしてジッと女教師の口内に留めていた。僅かな舌の動きに敏感にビクビクと反応する姿を見せられて、人妻の口腔粘膜がさらに貪婪さを増していく。味覚器官をしなやかに躍らせて、亀頭にへばりついているような包皮をミチミチと剥ぎ取っていく。自分の吐く鼻息が、男子生徒のザーメンに濡れた陰毛に跳ね返り、再び自分の鼻先に戻ってくる。その咽せるような青臭い循環に、眼鏡が白く曇り始めた。

			「熱っ！　あ、あついっっ！　せ、先生の舌が焼けててっ！　あああくあああっ！」

			　亀頭を半分ほど露出させたところで柘植山の喘ぎ声が悲鳴に近くなってきた。そして美砂子の舌先に溶けだしてくる恥垢の匂いのきつさが尋常ではなくなってくる。包皮の中でずっと醗酵でもしていたのか、眉間を貫くような刺激臭である。おそらく今剥き身になっていないエリアは、まだ空気にすら触れたことがないのだろう。

			「つぷはああんっ……っがほがほっ……っ……っはあはあ……」

			　あまりの悪臭に耐えきれず、息継ぎをするように男根を吐き出していた。顔を横に逸らし新鮮な外の空気を一杯に吸い込む。横目で見る少年の股間では、包皮の半ばまで剥かれた男根がひくんひくんと揺れている。まるで火傷でもしたように、露出した部分が真っ赤に充血していた。そんなとき、上から意外な言葉を投げかけられた。

			「せ、せんせい……先生のおっぱいでイカせて欲しい……」

			　生徒からのリクエストである。血走った視線が真上から、大きく露出している胸の谷間に突き刺さっていた。

			　柘植山に限らず、男子生徒たちから熱っぽい視線を胸元に浴びることは幾度もあった。思春期の彼らが自分のことをどのように見ているか、想像がつかないほど美砂子も鈍感ではない。普段、努めて無視していた彼らの青い妄執を思い出し、胸の奥が牝の優越感で熱く疼いた。

			「……いいわよ。先生がおっぱいでしてあげる」

			　そう言う美砂子の声も官能的に上擦っていた。シャツのボタンをさらに一つ外して、胸の谷間を完全に露出させた。誰もが羨むこのバストで、君のペニスを喜ばせてあげる。そのまま膝を使って前に進み、相手の股間と胸の高さを調整した。

			「ゆ、夢みたいだ……美砂子先生の、お、おっぱいで僕のが……」

			　拓植山はジッとこちらを見下ろしている。その骸骨顔から当初の脅えは消え、大人の女性に奉仕を受ける期待感に陶然としていた。

			「そうよ……これは夢なの……ああっ、だから明日になったら忘れるのよ……」

			　自分の唾液でぬるぬるになっている肉棒に、胸の谷間を合わせた。ただでさえ貧素な男根が、美砂子のたっぷりと実ったバストの間ではますます小さく見える。女教師は両手で乳房を脇からすくうようにして、中央の肉棒を一気に挟み込んだ。

			「っくはああっ！　あああっ……や、やわらかいっ……すごくっ……あああっ」

			　美砂子の乳房を丸く張り詰めさせている柔肉の全圧力が、中に埋まる小振りなペニスに集中する。極上の柔らかさに圧迫されてか、少年は腹の底から吐き出すような深く甘い溜め息をついた。

			「う、動くわよ……」

			　灼熱の肉棒をバストでしっかり挟み込むと、膝立ちのまま上半身を揺すり始めた。ずにゅっずにゅっと谷間のペニスを成熟した牝肉が擦り上げる。重たげな乳肉の全圧力を、中に埋まる小さな肉棒に収縮させる。今、美砂子の豊かに実った巨乳は、柘植山の男根を喜ばせるためだけに存在していた。

			　女教師の着衣パイズリに男子生徒の全身がビクビクと痙攣し始める。そして不器用に腰がヘコッヘコッと動き始めた。その大人になりきれていないたどたどしい腰使いに、シャツの中に隠れている二つの乳首は痛いほど硬く勃起していた。

			「ぼ、ぼくのが全然見えない……こ、この中にすっぽりと埋まっている……」

			　顎を胸元に密着させて股間を見下ろす少年は、己の股間を覆い尽くす深い胸の谷間に感嘆の声を上げていた。

			　艶やかな真っ白い乳肌が、煽情的にだぷだぷと揺れているのだ。実りきった大人の女のバストで己の包茎ペニスが扱き上げられているのである。たまらない光景なのだろう。その突き刺さるような熱い視線に、人妻の腰の奥が熱く潤みだす。

			　──はあん……。なんだか……身体が熱っぽくなってきたわ……。

			　幼い性を翻弄する背徳感が女教師の背筋をゾクゾクと粟立たせた。美砂子の呼吸は喘ぎ声となんらかわらない艶を滲ませ始めている。胸の狭間で感じている牡肉の硬さと脈動に、バストが内側から燃えるようだった。蜜壺はとうに潤みきっている。膣襞がヒクヒクと痙攣し露骨に男を求めていた。そんな満たされない欲情を叩きつけるように、乳房を掴む手に力を込め、教え子の肉棒をさすり続ける。

			　ダプるんぬぶるんズニュだぷぷんっ！　ずりっズリずるたぷぷぷぷっン！

			　ボリューム感満点の乳肉で、親指サイズの男根が揉みくちゃに扱かれる。フェラチオ時の唾液の効果で奉仕当初の滑りは悪くなかったが、あまりに濃厚で激しいパイズリにその潤滑効果が薄れてくる。

			　タラァァァッ──美砂子は顔を俯かせると自ら唾液を垂れ流した。桜色の唇を開いて桃色の舌を出し、その先からヨダレを滴らせる。その卑猥すぎる光景に、男子生徒は目を剥いていた。女教師の唾液はトロトロと糸を引き、深いバストの谷間に落ちていく。美砂子はそれを密着している乳の間に馴染ませるように両手を揺すった。ぐちゅぐちゅと卑猥な音を立てて、自分のバストと中に埋まった剛直を馴染ませていく。

			　これも灰崎に教え込まれたテクニックの一つである。

			「せ、先生は……だ、だだ旦那さんにも、こんなエロいことしてるんですか」

			　突然、生徒が尋ねてきた。異様に鼻息が荒く女教師を見下ろすギョロ目は熱にうなされたように霞んでいる。顔付きはまったく違うのに、その表情はあの保健室で自分を抱いた灰崎によく似ていた。人妻を犯す興奮は、子供も大人も同じようだ。人のモノを奪う背徳の優越感に醜く歪んでいる。

			「こんなにでっかくてキレイなおっぱいを使って……今みたいに自分から唾まで垂らして……中のチンチンをぐちゅぐちゅにしてパイズリしてるんですか」

			　ハアハアと荒い呼吸混じりに呟く声の、上擦り方も尋常ではない。夫専用の性奉仕を受けている、との考えが子供の意識を極限まで高揚させているようだ。

			「……そ、そうよ。主人のおちんちんもこうやっておっぱいで挟んでいるわ」

			　相手の興奮が乗り移ったように、美砂子もハアハアと息を乱しながら答えていた。散々灰崎相手に奉仕行為を強要され続け、どう言えば相手が喜ぶかまで教え込まれている。その瞬間、乳房の中の男根がビギンと勢いよく張り詰めた。歪んだ骸骨顔に浮かんだのは澱のように濃密な牡の欲情だ。

			　こんな反応まで灰崎と一緒だった。奉仕している相手が他人の妻だという背徳感に反応しているのか、夫にしている人妻の奉仕を自分が受けているという略奪感に酔っているのか、あるいは美砂子が自分以外の男に奉仕している行為に嫉妬したのか、女の自分にはよくわからない。ただ人妻を──他人の女を汚したいという劣情の激しさだけは、胸の谷間に埋まっている牡肉の熱さで実感できる。

			『ああっ、もっと何か言うんだ！　そのガキが我慢できなくなるようなエロいセリフを並べ立てろっ！』

			　左耳のイヤホンから興奮しきった声が響いてきた。ノイズ混じりにハアハアと荒い吐息が聞こえてくる。あるいはこのシーンをカメラ越しに見ながら自慰をしているのかもしれない。そして、いかにも灰崎らしい命令だと思った。フェラチオと違い口が自由になるこの奉仕で、この男はいつもエロティックなセリフを強要していた。

			「しゅ、主人も……私の胸が大好きなの……はああんっ……い、いつもこうやっておっぱいに挟まされるわ。私が学校にいこうとする直前に、玄関先で引きとめられて、こうやって胸のボタンだけはずして……おっぱいに挟まされるの」

			　陵辱者相手に何度も強要された妄想話を口にする。当初は嫌悪しか感じなかったのに、今では自分の語るストーリーに股間を激しく濡らすようになっていた。そうして左右の動きを別にして、中のペニスを捏ねるように揉みしだく。これ以上ないほど剛直した牡肉を、人体でこれ以上ないほど柔らかな牝肉で扱き上げる。淫らな人妻の胸奉仕に、少年は薄い唇の端から涎を垂れ流して喘ぎ始めた。

			「遅刻しちゃうって、っはあああんっ……私が言っても聞かないの。物凄く興奮して怒ったみたいに自分からおちんちんを胸の間にこすりつけてきてっ……いつもおっぱいの間から……わ、わたしの顔にドロドロのザーメンをぶちまけるの」

			　男子生徒の若い脳味噌は、女教師が語った妄想にどっぷりと侵食されてしまったようだ。それまで美砂子の動きに合わせるようにヘコッヘコッと小さく動いていた腰が、突然躍動を開始した。

			「学校じゃいつもあんなに澄ましてるクセに、家じゃこんなエロいことしてたなんて！　ああっ美砂子せんせいいっ！　こんなふうにっ！　こんな風に旦那さんにパイズリさせられてたの！　こんなふうにっ！　こんなっこんなふうにいいっっ！」

			　少年がガクガクと自ら腰を突き上げ始める。美砂子の下乳に、自身の下腹を叩きつけるような激しさでペニスをめちゃくちゃに乳の谷間に擦りつけてくる。美砂子は両手にグッと力を込めて、中の肉棒が外れないようにした。激しい動きに羽織るようになっていたシャツがはだけ、隠し続けていた鴇色の頂点が露わにななってしまう。

			「っはああん。そうよ。そうよっ。こんな風にいつもおっぱいを犯されてるの！」

			　拓植山の興奮を煽るため、美砂子はガクガクと頷いていた。生徒のピストンに合わせて乳房が弾む。ヌルつく牝肉の狭間を剛直した牡肉が往復する、まるでセックスのような感覚に腰の奥がさらに熱くなる。両膝を床についたまま、相手の動きに合わせて身体を揺する動きは騎乗位そのものだ。それだけに刺激のない股間が疼いた。その満たされない官能の昂ぶりを発散するように、黒髪を振り乱してパイズリ奉仕に励む。

			「あああっ、ちくしょうっ！　こんな綺麗なおっぱいでっ！　ああっ、許せないっ！　悔しいっ！　も、もう僕のもんだっ！　このでかくて柔らかくって気持ちいいおっぱいわあっ、ぼ、僕のもんなんだあああっ！」

			　叫ぶ男子生徒を見上げて息を飲んだ。いつも気弱そうにキョドキョドしている目が真っ直ぐにこちらを凝視していた。その視線には隠しようのない獣欲とともに、侮蔑の色まで滲み出している。大人の女を跪ひざまずかせ、その類い稀な美巨乳で男性器に奉仕させている征服感のようなものがハッキリと見て取れる。

			　見下されてる。玩具にされている。生徒を相手に胸奉仕をし、ハアハアと息を乱している女教師に向けて、拓植山の口許に侮りの笑みが浮かんでいた。股間を激しく濡らしていることまで、こんな子供に見抜かれている気分がする。

			「あああっ、そんな目で……そんな目で先生をみないでえええっ！」

			　蔑みの視線に射抜かれて、人妻の女体が被虐の炎で燃え上がった。

			　その姿に骸骨顔が大きく歪む。いつも気弱で常に蔑まれてきた少年にとって、学園一の美人教師がパイズリ奉仕をしながら媚びる姿は、今までの人生観をひっくり返すほどのカタルシスに違いない。

			「おらぁっこのままイクぞっ！　美砂子先生の……美砂子のパイズリでイッてやる！　お前の旦那とおんなじように、このデカパイに僕のザーメンぶちまけてやる！」

			　昂ぶりきった少年はいきなり担任教師の両肩を掴むと、こちらの胸に叩きつけるように腰を突き上げてきた。凄まじい勢いだ。ピヂッ──きつく挟み込んでいた男根の先端が、何かを突き破るような衝撃が胸に伝わってくる。あまりに強烈な乳肉の圧力と腰の突き入れに、被ったままだった包皮が完全に捲れた音だ。

			「ああっいいわよっ！　イクのねっ！　せんせいのおっぱいで剥きたておちんちんをドクドクさせてええええっ！」

			　少年は爪先立つほど深く腰を突き入れてる。完全に埋まり続けていたペニスの先端がほんの僅かだけ、胸の谷間から顔を覗かせたところでビグンと全身を震わせた。

			「あああっ！　美砂子っ！　みさこおおおおっっ！」

			　ドギュどりゅンっ！

			　顎の裏に灼熱の粘液がビチャと直撃した。その熱さと勢いに顎が大きく仰け反った。乳の間から伝わってくる激しい脈動が子宮を淫らに震わせる。生徒を胸でイカせた。一ヶ月前ならば想像するだけで吐き気をもよおしそうな背徳の現実に、女教師は背筋をゾクゾクとさせながら絶叫する。

			「熱っ！　っはああっイッてるううっ！　みさこのおっぱいで拓植山君のおちんちんがイッてるううううっ！」

			　学校内の際どい場所で、灰崎にたっぷりと性の快感を覚え込まされた女体は、鮮烈なマゾの炎で全焼した。美砂子、美砂子、と生徒に呼び捨てにされながら射精され、膝立ちしている全身が被虐の官能を極めて痙攣する。何も刺激を与えられていない蜜壺もプシャアアアッと大量の潮を吹く。全身をビクビク痙攣させながら、スカートを派手に濡らす女教師を見て、柘植山が歓喜の雄叫びを上げた。

			「ああっ、すごいっ！　美砂子がっイッてるっ！　ぼ、ぼくのちんぽをおっぱいにはさみながら、美砂子がパイズリしながらイッてるううううっっ！」

			　ドプどりゅどギュどぐどぐン！　どりゅドプっどりゅどぎゅどぷンっ！
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			　少年の射精は長く大量に続いた。この皮と骨だけのような身体の精気を、全て吐き出すような勢いである。美砂子は絶頂感でガクつく下半身をなんとか踏ん張り、脈動を続ける学生の肉棒をバストで挟み、吐き出す肉汁を受け止め続けた。それには射精当初の喉まで届く勢いは消えている。今では胸の谷間に白濁の池を造って、その底から温泉のようにとぷとぷ湧き出させていた。

			　男子生徒は長い絶頂を終えると、強く握り締めていた女教師の両肩から手を離して、余韻の深い溜め息をついた。そしていまだがっちりと挟まれている人妻の胸の谷間から、そのペニスをずるんと引き抜く。

			「つっ……くはあっ……ふはあああっ……」

			　女教師は身体の支えを失ったように、両手で乳房を寄せ合わせたまま尻を床に落とした。胸元に浴びた牡汁の熱さにジンジンと身体が火照っている。

			　──おっぱいが……すごくドロドロになっている……。

			　重い乳房を両脇から支え続けていた両手を離した。だぷんっ、と元の形にバストが戻る。激しい行為に火照った肌は薄桃色に染め上がり、ほんのりとかいた官能の汗とともに強烈な色気を放っていた。顎の裏から細い首筋、そして乳房の間にいたるまでべっとりと白濁の粘液がへばりついている。そして胸の谷間部分は、激しかった行為の名残で赤く擦れ、拓植山がこの乳房を征服した証拠をハッキリ残していた。

			　被虐の色香を匂い立たせている女教師の艶姿に、今果てたばかりの少年の視線が吸い寄せられる。広範囲に飛び散っている精液は、まるで糊のように濃密で、火照った人妻の胸の上を、トロトロと糸を引きなが流れ落ちていた。その動きを追うギョロ目がギラつき危険な色を帯び始める。

			「あああっ、せんせいっ！　美砂子せんせいいっ！」

			　柘植山に押し倒された。

			「きゃっ!?　だ、だめっ……ああっだめっ落ち着いて！」

			　いくら小柄でも相手は若い男である。しかも獣欲に我を忘れている。奉仕の余韻で腰が抜けたようになっている女一人では、抵抗するのが難しかった。

			「い、今更、先生ぶったってだめだ！　ほらっ、先生も──美砂子もこんなに乳首をガチガチにしてるじゃないか！　ぼ、ぼくとセックスしたいんだろっ！　ヤラせろよ！　言うこと聞かないと、だ、旦那さんに、い、今のことババ、バラすぞっ！」

			　大人に対する脅えと、抑えることができない獣欲が交じりあった口調である。自分が吐き出した精液を、胸に塗りつけるようにしながら乳房をまさぐられた。欲情に血走ったギョロ目を剥き、口を突き出し、無理矢理唇を奪おうとしてくる。そういえば、柘植山とはまだキスはしていなかった。

			　そんなときである──バアアンッ！　

			　いきなり教室の入り口が開かれた。

			「こらあああっ！　キサマ、何をやっとるかあああっ！」

			　灰崎だ。男教師の突然の出現に柘植山が、ひいぃぃっ、と悲鳴を上げる。獣欲に染まっていた骸骨顔が、一瞬でいつもの気弱な表情に戻る。

			「ち、違うんです……あ、あの、先生に突然誘惑されて、ぼ、ぼく──ぐふっ！」

			　美砂子に覆い被さったまま言い訳をする学生の腹を灰崎がいきなり蹴り上げた。

			「このばかたれがああっ！　秋月先生の悲鳴が聞こえてココにきたんだぞっ！　そんなたわけた言い訳が通用するとおもっとるのかかあっ！」

			　まるで日頃のストレスでも発散させるように、蹲った生徒の腹をそのあとも数回、ドガッドガッと肥満教師は蹴り上げた。

			　いくら灰崎でも柘植山が相手なら暴力で勝てる。普段、滅多に満たされないであろうその手の獣欲を、さらに弱い者を選んで発散させているようだ。ズボンの前が明らかに膨らんでいるのは、今までの一部始終を見ていたためだけだろうか。

			「ふん。……しかしこれは大問題だぞ。学校に知られれば停学はもちろん、退学になる可能性も充分ある。少なくとも貴様の内申点は絶望的だろうな。お前の教育にあれほど熱心だったご両親はさぞかし悲しむだろう」

			「……ぐ、ぐぐああっ……そ、そんらぁ」

			　腹を蹴られた痛みで、涙と涎を垂れ流しながら柘植山がうめく。その生徒のもとに、中年教師がしゃがみ込んだ。

			「秋月先生もご結婚されたばかりだ……。こんなスキャンダルは好ましくないだろう……。ふむ。幸いこのことを知っているのは今のところ僕だけだ……な」

			　灰崎はニヤーッとそのタラコ唇を斜めにして、男子生徒の肩をポンと叩いた。

			「慰謝料って形で誠意を見せるんだな。しかし秋月先生も、これ以上醜聞を他人に知られるのは嫌だろうし、お前もご両親に知られるのは困るだろう。ふむ。ここは俺が一肌脱いでやろう。月一回、お前の家庭教師をしてやる」

			　この月謝でな、と灰崎が法外な金額を口にした。

			「これは秋月先生への慰謝料だからな。それをお前の人生が狂わないように、僕が仲介になってやるんだ。ちゃんとご両親に話をつけるんだぞ。わかったな」

			　物理教師に強く念を押されて、柘植山は泣きながらガクガクと頷いている。

			　──どこまで酷い……男なの……。

			　灰崎はただ美砂子と男子生徒の欲情シーンを盗み見ることだけを目的にしていたわけではなかったのだ。相手に柘植山を選んだのは、彼が気弱で暴力で捻じ伏せられるタイプだからだけではない。裕福な家庭の一人息子という点こそが重要だったのだ。

			　彼は今後、この件をネタにずっと強請ゆすられ続けることだろう。

			　一度の陵辱をもとに、何度も犯されている自分のように。

		

	

			第五章　汚された修学旅行

			


			「最近……疲れてるのかな」

			　寝室のダブルベッドで夫婦の営みを終えた健司が、隣でポツンと囁いた。

			　明日からの修学旅行の準備で、主担当の美砂子は確かに雑務で忙しかった。ただ同じ主担当の灰崎も雑務で多忙を極めていて、ここ一週間ほどは身体を求められていない。それだけ仕事に集中することができたし、毎日が充実していて特に疲れを感じてはいなかった。

			「えっ、そ、そんなことないわよ……どうして？」

			「なんか、あんまり感じてないみたいだったから……」

			　夫のセリフに美砂子はドキッとする。事実、新婚当初のような満足感を、今の行為で得てはいなかった。物足りなく感じている。

			　もっと全身の性感帯をたっぷり愛撫してから抱いて欲しい。乳首を痛くなるほどビンビンに勃たたせ、皺が伸びきるほどアナルを舐め尽くし、女性器を愛液でドロドロに煮立たせてから貫かれたい。単調なペースで腰を振るだけではなく、ペニスのカリで自分の感じるポイントを一箇所ずつ丹念に擦り上げて愉悦を極めさせて欲しかった。……あの灰崎のように。

			「！」

			　そこまで考えてハッとする。自分は何を考えているのだ。美砂子はガバッと身を起こすと、隣で横になっている夫の逞しい胸に抱きついた。

			「お、おい、いきなりどうしたんだよ」

			「抱いてアナタ。もっともっと……私のこと……もっともっと愛して……」

			　普段、滅多に自分から求めてこない妻の哀願に興奮したのか、夫がすぐに覆い被さってきた。キスをして、胸を揉み、コンドームをつけて結合する。単調な動きが続き、昂ぶった彼の動きが激しくなる。美砂子はそれに合わせて声を上げた。

			「はああんっ！　いいわよっアナタっ！　もっとおっもっとおおおおっ！」

			　激しい言葉とは裏腹に女体の芯は醒めていた。男子生徒を誘惑しパイズリ射精までさせた刺激のあとでは、毎回同じパターンで繰り返される夫の行為はあまりに退屈すぎる。もっと深い快感を得ようと自ら腰をくねらすのだが、彼の絶頂を早めるだけだった。うっ、という鋭いうめき声が聞こえゴム付きの男根が自分の中で脈動している。

			　むなしい。

			　とうとうこの夜、夫とのセックスではオーガズムを得ることができなかった。

			※

			　修学旅行は順調に当初の予定を消化していた。

			　気苦労の絶えない生徒たちの引率も、今のところ大きなトラブルもなく上手くいっている。問題の灰崎も人前では相変わらず無口で常に俯き、視線を合わせようとはしてこない。主担当としての雑務が忙しいこともあり、性的なちょっかいを出してくることもなかった。

			　そして今、修学旅行三日目の昼。

			　生徒たちは班単位の自由行動時間になっている。教師陣はそれぞれ担当のエリアに分散し、近くでトラブルが起きたときには、すぐに誰かが急行できる態勢を取っていた。しかし生徒から緊急の連絡があるまでは特に決まった仕事もなく、ある程度好きに観光できる教師たちにとっても自由な時間である。主担当である美砂子は、同じ灰崎とともにその中心である広いエリアを分担していた。

			　今はその中年教師と並び、観光客で賑わう京都の街をゆっくり歩いている。

			　美砂子は内心、身構えていた。もうかれこれ十日も手を出されていない。男の生理が相当溜まっているはずだ。状況的にもタイミング的にも、この自由時間中になんらかの性的な行為を求められるに違いない。

			「こっちについて来るんだ」

			　そう言われたときには、やはりと思った。

			　しかし物理教師が向かった先は小さな店構えの甘味屋だった。外壁の色は少し色あせているが、それが逆にこの町の風情に馴染んで見える。

			　美砂子が何も言う前に男が二つテイクアウトの品を注文した。灰崎はそれを受け取ると店をすぐに後にする。いぶかしむ女教師に猫背のきつい背中を見せたまま、中年教師が向かった先は近くにあった自然公園だった。そのまま緑の深い奥のほうへ進んでいき、人気がまったくないベンチに座ることになる。

			　──今度こそここで……いやらしいことをされるんだわ……。

			　キュッと下唇を噛み身構える。

			「ここで食べよう」

			　灰崎にテイクアウト用のカップに盛られたクリームアンミツを手渡された。

			「……は、はい」

			　先ほどの店の品である。美砂子は充分に警戒しながらそれを口に運んだ。美味しい。別段、何も異常はなさそうだ。中年教師も何かしてくるわけでもなく、同じようにベンチの隣に座りクリームアンミツを食べている。

			　何も起こらず、そのまま二人はカップのおやつを食べ続けた。

			「なかなか美味いな」

			　灰崎は感心したように頷いてセッセとスプーンを口に運んでいる。

			　──なんなのいったい？　……いったい何がしたいの？

			　今回の修学旅行中、灰崎が趣向を凝らした恥辱行為を強要してくるとすればこの自由時間中しかないはずだ。二百人の保護者の前で、自作した責め具を使い美砂子に恥辱を極めさせたほどの異常者である。それが二人っきりの京都で、まるで学生のデートのようなウブな真似がしたいとでもいうのだろうか。

			　結局、何も起こらずに美砂子はクリームアンミツを食べ終えた。

			「……ご、ご馳走さまでした」

			　ベンチから立ち上がり、近くにあったゴミ籠に空容器を捨てにいく。

			「よいしょっと……」

			　男も後からついてきた。しかしゴミ籠から二メートルぐらいのところで不自然に立ち止まる。身構えた。ごくり、と生唾を飲み込む。周りに人影はない。目の前にあるゴミ籠に手をついてバックから犯されるのだろうか。いかにも灰崎が好みそうなシチュエーションだ──しかし。

			「それ」

			　中年教師は手にしていたカップをそこから下手投げで放った──ボシュッ。この距離で外れるわけもなく、ゴミ籠の中に空容器が無難に収まる。

			「よしっ！」

			　灰崎が不自然なまでに喜びガッツポーズをしている。唖然とした。いったい何がしたいのかその意図がわからない。

			「ナイスシュートだろ！」

			「……は、はい」

			「次はこっちだ」

			　物理教師は結局、元教え子の身体に触れることすらなく人気のない自然公園を後にする。美砂子はホッとする反面、肩透かしを食うような気分も味わっていた。

			　次に中年男が向かったのは、山の中腹にある小さな神社である。他に有名な寺や神社が多くあるだけに、やはりそこも人気が少なかった。

			　その神社に向かう石畳を歩いているときに、唐突に既視感を覚えた。

			　──アレ？　ここってひょっとして……。

			　鳥居をくぐりこぢんまりとした拝堂を見て背筋がゾッとした。灰崎を警戒してすっかり忘れていた、七年前の記憶が──健司とした初デートの思い出が猛スピードで脳裏を駆け巡る。二人で食べたクリームアンミツの味だけではなく、その後に健司が決めたゴミ籠へのロングシュートまでも。

			「……あ…………ああっ……」

			　茫然としている人妻を無視して男は拝堂に手を合わせている。普通にお参りを終えると、境内脇にある売店に向かった。同じだ。何もかも。そこでは巫女服を着た皺くちゃのお婆さんが売り子をしていた。

			「このお守りを二つください。一つは彼女のです」

			　灰崎が赤色のお守りを指差すと、お婆さんは頷いてそれを二つ男に手渡した。

			「お二人は、ご夫婦ですかのう」

			　七年前と何もかもが重なる。ただ違うのは、自分の隣にいるのが愛する男ではなく、憎んでも憎みきれない陵辱者だということだ。

			　その光景に茫然としている美砂子が、否定の言葉を口にする前に。

			「はい。そうです」

			　何食わぬ顔で灰崎が頷いた。

			「そうですかぁ、そうですかぁ。よぉくお似合ですよ、末永くおしあわせにねぇ」

			　お婆さんは疑うことなく嬉しそうに頷いている。そして灰崎もグフフフフと笑い、お守りを振ってからそこを後にした。

			　美砂子は茫然とした表情をしたままその後についていく。

			　健司とした初デートの思い出が、憎むべき男によって塗り潰されていく。この身体だけではなく、彼との大切な思い出までも狂った男に陵辱されていく。

			　──えっ？　でも……どうして？

			　ハッとした。なぜ、美砂子と健司の初デートの内容を、ここまで詳細にこの男は知っているのだ？　

			　ゾゾゾッと言い知れぬ悪寒が背筋を駆け抜けた。目の前では、灰崎が神社を出て石段を下り始めている。美砂子はその背中を追いかけ、悪寒に震える声で問いかけた。

			「……私のこと……学生の頃からずっとストーキングしてたんですか」

			　気分が悪い。灰崎の自分に対する執着の根深さに吐き気がしている。いったいこの男は自分の人生をどこまで覗き見してきたのだろうか。

			「いいや違う」

			　元担任教師はのっそりと振り返ると、美砂子のところにまで戻ってきた。

			　──ああっ、これは……。

			　七年前の記憶──美砂子にとって一番純粋で美しい思い出が脳裏を過る。

			「君が学生のときから、ずっと愛し見守ってきたんだ」

			　健司と初めてキスをした場所で、灰崎のタラコ唇が美砂子の唇に重ねられた。茫然としている瞳の端に涙の珠が浮き上がり、それがツーッと頬を伝っていく。

			　夫との一番の思い出が、陵辱者によって完全に上書きされてしまった。

			　狂った中年男はソッと唇を離すと、恍惚とした表情を浮かべて甘く囁く。

			「美砂子が学生だったとき、君の隣には僕がいるべきだったんだ。今回の修学旅行は本来の僕たち取り戻すためのハネムーンなんだよ。だから初夜の今日──バージンの美砂子を僕は貰いにいく」

			※

			　修学旅行の三日目。場所は京都の宿泊ホテル。

			　初日は深夜遅くまで騒いでいた生徒たちも、この日になると興奮も醒め、旅行の疲れも重なって問題を起こすようなことは少ない。

			　そんな夜。美砂子の部屋にとうとう灰崎がやってきた。猫背のきつい肥満体をホテルの浴衣に包んでいる。部屋に入るまでは下に向け続けていた半眼が、扉を閉じると同時にギラリと上向き美砂子を射抜いた。

			「い……嫌っ……」

			　いきなり抱きつかれた。美砂子も灰崎と同じくホテルの浴衣に身を包んでいる。

			「今更、何を抵抗しているんだい。ぐふふふっ。いいんだよ、助けを呼びたければ呼ぶがいい。今このホテルには三年生ほぼ全員と、その担任が皆がいるんだからね。ほら、その扉を開けて悲鳴を上げてごらん。美砂子先生の声が聞こえれば、すぐに誰かが駆けつけてくるだろうよ」

			　それができないことを見越した陵辱者の言葉嬲りだった。

			「……っく…………きゃっ！」

			　そのまま部屋の一番奥にあるベッドに押し倒された。

			　美砂子の泊まっているのは三階建てホテル最上階の角部屋で、広さは十畳以上ある。保護者説明会の一件から、健康面を心配している学年主任や他の同僚たちの配慮で、シングルでは一番いい部屋を使わせてもらっている。ベッドもそれに合わせて大きく、皆の好意が灰崎を喜ばす結果になってしまった。

			「はあぁ。石鹸のいい匂いだ。口ではそんなこと言いながら、ちゃんと身体を綺麗にして僕たちの初夜を待っていたんだね。ぐふふふふっ。ホテルの天然温泉にも入ったのかな。肌がいつも以上にツヤツヤしているよ」

			　元教え子の身体から浴衣を剥ぎ取りながら、中年教師が恍惚と耳元で囁く。男の言う通りだった。しかしそれは灰崎を喜ばせるためではなく、汚れた身体で恥をかきたくなかったからである。念入りにトイレも済ませておいたのも同じ理由だ。

			　灰崎の指が手馴れた手付きでブラジャーを外し、パンティをズリ下げる。人妻はアッという間に全裸にされて夫ではない男の愛撫を受け始めた。

			「くっ……くふううんっ……」

			　右手で口許を覆い、大きな声を上げないように注意する。

			　騒ぐ生徒たちのことを考慮して、無用な迷惑やトラブルを起こさないために、防音設備だけはしっかりしているホテルを選んでいる。それだけに大きく喘いでも外に声が漏れる心配はないが、学校の皆と同じ屋根の下であからさまに喘ぐのははばかられた。同じ並びにズラッと同僚たちが泊まり、下の階では教え子たちが眠っているのだ。

			　──ああっ……身体が……アソコが疼く……。

			　全身を愛撫されている。それは濃厚なキスから始まり、ゆっくりと下に降りていった。先の尖った赤紫色の舌と分厚いタラコ唇が、鎖骨の窪み、腋の下、ヘソの奥に至るまで、己の唾液を塗り込みながら、ねちっこくしゃぶりまわしていく。

			「はあんっ……っ……ダメっ……い、いやぁ……」

			　白い肌に這う舌は、まるで蛭ひるのようにべったりとへばりついて女教師の肉体から離れない。人妻の身体に己の唾液を染み込ませ、夫の匂いを塗り潰そうとでもしているかのような執拗さだ。健司との初デートの思い出を、塗り潰したのと同様の念の入れ方である。

			　しかし男の責めは股間だけ素通りしていった。今はそこ以外で唯一残った左の足首をむしゃぶられている。踝くるぶしを分厚い唇で包み込むようにちゅぽちゅぽと吸われ、アキレス腱をしゃぶり尽くされる。まるで踵の硬さと土踏まずのしなやかさを比べるように、足の裏に何度も舌を往復させている。

			「そ、そんなところ……く、くすぐったいっ……くふうっ！」

			　女教師がビグンと身体を震わせたのは、男が足先に舌を這わせ始めたときだった。左足の中指と薬指の間が己の性感帯だと知ったのは、この赤紫色の舌によってである。もう今では灰崎のほうが、健司よりも遥かに美砂子の弱点を知っていた。ちろちろっとよく動く肉片がねっとりと細い隙間を這い回る。ゾクゾクっと足先から官能のパルスが迸り、左の太腿がヒクヒクと痙攣を始めた。そして最後に小指を吸い上げられる。小さな爪の形を舌がなぞり、指先のくびれをブヨつく唇で締め上げられた。

			「そんなに強くっ……す、吸わないで──っはああん」

			　軽く顎が仰け反って脹脛が悩ましげに盛り上がる。口内の肉片を小指に絡ませながら、チュウチュウと強く吸われていた。やはりこれも夫が知らない美砂子を喘がせるスイッチの一つだ。

			「最近、僕の前では繕わなくなってきたね」

			　感慨深い灰崎の吐息に、官能の火照りの中からぼんやりと相手を見詰める。

			「最初の頃は、どんなに感じていても、感じているものですか、って顔をしてたのに、今はほら、そんなに気持ちよさそうな顔をしている」

			　灰崎のセリフにカッと頬に朱が走る。

			「……ち、違うわ！　だ、誰がアナタの愛撫なんかで！」

			　このセリフがただの強がりであることを、自分もそして灰崎も知っている。いつの間にか馴染んでいた。陵辱者の責めに。夫以外の男との行為に。それを見抜かれている。弛んだ贅肉顔に浮かんでいるのは恍惚とした征服感だ。悔しさに下唇を強く噛む。

			「ほら。そんな顔をしていても──ここはこんなに僕を欲しがっているよ」

			　陵辱者はしゃぶり尽くした左足だけではなく、右足首も掴んできた。そのまま女教師の両足を開き、さらに下半身を上に持ち上げる。

			「なっ……ちょっ、こんな恰好……」

			　美砂子はベッドの上で開脚したまま腰を上げる姿勢にさせられた。まるで赤子がオシメを替えるときの姿──俗に言うまんぐり返しの恰好だ。

			　必然的に自分の股間が視界にはいる。すでにたっぷり愛液を分泌させ、黒い茂みを濡れ光らせていた。かつて灰崎が『薔薇の花』と称した女の秘部は、度重なる背徳の情事で咲き誇り、今では爛熟を極めている。

			　大陰唇を内側から捲るように膣襞たちが大きくはみ出し、鮮やかだったピンク色の花弁たちは卑猥にその色の濃さを増していた。牝襞の狭間から蜜液を滴らせて濡れ光るその牝華は、牡を誘って咥え込む食虫花のような淫靡さを漂わせている。米粒サイズだった陰核も、勃起の程度が見た目で確認できるほどぷっくりと大きく成長していた。灰崎は自分が育てた花の出来に満足する庭師のように目を細め、美砂子は恥ずかしさのあまり顔を横に逸らした。

			「美砂子は生徒がいるといないとじゃ、濡れ方が全然違うからね」

			　そんなことまで見抜かれている。放課後の誰もいない教室でバックから犯されるよりも、お昼休憩にグラウンドで遊ぶ生徒たちの声を遠くに聞きながら、立ち入り禁止の屋上で口腔奉仕をするほうが濡れる質たちだった。

			　同じ屋根の下に生徒がいるのに……。もし生徒に見られたら……。

			　身震いするような背徳感とともに女体を襲うのはマゾの快感だ。生真面目な性格をしているだけに、反動で、よりその肉悦も深く濃い。

			「ぐふふふふっ。こんなにアソコをヒクヒクさせちゃって……」

			　太くブヨブヨした指先が上を向く蜜壺に伸び、入り口をサワッと撫でてきた。

			「っくふふうっ！」

			　窮屈な姿勢のまま全身をビグンと痙攣させる。男は濡れた指先で卑猥な牝華とその根元で育った牝芽を愛撫してきた。指の腹で尖ったクリトリスをクリックリッと円を描くように撫でながら、大陰唇の弾力を確かめるように入り口を弄ってくる。股間から迸ってくる、細かな官能のパルスに耐えきれず、女教師は小刻みに喘ぎだした。

			　──ああっ、は、はやく……もっと激しく……。

			　これではますます股間が疼いてしまう。そしていつもは真っ先に責めてくるアナルに、陵辱者は襲いかかってこなかった。これでは物足りない。肛門が疼いている。憎むべき男に教え込まされた肉悦を、不浄の小穴が渇望していた。

			「ああっ。可愛いお尻の穴が、モノ欲しそうにパクパクしているよ」

			　健司以上に美砂子の反応を知り尽くしている男には、全てお見通しだった。羞恥で頬がカッと火照り、否定の言葉が思わず口を突く。

			「バ、バカなこと言わないでっ……そ、そんなところ、誰が舐めて欲しいものですか」

			「アレ？　僕は別に舐めて欲しそう、とは言ってないんだけどね」

			「…………くっ」

			　含み笑いをしながら中年教師は女性器だけを弄り続けている。肛門のすぐ上で喋っているため、そのたびに息が吹きかかり、さらに皺孔を疼かせた。心の底から忌み嫌う相手なのに、身体のほうが男の責めを求め続けている。

			　──ああっ。もう、これ以上じらさないで……はやく……いつもみたいにして……。

			　両目をギュッとつぶり下唇を強く噛む。無意識に両足の親指と人差し指をモジモジと擦り合わせていた。執拗な陵辱行為の果て、人妻の女体は夫以外の男の責めを自ら欲するまでに開発されてしまっている。

			「ぐふふふっ。ほうら、こうして欲しいんだろ」

			　美砂子の我慢が限界に近づいたまさにそのタイミングで──レロぬるるるルっ──待望の生暖かいヌメリが後ろの排泄器官を這う。真上を向いた尻の窪みに、赤紫色の舌がヌルヌルと踊りかかっている。

			「ああンっ♥」

			　聞き間違いようがない、あからさまな官能の声を上げていた。渇望していた肉悦に、モジつかせていた両足の指が五本全てビグンと広がる。この絶妙なタイミングは偶然ではない。灰崎は美砂子の女体の求めを完全に見切っているのだ。あまりに狡猾な中年男の責めに、元教え子はあられもない喘ぎ声を上げ続けた。

			「んはああっ……、本当に美砂子はお尻の穴をレロレロ舐められながら、アソコをぐちゅぐちゅ弄られるのが大好きだねっ……んじゅるンはンはあああっ」

			　男の湿った囁きに人妻は心の中で絶叫していた。

			　──そうなの！　私これが大好きなのっ……ああっ、もっともっとぉっ！

			　女性器への愛撫なら夫もしてくれる。がその下にある小穴には見向きもしない。健司にクンニをされながら、何度、アナルも舐めてと言いそうになったことか。久し振りの快感に人妻の女体は歓喜に震えていた。

			　灰崎の舌先が肛門の皺一本一本を舐め上げていく。それも病的な丹念さでだ。皺の始まりから窄まりに至るまでを、まるで皺の溝を拭き掃除でもするように舐めていく。真上を向いているため、尻の窪みには粘り気の強いヨダレが溜まっていた。その生暖かな唾液池を底から攪拌するように舌が踊り続ける。

			　ひくんっひくくっピクっひくくんっ。

			　小穴の収縮が活発さを増し始めた。女性器と違い、そこは細かな筋肉が集まって窄まりを形作っている。そんなところを唾液にぬめるしなやかな味覚器官に舐め回されているのだ。常に力が籠もっていなくてはならない筋肉を、脱力させようとでもしているようにぬめる肉片が泳いでいる。女性器では味わえない独特の肉悦が肛門からジーンと広がり、腰の奥を燃え上がらせた。

			　──ああっ、もうっ、こ、これだけでっ……これだけでわたしいいぃ！

			　灰崎の巧みな責めによってイキ癖のついた女体は、最初の絶頂を迎えようとしていた。呼吸に合わせて収縮を繰り返していた皺穴が突発的にキュッキュッと窄まり始め、膣襞たちのざわめきも大きくなる。すると──ぬるんっ。

			　後ろの小穴で細やかに踊っていた赤紫色の舌が唐突に離れた。

			「……っ……っはっ…………くはあああっ」

			　目前に迫ったエクスタシーの大波に備え、息んでいた全身から力が抜ける。いつもは美砂子がイキそうになると、有無を言わさず責め立てて確実に絶頂させる男がそれを直前で中止した。初めて経験する絶頂感のお預けに、美砂子はカハッカハッと呼吸を不自然に乱しながら相手を見詰める。

			「……っ……っくっ……な、なんでっ……カハッ……と、途中で……」

			「今夜はたっぷり時間があるからね……ほら君の大好きなお尻の穴を、ずっとこうしてペロペロしてあげるよ」

			　女教師の全身からイキそうになる前兆が消えてから、再び物理教師が責めを開始した。先ほどは入り口部分を洗うように躍らせていた味覚器官が、今度は広範囲を這い始める。灰崎が恍惚と目を細めながら、尻の谷間の溝に合わせてぺろんぺろんとなぞり舐めていた。肉片がアナルの窄まりに達した瞬間、舌に込められた力のために尖った先端が窪みにクッと引っかかる。灰崎はそのまま舐める勢いを弛めずにベロンと舌を振り抜いていく。

			　真下から見上げる美砂子にも、赤紫色の肉片の裏側がはっきり確認できるほど、それは勢いがあった。必然的に後ろの皺孔が弾かれるように舐められて肉悦の電撃がビリビリと迸る。

			「はひっ！　くっ……っはあっ！　あっくはあああっ！」

			　尖った舌先に小穴を弾かれるたび、鋭い喘ぎが口を突く。陵辱者の舌が尻の溝を舐め抜くと、溜まりに溜まった唾液が前に飛び、裏返った乳裏にまでぴちゃぴちゃと飛んできた。生臭い涎を身体に浴びながら女教師は身悶え続ける。疲れを知らない男の味覚器官はその力と勢いを増していき、涎の雨が顔にまで降りかかり始めた。

			　べろおぉンっ、ぐぷぬっ──ぬるビグッれろおおおおんンっ！

			　アナルを通過する瞬間に意識して力を込めているようで、今では男の尖った舌先が僅かだがクプッと窄まりに嵌まっている。そしてそのまま引っかかった部分を抉るように勢いよく舐め抜いていく。ビンッビンッとまるで官能の弦でも弾かれたように、肉悦が迸り頭の中が白く瞬く。

			　──ああっ、アソコっ！　これでアソコを弄ってくれればすぐにイケるううっ！

			　後ろの穴で爆発している愉悦のため、前の牝裂からは大量の愛液が溢れだしていた。しかし灰崎は両手でこちらの太腿を掴みまんぐり返しの姿勢を固定させ、そこを責めてはこなかった。

			　顔を真っ赤にして相手をジッと見上げる。その視線に気づいたのか贅肉顔がニヤリと口許をゆがませた。

			「とってもモノ欲しそうな顔をしているね。……でも、今夜、君をイカせるのはココでって決めているんだ」

			　勢いよく舐め弾いていた後ろの小穴にむしゃぶりついてくる。タラコ唇で窪みの周りをブチュッウと密封すると、強く息を吸ってきた。

			「はぐああっ！　ああっ！　お、お尻がっあああっ！」

			　まるで排泄孔の中身を吸い出そうとするような強烈な吸引に、鋭い叫びが漏れた。時折、男の口許から空気が漏れブビビッブビビッと分厚い唇が鳴る。その振動がアナルに響いてさらに女体を疼かせた。

			　加えて中の肉片がチロチロと皺孔の窄まりを這い始める。息をきつく吸われているため、尖った肉先がべったりと裏の小穴に貼りつくようになっていた。チロチロと僅かに動かされただけでも、強烈な力で舐められているような快感が走る。後ろの皺孔だけから嵐のように襲い来る肉悦に、美砂子は全身をビグビクと痙攣させた。

			「あああ、お、お尻だけでっ！　お、おしり、おしりだけでイッちゃううっ！」

			　知的な美貌は肛悦に乱れ、身体の裏側から猛烈な勢いで襲ってくる快感の昂ぶりを声にする。両手で強くベッドシーツを握り締め、不安定な姿勢を支えた。大きく開かれた両足はブルブルと太腿を痙攣させながら、指先をギュッと丸め込む。脹脛が吊りそうなほど足の甲を反らしながら、官能的にカクンカクンと宙を漕いでいた。

			　ビグンっひくくンっ、くぱぁ、ビグくくンっ！

			　肛門が淫らに痙攣し始めた。そして一切責められていない蜜壺からはとめどなく愛液が溢れ出し、逆さまになっている女体に垂れ流れていく。ビクンビクンと突発的に痙攣している腹筋を伝い、プルプルと揺れている乳房の谷間を通り、喘ぎに震えている首筋にまで達している。

			　まんぐり返しをしている人妻の肉体は、官能の汗と自らの愛液でヌルヌルに濡れ光り、壮絶な淫靡さに彩られていた。腰の奥あたりでは、このアナルクンニのみでエクスタシー直前の熱い昂ぶりが発生している。

			　──ああっ、イ、イク……もっと吸ってっ！　お尻の穴を舐めほじってえええっ！

			　夫相手では決して味わえない極上のアナルアクメに備え、人妻が息んだ直後だった。

			　チュプぬるるんっ──男が肛門責めを中止する。

			「はっ……はがっ……っ……はがあああっ……」

			　再び絶頂を寸止めされ、息んでいた力の行き場所に肉体が戸惑う。呼吸と痙攣のタイミングがズレて、不自然に全身がガクついた。ギュッと閉じていた瞳を開くと、見上げる灰崎がぼやけて見える。いつの間にか愉悦の涙を流していた。

			「な、なんでぇっ……」

			　思わずそう尋ねてしまう。アナルの疼きが尋常ではない。これでは生殺しである。

			「今夜は初夜だって言っただろ。イカせてほしいなら、美砂子のココの初めてを僕に捧げてくれないかな。今夜、花嫁をイカせるのは、アナルバージンを本当の夫である僕に捧げてくれたときだけだよ」

			　灰崎がフーッと後ろの小穴に息を吹きかけてきた。それだけで深く舌を差し込まれたような愉悦が閃きゾグゾクゾクと背筋が震える。

			「ほら、素直になってごらん。私のアナルを灰崎先生に捧げます、って言うだけでいいんだよ。ここなら生徒も職場の皆も、全員が誓いの言葉の証人になってくれる」

			「い、いやぁ、そ、そんなの……」

			　灰崎はどうやらアナルバージンを捧げるセリフを、結婚式の誓いの言葉に見立てているようだ。どこまで狂っているのだろうか。しかも要求は肛門性交である。排泄器官の入り口を弄られるだけとは次元が違う変態行為に、美砂子は顔を左右に振った。

			「それならそれで構わないよ。僕は君を無理矢理レイプしているわけじゃないからね。なにしろ十年待ったんだ。君がその気になってくれるまで、僕は今まで通り君を優しく見守り続けてあげるよ。グフフフフッ。それに僕はこうやって一晩中、君を愛し続けるのもまったく苦にならない」

			　己のセリフに酔った灰崎の表情に、オーガズムを寸止めされ朦朧とした意識の中ですら寒気を覚える。これほど身体を好きにされていてなお、こんな狂った男に夫にも許していない行為を自ら求める気になどなれるはずがない。

			「ぐふふふふっ──今度はこっちからシテあげよう」

			　頭のいかれた物理教師は、元教え子をまんぐり返しさせていた両手を離した。寸止めされた絶頂感への渇望でガクついている人妻の女体は、糸の切れた操り人形のようにドサッとベッドの上に腰を落とす。そしてビグンビグンと不自然な痙攣を繰り返す身体をひっくり返された。仰向けからうつ伏させにさせられる。

			「ああっ、凄いよ美砂子。背中まで、こんなにビクビクしてる」

			　うなじにチュッとキスをされてから、肩甲骨から腰にかけてまでを口と指で愛撫された。極限まで官能を昂ぶらされているだけに、全身の感度が跳ね上がっている。軽く舌を這わされただけで、背中の細かい筋肉群がビグビクと個別に震えるほどの快感が広がっていく。今度は身体の前だけではなく裏側までもねぶり尽くされた。灰崎の舌と唇は括れたウエストまで這い回り、最後に残っているのは──。

			「さて、今夜のメインディッシュだね」

			　ウエストを掴まれると、強引に腰を引き上げられた。頭をベッドにつけたまま、尻だけを高く掲げる姿勢を取らせれる。

			「あああっ、こ、こんな恰好……い、嫌あぁっ……」

			　さきほどのまんぐり返しのポーズも卑猥だが、この姿勢も負けてはいない。絶頂寸止めの余韻で上手く身体に力が入らず、好きな恰好にされてしまう。

			「君の身体はどこから見ても、本当に素晴らしいよ」

			　研ぎ澄まされたウエストのくびれと、健康的に引き締まった太腿。その二つを繋いでいるのは、たっぷりと牝脂を乗せた尻である。他の部位にほとんど無駄肉がないだけに、その柔らかな丸みは特別目を引いた。牡を誘惑するために発達したとしか思えない牝肉の盛り上がりである。パンと張り詰めボリューム感満点なのに、長く均整の取れた脚線と、鋭く抉れた腰のくびれとも絶妙に調和していた。

			　──こんなの恥ずかしすぎる……。

			　灰崎は美砂子の真後ろにいる。これでは土下座をしながら尻だけ高く掲げ、性器と肛門を見やすいように自ら突き出しているようだ。

			「こんなに綺麗なハート形をしているお尻なんて……グラビアでも見たことないよ。ああっ。以前よりも丸くなって、お尻のお肉がプルンプルンしているね」

			　灰崎の指摘通りだった。この陵辱者に抱かれるようになってから、ウエストサイズは変わらないのに、バストとヒップは僅かにサイズが増えている。

			　もっともっと僕の愛で君を美しく育ててあげる、と囁く舌が剥きたての卵のようにツルンとした尻肌の上を這い始めた。臀部の丸みが始まる尻タブ部分から、べったりと味覚器官を貼りつけさせて、ねっちりと舐め上げてくる。

			「ひぐうっ……いまはお尻は駄目なのっ……感じすぎて……くひぃぃっ」

			　尻肉をこそげ取っていくような舐めの強烈さに裏声が漏れる。

			　ゾクンっ、ぞわぞわっビグッひくくくんっ。

			　絶頂寸前の息みがやっと解け始めた女体では、たったこれだけの愛撫ですぐに官能のスイッチが入ってしまう。白桃のようだった尻が、完熟した桃のようにピンク色に染まっていく。

			　アソコを責めて欲しい。アナルに直接刺激が欲しい。

			　尻の上を這い回る生暖かな舌と唇によって、肉欲の燻りがアッという間に炎となって人妻の女体を燃え上がらせた。股間が疼く。責めの渇望に耐えるため、桜色の唇が歯を喰い縛り、女教師の美貌は滑稽なへの字に歪んでいた。満開状態の膣襞たちは愛液でヌラヌラに濡れ光りながら、刺激を求めてざわついている。乳首のしこり具合は凄まじく、ベッドシーツが掠っただけで顎が大きく仰け反るほどだ。

			「んはぁぁぁあんんっ。みはぁこのぉおケツうぅぅぅっっ」

			　構わず男は臀部のみををねぶり続ける。わかっていて尻しか舐めてこないのだ。肌き理め細かなハート形の桃肌が、粘つく男の唾液を弾き珠を結ばせる。赤紫色の肉片が踊り、その上からさらに唾液を塗り込んでいく。その幾層にもなった粘液が、ぬるぬると尻のカーブを伝い、臀部の谷間に流れ込んできた。トロトロと溝に沿って流れ落ち、その中心の窪みに到達した瞬間──びぐんっ！　

			　美砂子は全身を大きく痙攣させていた。

			「本当にエッチなアナルだねえ。涎が垂れただけでこんなに感じちゃうなんて」

			　自分の反応に対する元担任教師の観察眼に恐ろしさすら感じてしまう。こんなにも敏感な己の女体に対する羞恥と、灰崎の病的なまでの自分に対する執着が、人妻の精神を圧迫する。

			「こんなに敏感だと、トイレのあとにお尻を拭いただけでイッちゃうんじゃないのかい。ぐふふっ。君の生徒たちがこのことを知ったらどう思うかな。あの美砂子先生が、お手洗いにいくたびにアナルアクメして、トイレの中でビクビクしてるなんてさ」

			　追い討ちをかける言葉責めに全身が羞恥でカッと火照る。トイレに向かう自分に向けて生徒たちが後ろ指を指し、ヒソヒソと言葉を交わしている光景が脳裏を掠めた。

			　──ち、ちがうのよっ。せんせい……お手洗いでなんてイッたりしないわ……。

			　それはすぐにマゾの愉悦となって、熟れた女体をさらに疼かせた。

			　高く掲げたままの双丘を男の両手で握られる。そのまま尻肉の弾力を確かめるように揉まれ始めた。灰崎の指は太くて大きい。それでいてブヨブヨと柔らかく肌に荒れもない。スポーツや力仕事をまったく経験していない、苦労知らずな手をしている。そのカブト虫の幼虫のように白くコロンとしている指が、人妻の尻に深く食い込んだ。たっぷりと塗りつけた自分の唾液を塗り伸ばすように幼虫指が這い回る。

			　もみもにゅぐにっ、ぐにゅぐにゅぐりゅっりゅっ。ぐにぐにぐにっ。

			　尻肉を捏ねるように揉みながら、桃形の盛り上がりを谷間方向に寄せ合わせる。張り詰めた柔肉をぐにぐにと谷間で擦り合わせ、再び左右に大きく開く。尻肉の寄せたり開いたりを繰り返し、間接的に谷間のアナルを責めてきた。舐められたり弄られたりするほど鮮烈ではないが、じんわりと小穴が疼いてくる。

			　──あああっ、お、お尻がっ……お、お尻の穴がああっ……。

			　尻を高く掲げるこのポーズにさせられてから、ずっと続けられている遠回りな肛門責めに強烈なもどかしさを感じていた。まんぐり返しのときには、絶頂寸前まで責め抜かれた場所である。全身の神経がそこだけに集中し、頭の中は後ろの排泄孔を責められることで一杯になっていた。一刻も早く舐めて欲しい。いつものように深く舌を抉り込まされながら、我を忘れて絶叫したい。

			「…………っ！」

			　そんな自分にハッと気づき、さらなる羞恥で身体が火照る。人妻は気づいてしまった。必死に耐える対象が男の責めに対してではなく、己の肉欲に切り替わっていることを。

			「何かまた、恥ずかしい思いを、自分で勝手に感じているんだね。美砂子は羞恥心を刺激されると真っ白なお尻が急に桃色に染まるからすぐにわかってしまうんだよ」

			　笑いを含んだセリフの直後、尻タブが限界まで左右に引き伸ばされた。後ろの皺穴が丸見えになる。いつもはこうされるとソコをむしゃぶりまわされた。その期待感で自分の意思とは関係なく、皺穴がヒクヒクと卑猥に痙攣してしまう。

			「ち、ちがうのぉ……そんなんじゃないのぉ──はぐああああっあぁぁっっっっ！」

			　窪みの中心にフーッと息を吹きかけられた。アナルに直撃した吐息が、身体の逆側から全身を貫き、まるで口から吐き出されるような喘ぎ声が迸る。それは肉悦の突風となって、人妻の全身に燻っていた官能の炎をさらに大きく燃え上がらせた。

			　ベッドにつけていた頬が仰け反り、幼虫指にがっちりと握られている臀部が、尻エクボを引き攣らせるようにビグンビグンと痙攣する。その尻を高く掲げている太腿には、まるで失禁でもしたように大量の愛液が垂れ流れていた。このままでは体内の水分全てが愛液となって流れ出してしまいそうだ。

			「は、はへえっ……お、おしりぃ……ああっ、お、おしりがぁはぁぁ……」

			　疼いて疼いて仕方がない。夫以外の男に教え込まされた快感が欲しくてたまらない。肉悦を満たされない皺孔が飢餓感にも似た強烈さで刺激を求めている。

			　こんな責めは初めてだった。いつもはそのよく動く赤紫舌と分厚いタラコ唇に無茶苦茶にむしゃぶりまわされる。男の責めが病的なまでに執拗でとても耐えきることはできない。我を忘れてアナルアクメに絶叫し、だらしないイキ姿を陵辱者に晒していた。しかし今夜は逆だ。イカせてもらえない。肛門をほじくり舐めてもらえない。

			「ほら、美砂子。どうして欲しいんだい。このヒクヒクしている小さな穴を、僕にどうしてほしいんだい」

			　熱の籠もった男の囁き声が肛門に吹きかかり、さらに全身をビクつかせる。今までの灰崎は美砂子がイキそうになると、ガムシャラに舌を躍らせて必ずアナルアクメを決めさせていた。そのため女教師の排泄孔はビンビンに感度が研ぎ澄まされ、完全にイキ癖がついてしまっている。それを踏まえたうえでのアナル絶頂の寸止めだ。

			　地獄である。窒息感に近い、全身を掻き毟りたくなるような苦しさに心身が追い詰められていた。

			　──ああっ。だめよ……美砂子っ……負けちゃ駄目っ……。

			　左手の薬指に嵌まっている銀のリングを、右手でギュッと握り締めた。

			　灰崎は明らかに屈服の言葉を待っている。今まではあくまで命令されて口にしていた。はしたないセリフを言われるままなぞったことは何度もあったが、自らの意思で口にしたことはない。しかし今、陵辱者が求めているのは人妻自らの哀願だ。

			　美砂子はバフッとその顔をベッドに埋めた。

			　自尊心と羞恥心、人妻としての倫理観。教師としての高潔さ。

			　自分を構成している全パーソナリティが、肉欲と理性の狭間で鬩せめぎ合う。

			　もう何度もされている。さっきまでも執拗にされていた。今更、自分から願ってもたいして変わりはない。

			　抗い難い精神的な障壁も、飢餓感にも似た肉体の欲求の前では無力だった。理性だけではもうどうにもできないところまで追い詰められている。左手の薬指をきつく握っていた右手を離し、両手でシーツを握り締めた。官能の涙で濡れた目元をベッドに強く押しつけて、掠れたような小声で囁く。

			「………っ…て……」

			「んっ？　何か言ったのかい？」

			　男は再び尻を握り締め、尻肉を使い中心の窪みをグリグリと捏ね上げてくる。そして程よく刺激すると皺が左右に伸びきるほど大きく開かれた。火照った小穴が空気に触れて敏感に収縮してしまう。それほど人妻の肛門は感度を極めていた。

			　疼いて疼いて仕方がない。もう我慢の限界だ。

			「……ああっ……な、舐めてっ……私のお尻の穴を舐めまくってええええっ！」

			　女教師が絶叫したその直後──レロぬるドるるんレろろろレろっ！

			　灰崎の舌がアナルに踊りかかってきた。今までのように皺をなぞったり、入り口を弾き舐めるようなものではない。力を込めた肉片が、きつく窄まっている皺穴に無理矢理抉り込んでくる。

			「あひあああぁぁっ！　っはああっ！　ぁっああああぁぁぁぁぁっ！」

			　先の尖った牡舌がほんの僅かな隙間を捉え、くくっ、と入り込んでくる。陵辱当初は硬く窄まりっぱなしだった皺孔も、度重なる肛門責めに今ではこんなに柔らかくなっていた。身体を内側から舐められて喘ぎ声が止まらない。頭の中がアナルから迸る快感で一杯になり、真っ白に染め上がっていく。

			「あああっいくううっ！　ああっイクっ！　いくううっ…………っ……へはぁ？」

			　アナル責めが三度中止される。夫以上に美砂子の女体を知り尽くした灰崎による、絶頂寸止めの見切りは完璧だった。

			「な、なんでえぇっ……くひっいっ……っ……なんでよおっっ……」

			　唇からはだらしなく涎を垂れ流し、知的な美貌は涙と鼻水でぐちゃぐちゃになっている。イキそうでイカせてもらえない状況の連続に、意識が朦朧としてきた。肛悦に爛れた頭に浮かぶのは、アナルアクメを決めることばかりである。

			「さっきも言ったじゃないか。初夜の君をイカすのは、君と僕がココで初めて結ばれるときだって」

			　灰崎の舌がビクビクと痙攣している小穴をペロリと舐めた。

			「はがああっ……そ、そんなぁ……」

			「素直におねだりできたご褒美に、さっきまでみたいな意地悪はしないよ。ずっとこうしてペロペロ舐めててあげる」

			　官能の汗でビタビタになっている女教師の全身から、絶頂直前の力みが消えると男は再び排泄孔を舐め始めた。先ほどのように深く抉り込まれる舌使いではなく、こちょこちょと窄まりをくすぐるような這わせ方である。

			　ビグンッびぐぐンっビグびぐぐんッ！

			　美砂子はその僅かな舌の動きだけで、全身を引きつけでも起こしたように震わせていた。絶頂感を味わえないまま連続してイッているような感覚だ。あるいは男のドライエクスタシーに似た状況なのかもしれない。

			　このままでは気が狂う。本当に廃人になる。かつて全国模試の数学でトップを取った頭が、己の肛門を弄られることしか考えられなくなっていた。

			　──あ、ああっ、お、おしりっ……おしりぃぃ……。

			　もう恥も外聞もなく右手を己の股間に向かわせる。灰崎がしてくれないのなら、自分で自分を慰めるしかない。それは高性能な数学教師の頭脳による判断ではなく、淫欲に狂う牝の本能だった。しかし──パシン。アルコール中毒者のようにブルブルと震わせながら伸ばした細い指は、元担任教師のブヨブヨした幼虫指によってあっさりと叩き落とされてしまう。

			「駄目だよ美砂子。君はいつからそんな手癖の悪い女になったんだい」

			　お仕置きだ、と言って今度は尻をパシンと叩かれる。官能に茹だった牝尻にとってその痛みはそのまま百パーセント、マゾの愉悦となって臀部を貫いた。その衝撃にプシュッと小さく潮まで吹いてしまう。

			「はがあっ……へはっ……へはああっ……」

			　いったい自分はこのあとどうなってしまうのか。灰崎なら本当に、このままアナルだけを朝までむしゃぶり続けることだろう。舌先の僅かな動きで他人の妻を喘がせいたぶる喜びに、狂った中年男は耽溺していた。とても耐えられない。もう一秒だって我慢できない。気が狂う。いや、もうすでに狂っている。肉悦に全てが狂っている。

			「お、おしりで……シテへぇっ」

			　美砂子は搾り出すようにして、屈服の言葉を口にした。

			　ああ。でもこれで楽になれる。やっとイクことができる。しかし──。

			「美砂子、それが人にモノを頼む物言いかい？」

			　渇望している刺激は後ろの小穴に与えられなかった。

			「はへっ……はっ……っ……な、なんでっ……もうっっ、もうぅぅぅぅっ……」

			「僕がどうしても君のこのはしたないケツ穴に、ペニスを嵌めたくなるように、もっとよく考えておねだりしなくちゃいけないよ」

			　精神の最深部まで、人妻を屈服させるつもりのようだ。涙がブワッと溢れだしたのが、屈辱のためなのか、身体の疼きのためなのかもうよくわからない。ただただ朦朧とした意識の中、浮かんだ言葉を口にする。

			「あ、あなたの……ペニス、は……はがああっ……わ、わたしの、ア、アナルにっ、い、いれっっ、いれてくださいぃぃっ……」

			　思考の全てが満たされない肛門の疼きで一杯になっている。そんな爛れた脳裏に浮かんだセリフを口が勝手に紡いでいく。

			「駄目だよ美砂子。もっともっとその優秀な頭脳をフル回転させて僕を求めるんだ」

			　あと僕のことは灰崎先生と呼ぶように、と言うと再び尻肉を両手で捏ね始めた。極限状態に追い込まれている女教師は、命令されるまま思考の全てを投入して男が喜びそうな淫語セリフを考える。

			「は、はいざき……せんせいの……ぶっといガチガチおちんぽを……み、みさこの……エッチなおケツの穴に……ずっぷしハメハメしてくらさいいぃ！」

			　力の入らなくなった全身をガクガクブルブルさせながら絶叫する。その壮絶な姿に、ここまでねちっこく美砂子を責め続けていた男の欲情にも火をつけてしまったようだ。

			「ほら、なんでもかんでも先生に頼るんじゃない！　僕が入れやすいように自分でケツ穴を広げなさい！」

			　元担任教師に言われるまま、両手を自分の尻に回した。上半身をベッドにつけたまま、己の尻肉を掴みグッと左右に引く。肛門を精一杯掻き開く。尻肉を力一杯伸ばしたため、普段空気に触れない皺孔の奥が剥き出しになってヒヤッとした。アナル周りは色素が薄目のローズピンクだが、奥は赤みの濃いワインレッドだ。そんな身体の奥の奥まで陵辱者の視線に晒している。

			　──もう、これであとは……ああっ、あと何をすればオチンポ入れてもらえるの！

			　おねだりポーズを取る自らの卑猥さに全身が沸騰する。それでもなお灰崎の挿入をせがむために桃色尻を左右に振った。一杯に開いた指の間で盛り上がる尻肉が、牡を誘うためにプルプルと淫らに揺れる。──効果は抜群だった。

			「ああっ。なんてはしたない女なんだ！　ほらっ！　これかっ!?　これが欲しいんだろ！　言え！　ケツハメしてもらえるように、なんかエロいことを泣き叫べ！」

			　肛門に舌とは明らかに太さも熱さも硬さも違うものが押し当てられた。男根だ。膝立ちになった陵辱者は、己の剛直を人妻が一杯に開いている皺穴に擦りつけている。その熱さと硬さに女教師の全身は一瞬で燃え上がった。

			「ココにぃっ！　みさこのいやらしいケツマ○コにぃぃぃっ、はいざきせんせいのあつくてガチガチなおチンポをぉっ、いちばんおくまでぶっさしてくらさいいっ！」

			　心の底から絶叫していた。言われるまま泣き叫んでいた。

			「あああっ、美砂子おおおっっ！」

			　灰崎の肉棒が侵入を開始した。長時間に渡るアナル責めでグズグスに舐め溶かされた括約筋には、入ってきてはいけない異物に抵抗するだけの力は残っていなかった。瘤のような肉先をずぷずぷとすんなり飲み込んでいく。欠片も痛みは感じなかった。異物が直腸内に侵入してくる内臓が震えるような違和感は感じたが、鮮烈すぎる肉悦がそれを遥かに上回っている。

			「あへええっ！　お、おしりっ、おしりにああっはいってあああああっっ！」

			　愉悦の汗でビタビタになっている乳房をベッドに押しつけたまま、顎を大きく反らして絶叫した。両目は丸く見開いているが、真後ろから抉り込んでくる未知の快感に網膜が白く灼かれ何も見えない。やっと与えられたアナルへの刺激に、全身の細胞が歓喜に震えている。

			「うぐうああっ……す、凄いよ美砂子っ……やっぱりバージンだと凄くきつい……」

			　皺穴が丸く広がって男の亀頭をぐっぽりとその中に収めてしまった。ペニスで一番径の太い部分を飲み込んだだけに、あとの挿入はスムーズだ──ぬずるるるるんっ！

			　捻じ込むような力が入ったまま、腰をついていた灰崎の肉棒が一気に根元まで埋め込まれた。ビギビギに剛直した男根と、女性器と変わらない感度にまで引き上げられた肛門がギチギチに喰い込みあっている。その状況で男が腰を振り始めた。

			「あがああっ！　お、おしりっがぁっ……ら、らめっえっ──んほんほおおおっ！」

			　舌や指とは比較にならない快感が迸った。まるでアナルの皺一本一本に肉悦の火花が散るような、壮絶な愉悦の摩擦感である。そして筋肉でできた排泄孔は、女性器とは比較にならない圧力で相手の肉棒を引き絞る。不浄の穴での交わりは、本来人が知ってはならない快感を牡牝に等しくもたらした。

			「゛あ゛あ゛あっっ゛あっぐがあああ゛あああああっ！」

			　両手で一杯に開いている尻タブがビグビクビクっと痙攣し、弛んだ贅肉腹にビタンと叩かれたその直後──ぶしゃあああぁぁぁぁぁっ！

			　盛大に潮を吹いていた。尻を掲げている太腿が、膝をついてるのにガクガクと震え、この土下座の姿勢ですら維持するのが困難になっている。

			　渇望していた皺穴への一刺しは想像を遥かに越えていた。

			「あぐあ……お、おけつ、ス、スゴっ……あへっあへ゛あ゛あ゛ああぁぁっ」

			　女教師の全身はアナルアクメに打ち震え、人妻としてのアイデンティティは崩壊し、高潔な精神は憎むべき陵辱者に完全に屈服した。

			　身体に力を入れたくても、背骨が小穴への一刺しで砕かれたようになっている。男の唾液と自分の汗でヌルヌルになっている臀部は、ただでさえ肌理が細かくスベスベしているだけに両手がずるんと滑ってしまう。もう腕が上がらない。そのまま尻を掲げる姿勢を維持するために、ガクガクと震える全身を両手を使ってなんとか支える。

			「す、凄いよ美砂子。初めてなのに、入れただけでもう僕のチンポに馴染んでる。ああっ、君の感じている全てがチンポにビクビク響いてくるよ」

			　中年教師は崩れ落ちそうになっている尻を吊り上げるように、両手で太腿の付け根あたりを引き上げた。

			「ら、らめっ……もう……ああっ……らめええっ──ひぐううっ！」

			　男が腰を引いた。ぎっちりと噛み合っていた牡肉によって、肛門が内側から捲られるように擦られる。まるで頑固な便秘時にお通じがあったような、爽快感を伴う愉悦に身体の震えが止まらない。

			　グジュルッっずるるるるグヌヌヌヌヌっ！　ずるるるるるグヌヌずるるるっ！

			　異物が押し入ってくる気が狂いそうになる肉悦と、ペニスが引き戻されるときに感じる眉間に突き抜けるような快便感。全身の細胞が灰崎とのアナルセックスで煮えくり返り、人妻の女体は快感一色に染め抜かれる。ベッドで擦れる乳首はこれ以上ないほど充血し、腰を支えている腹筋はうねるように痙攣していた。

			　──なんなのコレっ！　ただのセックスと全然ちがうううっ！

			　そこは中のモノを外に出す排泄専用の肉器官だ。外から入っていいようにはできていない。そこに猛り狂う剛直がグボグボと出し入れされている。神経の末端が届く直腸を、生まれて初めて直接刺激され、性欲に湧き立つ脳味噌が快感のシグナルだけを激しく打ち鳴らす。

			「んほ゛おっひぐうっっ！　゛あぐ゛あ゛ああっんほ゛お゛お゛おおおおぉぉっ！」

			　内臓を直接揺さぶられているような、どもった喘ぎ声が止まらない。

			　涙が。鼻水が。涎が。汗が。潮が。そして愛液が──美砂子の全身から体液という体液が垂れ流れていく。その渇きを癒すため直腸内の男根から肉汁をせがむように腰が動く。肉と肉を喰い込みあわせ激しく交わり捏ねくり合わせる。

			「ああっ、根元はこんなにギチギチに僕のを咥え込んでくるのに、な、なかはヌルヌルでホカホカしててネバネバしてて……ああっ、ちんぽがとろけそうだぁっ！」

			　陵辱者の声が興奮で上擦り、ねちっこかった動きが加速する。膣とは違い強く収縮する筋肉孔にペニスを引き絞られ、男の愉悦も極まっていく。

			　びちゃんグチャんびちゃんぢゃンッ！

			　でっぷり太った下腹と綺麗なハート形の牝尻がぶつかり合う湿った音が響き渡る。肉同士の衝突で本来は渇いた音のはずなのに、二人の汗と体液と唾液でぐちゃぐちゃになってるためにこんな音になっていた。その音の卑猥さが、さらに女教師の全身を官能の炎で燃え上がらせる。

			「びぼぢ゛い゛いっ！　ケツマ○コずぶずぶぎぼぢ゛いいいいいっ！」




[image: ]

			


			　だらしなく開いた唇から涎を垂れ流し、感じたまま声を上げている。普段の知的で上品な数学教師の面影は欠片もない。同じ屋根の下には、その教え子たちが眠っている。彼らを意識し当初は抑えていた喘ぎ声も、今では腹の底から迸らせていた。子供を教え導くはずの女教師は、肛悦に狂う一匹の牝獣と化している。

			　恥も外聞もかなぐり捨てた美砂子の喘ぎ声に、灰崎の動きも獣じみていく。

			　人妻の括れた腰を両手で握り締め、掲げられた尻を絶対に逃がさない形にすると、その丸みを破壊するように激しく下腹を叩きつけてきた。健康的に引き締まった太腿と、鋭く括れたウエスト。それだけに弛んだ下腹に激しく打たれ、タムタムとそこだけ弾む尻肉の丸みの動きは淫猥だった。それがますます男の獣欲を誘い、動きが小刻みになっていく。陵辱者も限界が近い。

			「はいらぎぜんぜえええっ！　いぐうっいっしょにっああっいっしょにいぐうっ！」

			　この壮絶な官能を与えてくれているパートナーが、自分と同じように感じていることが実感できた。嬉しい。美砂子の全身は歓喜に震え、肛門を気持ちよくしてくれる肉棒をさらにきつく絞り上げる。この肉と肉の交わりは愛の営みとなんらかわらない。女教師のアナルは中での射精を一刻でも早くさせるように淫猥に蠢いている。対する男のペニスも歓喜に震え、人妻を墜とした征服感で力一杯に張り詰めていた。

			「あああっ、すごっっ！　ち、ちんぽがちぎれるっ！　っはああっ！　みみ、美砂子っ、い、いくぞっ！　ああっ、どこだっ！　どこでだして欲しいんだ！」

			　身体を内側からゴリゴリと擦り上げてくる男根が、今にもはちきれそうになっていた。灰崎の絶頂をこれまで、掌で、口内で、胸の谷間で、身体のあらゆるところに擦りつけられて知っている。その剛直具合で彼が射精寸前なのが初の肛門性交なのに、はっきりと認識できた。

			「はへええっ、このままケツあなぁ！　はいざきしぇんしぇえのなまざーめんドプドプしてくらさいいいっ！　みさこのケツマ○コになかだししてへへええっっ！」

			　心の底から絶叫する。肛門射精を哀願する。全ての感覚が性の肉悦に塗り潰されて美砂子大きく仰け反った。女性器からは熱い愛液を垂れ流し、アナルを窄める括約筋は独立した生き物のように中の肉棒をきつく咥え込んでいた。

			　──けんじよりもぜんぜんすごいいっ！　ケツハメずぽずぽきもちいいいっっ！

			　アナルから響いてくる衝撃が、前の蜜壺からその奥にある子宮までも揺さぶって、夫相手のセックス以上に愛液を滴らせている。女盛りを極めた肉体は、イカせてくれない夫ではなく、絶頂の坩る堝つぼにこの熟れた女体を墜としてくれる中年男を選んでいた。連続してイキ続けながら、さらなる絶頂の大波を予感させる昂ぶりが牝尻の奥で発生している。

			「ああああっ！　美砂子っ、みさこおおおおぉぉっっっ！」

			　ガツンと男が下腹を女教師の尻に叩きつけると、激しかった動きを止めた。

			　ドギュりゅんっ！　ドぷぷンっ！　ドリュどぎゅドグどぐぶぷぷぷんっ！

			　十日間熟成させていた肉汁が、元教え子の直腸内にぶちまかれる。

			「あひいぃぃいいっっ！　゛いぐ゛うっ゛いぐ゛う゛うううううううぅぅぅっっ！」

			　極限のエクスタシーに喉を筋ばらせて絶叫する。あまりの絶頂感に精神が耐えきれず、一瞬だけ意識を失っていたのかもしれない。身体の深いところに初めて肉汁を浴びる快感に、最初の一刺しで盛大に漏らした潮から溜まった分を、ビュッビュッと小刻みにしぶかせている。

			　後ろの小穴で味わう絶頂感が凄まじすぎて、前の牝裂も性交で絶頂したように錯覚していた。蜜壺を激しく収縮させ、中に溜まった蜜液をトロトロと絞り出している。美砂子は極限の快感の中で長く忘我し続けた。そして──。

			「っはひぃぃ……せんせいっ……はいらきせんせぇ……んはぁああぁぁ……」

			　悶えの収まりつつある人妻は、腹の中まで犯した陵辱者の名前を甘い口調で繰り返していた。その声は夫を呼ぶときにすら見せない、あからさまな媚びを滲ませている。

			　対して灰崎は長い牡欲の排泄を終えると、掴んで離さなかった女教師の尻を解放した。ぬずるるるんっ──根元まで嵌め込まれていた肉棒が抜け、美砂子はそのまま腰をベッドに落とす。自分の垂れ流した体液でビチャビチャになっているベッドの上で、激しすぎたアナルセックスの余韻にどっぷりと浸る。

			「……美砂子」

			　その口許に、剛直の弛んだ肉棒が突きつけられた。男の白濁液と、自分の直腸液でドロドロになっている。女教師は何も命令される前に絶頂直後で気だるい身体を起こし、自らその汚れたペニスを口にした。唇と舌を使い丹念にねぶり清めていく。あまりに熱心な口腔奉仕に男根が力を回復させ始めた。

			　──ああっ。なんて……なんてたくましいの……。

			　こんなに自分を満たしてくれる男は他にいない。

			　人妻の脳裏から夫の姿は消えていた。

		

	

			第六章　制服を着た女教師

			


			　土曜日の昼。

			　美砂子は自宅のリビングでソファーに座っていた。身に纏っているのは、淑栄学園の生徒だったときに着ていた夏用の制服である。白を基調に青いラインの入った可愛らしいデザインで、当時の美砂子にはピッタリだった。

			　それが今、身長は変わっていないのに上着の裾が持ち上がりヘソが見えてしまっている。胸元を飾る赤色のリボンが大きく腹部から離れるほど、バストが豊かに盛り上がっているためだ。ウエストが窮屈なこともなくスカートをすんなりと身につけられているため、特別太ったわけではない。その証拠に露出したヘソは形よく縦に走って薄い腹筋が見えていた。スカートの下に見える紺のハイソックスも、足首に向けてキュッと細まり、それだけで引き締まったプロポーションが窺える。

			　この美貌で、このスタイルである。思春期の少女用にデザインされたこの制服すらよく似合っていた。露出した肌の肌理も細かく張りも若い。それでも彼女を学生だと見間違える人は少ないだろう。

			　いつも後ろで纏めている髪を下ろし、色気を抑えるためにかけているシャープな眼鏡も外している。そのためこの恰好をしていてなお、抑えきれない大人の女の色気が溢れんばかりに滲み出していた。切れ長の瞳が僅かに潤み、頬が薄桃色に染まっている艶っぽさなど、とても成人前の少女が浮かべられるものではない。二十五歳の人妻が、十六歳の制服姿をしているからこそ匂い立つ、異様な淫靡さを漂わせている。

			　──ああっ。こんな恰好、恥ずかしすぎるわ…………でも……。

			　美砂子は隣に座る男に視線を向けた。

			　灰崎だ。夫は今朝から中国に出張で、この週末は不在である。

			　この制服姿は元担任教師のリクエストだった。そして彼はすでにブリーフ一枚になっている。左手で美砂子の肩を抱きながら、真正面をジッと睨んでいた。視線の先には健司が昨年冬のボーナスで買った超大型の液晶テレビがあり、それに灰崎が持参した特殊な映像処理機械が繋がれている。彼の右手にはそのリモコンが握られていた。

			『なんだか最近、一段と色っぽくなってきたよな……』

			　健司の声がリビングに響く。液晶画面に映っているのは、昨夜出張前の夫と交わした情事の様子である。先日、灰崎がこの家の寝室に仕込んだ複数の盗撮カメラの映像だ。いくつもの画像が小さくなって画面横に同時に表示されており、リモコン操作でその一つが液晶画面一杯に映し出される仕組みになっている。

			　今はベッドを真横から撮った画像が大写しになっていた。全裸で横になっている美砂子の上に、健司が覆い被さり夢中で胸を愛撫している。以前に比べ敏感になっている妻の女体に夢中でむしゃぶりついていた。

			「……ちくしょう」

			　灰崎が少し掠れた声で呟いた。顔自体はほぼ無表情なのに、その目には烈火の如き嫉妬の炎がドス黒く燃え上がっている。

			『あんっ』

			　画面の中の人妻が、夫に乳首を吸われ甘い喘ぎ声を漏らした。その瞬間、贅肉に弛んだ頬がビクッと引き攣り分厚い下唇がわななく。嫉妬に歪む男の横顔を見ているだけで美砂子は甘い吐息を漏らしていた。灰崎は薄暗い視線で前を睨んだまま、こちらの肩を強く引き寄せた。左手が背中に回されて、制服の上から胸を掴まれる。

			「ぼ、僕の美砂子の……僕のこのおっぱいが……こんな猿にっ……ああっこんなヤツに好きにされてる……す、吸われてる……僕の……僕の美砂子のおっぱいが……」

			　視線だけを異様にギラギラと光らせて、腹の底から絞り出すような怨嗟を囁く。最愛の妻の浮気現場を目の前にした男の姿そのものだった。普段の巧みさがまるでない、胸を揉む手付きの忙しなさも逆に彼の深い情念を実感させ、女体を熱く疼かせる。

			　──灰崎先生……凄い目をして……画面の中の私を見てる……。

			　被虐の吐息がはぁと漏れた。今、彼の全身を満たしているであろう、自分に対する狂気のような嫉妬と執着を想像しただけで、女体の芯が甘く痺れる。今穿いている灰崎の用意したシルク製の純白パンティの中が、これだけで潤み始めていた。

			『美砂子。今度は俺のを……』

			　画面の中の健司が股間を突き出す。美砂子がそれを上目遣いで見上げている。灰崎のものよりも明らかに逞しい肉棒に、桜色の唇が寄せられていった。

			　隣の男は握り締めていた現実世界の美砂子の乳房を離し、立ち上がって録画画面を食い入るように凝視し始めた。彼の意識は完全に画面の中に吸い込まれている。

			「ああっ……だめだ美砂子……そんなヤツのを……ああっ、美砂子が咥えた……俺の美砂子が猿のちんぽをしゃぶってる……」

			　リアルタイムで二人の情事を見ているような気分なのかもしれない。贅肉顔が大きく歪んだ。思い詰めたような暗いどもり声を聞き、美砂子の興奮にも火がついた。

			　──ああっ。先生の下着があんなに窮屈そうになっている……。

			　美砂子はソファーから降りると灰崎の正面に膝をついた。すでにブリーフを突き破りそうなほど股間はそそり立っている。両手でそれをズリ下ろした。目の前に十代と変わらない角度でそそり立つ肉棒が現れる。右手を伸ばし、ソッとその根元を握った。欲情と嫉妬と怒りで火傷しそうなほど熱く猛っている。

			　──相変わらず凄い匂い……。

			　これほど漲っておきながら、一番径の太い肉傘部分には余った包皮が被ったままである。鼻孔に夫のペニスからは漂わない、牡臭を煮詰めたような匂いがムワッと流れ込んでくる。美砂子はうっとりとそれを見詰め、手で剥きもせずウエットティッシュなどで拭くこともなく、躊躇なく口に咥えた。

			「はぷちゅんっ……んんんっ……レロはぶちゅむちゅんっ」

			　充血しきり今にもはちきれそうな亀頭の薄皮と、だらんと張りのない包皮の境界線にたっぷりとヨダレを塗り込んでいく。中に溜まっている恥垢が唾液に溶け、口内から鼻先に抜けるツーンとした刺激臭が発生する。その匂いが女教師の凛々しい瞳をさらに潤ませて、麻薬のように意識を痺れさせた。

			　ねぶるレルっぬずるるるるるっ──舌と唇を使って丹念に皮を剥いていく。

			　肉傘部分がずるりと露出した瞬間、液晶画面を凝視している肥満体がビグンと震えた。跪く姿勢を支えるため彼の腰に置いていた左手に、男は前を見たまま手を重ねてくる。人妻の舌は包皮に隠れていた亀頭の裏筋──肉瘤のような盛り上がりに沿って、こびりついていた恥垢をこそげ取っていく。男は快感のためかギュッと左手を握り締めてきた。肉先からは先走りの汁が気持ちよさそうにじゅわと染み出している。

			「こんなヤツが……当然って顔をして……美砂子にしゃぶらせてるなんて……ああっ、美砂子がっ……あんなに舌を使ってる……あんなに……あんなに……」

			　男の右手は人妻の左手薬指に嵌まっている指輪に気づいていた。指先でその硬さを確かめるように何度も撫でながら、嫉妬と興奮が入り混じった声で呟き続けている。

			　画面の中では美砂子が健司の肉先を舐めていた。咥えずに唇からピンク色の味覚器官を出し、大胆に亀頭を舐め上げている。舌先を使って先端の縦穴を舐め、カリの裏側にねっとりと這わせている。己のペニスを舐め回す妻を、夫がうっとりした顔をして見下ろしていた。その全てが灰崎に教え込まされた男を悦ばすテクニックである。

			「あはああんっ。もっと気持ちよくなってください──んじゅるんんっ」

			　制服姿の女教師は口内にたっぷりと唾液を溜めてから強く唇を窄めた。頬がベコンと凹むほど強く男根を吸いながら頭を上下させる。強烈な吸引で裏筋にべったりと舌を貼りつかせたまま、溜めたヨダレで中の肉棒を洗うように顔を振る。じゅぼじゅぼと卑猥な音を立てながら、窄めた唇で筋ばった肉胴を磨き上げる。

			　灰崎の意識を奪っている液晶画面の中の自分に対抗するように、湿った音をわざと大きく響かせて夢中で舌を踊らせた。元担任教師が最も好む口腔奉仕である。あまりにその内容が卑猥すぎて夫相手には使ったことがない、灰崎専用のテクニックだった。

			　中年男はそれでもなお、視線は液晶画面に向けたままである。しかし片手で元教え子の頭を掴んできて、自分好みのペースで頭を動かしてくる。美砂子はそれに動きを合わせた。じゅるじゅるグボグボと広いリビングに濃密な口腔奉仕の音が響き続ける。

			「んじゅるんはぁ……すごく熱いれふぅぅ……んじゅぐぼんじゅ──んんんっ！」

			　突然、頭を掴んでいた片手がグッと引き寄せられた。喉を突かれ思わずペニスを吐き出してしまう。瞳の端に涙を浮かべゴホンゴホンと咳き込んだ。液晶画面を見ると、自分が再びベッドの上で横になるところだった。健司が太腿の間に両膝をついている。真上を向いた男根にはコンドームが被されていた。

			　灰崎を見ると、今にも泣きそうな顔をしてその光景を凝視している。

			「ああっ！　ダメだっ！　それだけはダメだあああぁぁぁっっ！」

			　肥満男は我を忘れたようにドタドタと液晶テレビの前まで移動した。ドガッと両膝をついて目を見開き、まさに結ばれようとしている夫婦の結合を睨みつけている。

			『美砂子っ……いくよ』

			　夫の性器が妻の身体に埋め込まれた瞬間、男の見開いた目の端にブワッと涙が溢れだした。それと同時にペニスもビグンと跳ね上がり、弛んだ己の下腹を叩いている。

			　──ああっ。灰崎先生は……こんなにも私のことを思ってくれている。

			　他人に抱かれる自分を見て涙を流し、牡肉をあんなにも猛り狂わせている。そんな彼の姿を見て胸が高鳴り、股間が疼いた。

			『あんっ……っはあんっ……あんっああんっ……』

			　灰崎は夫に抱かれて喘ぐ妻の姿を、巨大画面の目の前で睨み続けていた。両手で液晶テレビの上部を掴みその重たい身体を支えながら、両目を丸く見開き続けている。怒りなのか嫉妬なのかショックなのか、美砂子では区別できない感情でそのタラコ唇を震わせている。そんな灰崎がポツンと独り言のように呟いた。

			「……ちんぽを手コキしながら…………尻の穴を舐めてくれ……」

			　盗撮映像を見始めてから、初めて現実の自分に対して発せられたセリフである。

			　視線は一瞬たりともこちらに向けられていないのに、美砂子は大きく、はい、と頷いた。膝立ちの姿勢で液晶テレビを抱える男の下に、身体を横たえらせて頭を潜り込ませる。右手で上にある男根を掴み、左手で弛んだ尻を支えた。

			　──これが灰崎先生のお尻の穴♥

			　目の前には呼吸に合わせて収縮している中年男の肛門があった。こげ茶色の皺穴は、周りにびっしりと毛が生え揃っている。

			　アナル舐め──かつて口内射精されたザーメンを嫌々飲んでいたときですら、それだけは許してと拒否した行為である。しかし今の美砂子に躊躇はない。己の肛門は皺がふやけるほどむしゃぶられ、病みつきになるほどそのよさを教え込まれている。今度は自分が奉仕する番だ。顔を近づけると、咽せそうになる悪臭がムワッと鼻先を掠めた。構わず舌を出し、醜悪な皺穴にピンク色の舌先を伸ばす。

			「美砂子がハメられてる……猿に犯されて喘いで──はぐううぅっ！」

			　灰崎は全身を雷にでも撃たれたようにビグンと震わせ鋭く喘いだ。右手で握る男根が、肉胴に浮く血管がはちきれそうなほど剛直する。

			　──ああっ。やっぱり凄く気持ちいいんだ……。それならもっと……。

			　初めて舐めた男の排泄器官は想像よりも柔らかく、そして苦かった。舌先には灰崎の汗を煮詰めたような味がピリピリと溶けだしている。構わず味覚器官を踊らせた。男の肛門を舐めるのは初めてだが、舌の動かし方はよく知っている。

			　レロレロっほじゅるルるっレロじゅるるっ。ぬゅくちゅどるるっレロどるるるルっ。

			　ピンク色の肉片が、コゲ茶色の排泄孔で踊り狂う。放射状に広がる皺の一本一本をなぞるように舐め、硬く窄まる括約筋をほぐすようにペロンペロンと舌全面を上下させた。尻の窪みを唇で覆うように吸いつきながら、舌先で激しく小穴を弾く。

			　どれも自身のアナルが歓喜に震える舐め方だ。全て灰崎が教えてくれた。

			　ぐじゅるシコシコ、ぬちゅシコシコシコっ。

			　加えて右手でペニスを優しく包み、手首を捻るようにして巻き込むように扱いている。フェラしたときの唾液が潤滑油となって指奉仕の動きもなめらかだ。前後の排泄器官を同時に責められる灰崎は、ああっああっと女のような喘ぎ声を漏らしていた。

			『はあああんっ！　いっ、いいいっ！　あああっ、いいいっ！』

			　夫に抱かれ、心の底から官能の声を迸らせている自分の声が聞こえてくる。昨夜健司との行為で久し振りに燃えたのは、隠し撮りのレンズを意識したためだ。夫に抱かれる姿を、灰崎に見られると思っただけでマゾの炎で全身が沸き立った。

			　──はあんっ……今も、こんなにゾクゾク背筋が震えている。

			　昨夜の興奮が甦り、ますます舌と指の動きが淫らではしたないものになっていく。

			　シコシコ、じゅるるるっレロほじゅるっ、シュコシュコ、ねぶるんっドルルルルッ。

			　右の掌で男根の反応を確かめながら、灰崎好みのアナル舐めを模索する。肛門周りに生えた毛をヨダレで洗うようにむしゃぶり尽くす。舌先に力を込めて肛門を抉り舐めるときのペニスの剛直具合が特に強烈だった。

			「んんんっレロんはぁ……これいいんれすかっ……んじゅるんはああぁっ」

			　掌で感じる熱さに燻されて腰の奥が火照りだしている。満たされない女の疼きを、夢中で奉仕することによって紛らわせる。女教師は優しくペニスを擦りながら、スクリュー状に肉片を躍らせて小穴に捻じ込んでいった。灰崎の膝立ちしている太腿が、快感に耐えきれない感じでビクビクと痙攣し始める。

			　──お尻の穴をグリグリほじられるのが気持ちいいんだ。私と一緒だわ……。

			　奥を求めれば求めるほど排泄孔は固く窄まる。それでもなお奥を求めた。呼吸に合わせて僅かに弛む間隙を捕らえ、ドリルのように肉片を埋め込んでいく。コゲ茶色の小穴をガムシャラに貪り舐めながら、パンティの中はぐしょぐしょに濡れていた。そして肉悦に耐えられなくなった灰崎が突発的に顎を仰け反らせ始める。

			「ああっ、僕がもっと早く……ひぐうっ！　き、君がまだ学生だったときに勇気を出してれば……ああっ！　こ、こんな奴に……ああっ篠宮っ……しのみやあぁっ！」

			　正常位で夫にガツンガツンと揺さぶられている人妻を睨みながらも、肛門深く舌が入れば中年男の声は裏返った。贅肉に膨れた全身から官能の汗がダラダラと吹き出し始める。肥った中年男独特の、酸化した脂のような匂いが漂う。真下に顔を入れている美砂子の額や頬や首筋に、それがぼたぼたと落ちてきた。それはアリの門渡りや尻の溝を通って肛門にまで流れてくる。構わず舌を踊らせた。

			　グジュるるっヌルンッねぶるるるっ。ほじゅりっレロレロレロっ！

			　舌先に男の汗のしょっぱさを味わいながら、全てが入るわけもない筋肉の窄まりに味覚器官を捻じ込み続けた。右手で扱く男根は、もういつイッてもおかしくない硬度に達している。

			　それでもなお心を込めた奉仕を続ける。灰崎がいつも自分にしてくれることだ。

			　肉先から溢れているカウパー液を指先で拭っては、ペニス全面に塗り伸ばす。肛門だけではなく、男性器もぐちゅぐちゅと卑猥な音を立て始める。

			　──ああっ。灰崎先生っ！　灰崎せんせいいぃっ！

			　こんなに必死に尽くしているというのに、相手の男は『気持ちいい』の一言すら言ってはくれない。画面の中で夫に貫かれている人妻・秋月美砂子に没頭している。その切なさを叩きつけるようにアナルをほじる舌先に力を込めた。夢中で小穴をむしゃぶりながら、自分の股間が疼いて疼いて仕方がない。

			『ああっ、いくうっ！　いくぞっ！　美砂子っ！』

			　限界を告げる健司の声が聞こえてくる。昨夜の盗撮映像もクライマックスにさしかかっていた。

			「やめろおおっ！　ああっ、やめてくれっ！　ああっ美砂子の中でイカないでくれええっ！　ああああっ！」

			　灰崎が叫んだ直後『うっ』という夫の鋭い息み声が聞こえてきた。中年男のアナルを髪を振り乱すようにして舐めながら、昨夜の絶頂が脳裏を過る。男が凝視している液晶画面には、妻の股間に深く腰を踊り込ませ、引き締まった尻をブルブルと震わせている健司の姿がアップになって映っていた。そして──。

			『はああんっいいいっ！　ああああっイクウウッっいくううううぅぅぅぅっ！』

			　絶頂を叫ぶ自分の声がリビングに大きく響き渡る。昨夜は本気でイッた。健司とのセックスで久方ぶりに達しながら、美砂子の意識は盗撮カメラの向こうにいる、今の灰崎に向かっていた。

			　時空を越えた二人の関係に、美砂子は相手の怒るペニスを扱き、窄まる小穴を舐めながら軽く達してしまう。執拗にねじり込んだ成果、深く埋まった舌先がビグンビグンと痙攣し、パンティの中の蜜壺からは大量の愛液が溢れだす。肛門を抉られながらその肉片が小刻みに震え、右手の中の剛直が絶頂直前の硬度に跳ね上がる。

			「あああっ！　篠宮がああっ！　ぼくのみさこがああああぁぁぁっっ！」

			　それと同時に灰崎も絶叫していた。

			　──イクのねっ！　お尻の穴をグリグリされながらドクドクしちゃうのねっ！

			　舌先を深く捻じ込んで、その中でさらに肉片をうねらせる。排泄孔が今までとは比較にならないほど急激に硬く収縮し、右手で扱く男根がビグンと振動した──びちゃびちゃぶりゅびちゃっ！

			　灰崎の肉先から迸った白濁液は、夫とのセックスで絶頂を極めている人妻の映像にぶち当たって白く爆はぜた。射精に合わせて男の小穴は強く収縮し、ドキュッドキュッと埋まった舌先を引き絞る。醜悪な中年男が子供のように泣きじゃくり、全身の贅肉をブルブルと震わせながら射精をしていた。

			　新婚家庭のリビングに、灰崎が次々と吐き出す肉汁の匂いが充満していく。

			　美砂子はそんな子供をあやすように、優しくペニスを握りながら脈動する肛門を舐め続けた。そして男の息みが完全に解けてから上げっぱなしだった首を床に落とす。コゲ茶色の皺穴が、大量の唾液に濡れヒクヒクしている。最後にそこを心を込めてねっとりと一舐めしてから、制服姿の女教師は身体を起こした。

			「……ああああっ……み、みさこぉっ……ああっ、みさこぉぉぉぉっ……」

			　灰崎はテレビの上部を両手で掴んだまま深く項垂れていた。液晶画面には妻とともに絶頂を極めた夫がベッドの上で大の字になり、満足そうな顔をして余韻に浸っている。液晶画面の中の自分はその隣で、頬を官能で火照らせたまま、ジッとこちらを見ていた。レンズの向こうにいる灰崎に向けた瞳には、複雑な色を浮かべている。

			　──ごめんなさい灰崎先生。美砂子は健司とのセックスでイッてしまいました。

			　あのときの切なさと、それでも果ててしまった背徳の愉悦が胸の奥に甦り「はあっ」と甘い吐息が漏れる。

			　──でも、それは先生を意識していたからです。

			　夫に抱かれて絶頂したわけではなく、健司に抱かれる自分を見て灰崎が感じるであろう、嫉妬や怒りを想い魔性の官能で果てたのだ。

			「……み、みさこおぉぉぉぉっっ……」

			　中年男がゆっくりと頭を上げる。こちらに向けられた贅肉顔は、涙と鼻水と涎でグチャグチャになっていた。灰崎はずずっと鼻水を啜ってから口を開く。

			「……ああっ。今でもまだこんなに胸が痛む……。ごめんよ美砂子……。これは今までグズグスしていた僕への罰だ……。でも、僕たちにはまだ未来がある。今からでもやり直せる。僕たちが失ってしまった本当の愛を取り戻そう」

			　灰崎は涙で濡れた目で真っ直ぐに美砂子を見詰めてきた。

			「今から出会ったばかりの二人に戻ろう。そして……本当に結ばれるんだ」

			　男の手が人妻の左手を取ると、その薬指に嵌められていた銀のリングを抜き取った。

			※

			　健司とのマイホーム。その二階にある夫婦の寝室。

			　キングサイズのダブルベッドの上で、美砂子は制服姿のまま横たわっていた。灰崎と出会った頃のショートヘアに近づけるため、下ろしていた髪をアップに戻している。

			　しかし成熟してしまった女体までは戻すことができない。横になっていても豊かな胸はそのままで、清楚な淑栄学園の夏服を突き破らんばかりに盛り上がっている。それでいて袖から覗く腕の肌の張りや、スカートの下に見える膝小僧の艶やかさは、制服に似合った若さを漂わせていた。

			　立ち昇るような人妻の色気と、十代の若さを保つ四肢の伸びやかさが一体となり、淑栄学園の制服の中に凝縮している。

			「篠宮……」

			　ギシリとベッドを軋ませて、全裸の灰崎が上に覆い被さってくる。昔よりもさらに肥えた贅肉腹をダルンと垂らしながら、美砂子のことを当時と同じ旧姓で呼ぶ。

			「これからも、ずっと君を愛し続けるよ。だからこれはその誓いのキスだ」

			　元担任教師の顔が降りてくる。制服姿の女教師はうっとりと瞳を閉じた。差し出した桜色の唇にタラコ唇が重ねられる。

			　ブニッとした感触の直後、自分のほうから舌を相手の口内に差し込んでいた。厚みのある唇の裏側に舌先を入れて歯茎を舐め、歯の裏側から口蓋にも肉片をねっとりと這わす。桜色の唇でぶっくりと膨らんでいる男の下唇をついばみチュウチュウとねぶり上げた。

			　男は上に覆い被さり、元教え子の頭を優しく撫でている。

			「んはああっ……灰崎先生っ……も、もっと二人でっああんっ、き、きすうっ」

			　制服姿の人妻は、男のタラコ唇を子犬のようにペロペロと舐めながら甘くねだった。舌が欲しい。お互いの口腔粘膜が溶け合うような、淫らで下品なディープキスがしたい。物理教師は撫でていた手で数学教師の頭を掴み、固定してから唇を開いてきた。

			「ほら」

			　不健康そうな赤紫色の肉片がでろりと垂れ下がる。唾液でぬめるその味覚器官を美砂子はうっとりと見上げた。

			　──はああんっ。これが先生の舌♥

			　自分の女体を一晩中でも責め抜いてくれる愛しい肉器官である。その姿を見ただけで、ゴクリと生唾を飲み込んでいた。早く舌を絡めあいたい。そしてお互いの唾液をぐちゅぐちゅと淫猥に混ぜ合わせて、カクテルにしながら味わいたい。

			　しかし頭を押さえられているために、むしゃぶりつくことはできなかった。男は目を細めるとヘロヘロと舌を宙で動かしている。

			「はあんっ……わ、わかりました灰崎先生……」

			　彼の求めている行為を悟った女教師は、制服に包まれた胸の上で、恋する乙女のように両手をギュッと握り締めた。そして恥ずかしそうに一瞬瞳を伏せてから、相手と同じように舌を一杯に突き出す。

			「っんっ──れろんへはああぁぁ……」

			　美砂子の健康的な桃色舌が、灰崎のいかにも不健康な赤紫舌にぬるぬると絡みついていく。男の生暖かい唾液のヌメリを感じただけで人妻の胸はトクンと高鳴った。恋焦がれた相手とのファーストキスが、ひょっとしたらこんな気持ちなのかもしれない。美砂子の恋愛は相手のほうがかなり積極的だった健司一人だけである。こんなにも甘酸っぱい気持ちは初めてだ。

			　──こんなに胸がドキドキしてる……本当に、この服を着ていた頃に戻れたみたい。

			　それでいて肉体は、抜群の感度に研ぎ澄まされた人妻ボディのままである。たったこれだけの接触で蜜壺は潤みきっていた。唇を重ね合わせられない僅かな距離がもどかしい。その分、舌を懸命に踊らせた。

			「んはぁぁ……はいらきへんへえっ……レロんれろ、へああっはいらきへんへえっ」

			　一方的にぶら下げられている赤紫色の肉片に、ハンハンと甘い鼻息を漏らしながら必死に舌を絡めていく。先ほど彼の肛門を舐め尽くした味覚器官で、先端からベロの裏側まで一分の隙もなく這い尽くす。男の舌先をチロチロとじゃれるように舐め、舌全面を巻き込むようにして濃密に重ね合わせた。肉片が唾液の効果でヌルヌルとぬめりながら擦れ合うたびに、後頭部がジンジンと痺れるような甘い肉悦が弾けていく。

			　──んはぁぁ……灰崎先生のヨダレがこんなに一杯♥

			　上になっている男の舌を伝い生暖かい粘液がとろとろと口内に流れ込んでくる。まるで獣の唾液のように生臭いその汚液を美砂子はなんの躊躇もなく飲み干していった。

			　甘い溜め息が漏れる。身体が火照る。まるでそれが媚薬か麻薬のように、女教師の意識を混濁させ、知的で凛々しい瞳が焦点を失っていく。

			「ぼくのヨダレが……んれろじゅるっ……そんなに美味しいかい」

			　美砂子がうっとりと相手を見上げると、灰崎も陶然とした表情をして自分を見下ろしていた。舌と舌が強く擦れ合うと、弛んだ肥満体もブルッと肉悦に震える。その反応が嬉しくって、女教師の舌はますます貪婪に蠢いた。

			「んじゅるっ……もっとの飲ましてへぇ……ベロもレロレロしれぇ──んはぁ!?」

			　舌を絡めあったまま男の片手がスカートをめくる。紺のハイソックスまで学生時代のモノなのに、下着だけは彼の用意したシルク製の純白パンティだ。今穿いているのはその二枚目である。

			　リビングの行為でびしょびしょにしてしまったために新しいモノに交換したのだが、すでにこれも性器の形が浮き出るほど濡らしていた。股間に指を伸ばした灰崎がそれに気づく。ずっと絡めあわせていた舌が離れた。二人の肉片を繋ぐ糸のような粘りがなかなか途切れなかったのが、キスの濃密さを物語っている。

			「あはああんっ……は、灰崎せんせえっ……も、もっとペロペロぉっ……」

			　遠ざかる赤紫色の肉片を、桃色舌が宙をヘロヘロと舐めるようにして追う。ハッとした。自分のはしたなさすぎる行為に気づき、制服姿の女教師は乙女のように顔を真っ赤にする。そんな美砂子を灰崎が満足そうに見下ろしていた。

			「そんなに僕が恋しいかい」

			「ああっ恋しいですぅ……先生のこと大好きですぅ」

			「それならどうすればいいか、わかっているね」

			　男は元教え子の股間の間に両膝をつくと、そそり立つ男根を握った。美砂子はコクリと頷くと、両手をスカートの中に入れ自ら濡れたパンティを脱ぐ。絹製の柔らかい生地が、太腿を滑っていくときの心地よい感触に甘い吐息が漏れた。

			　──ああっ。今から灰崎先生と結ばれるんだ……。

			　今まで自分の考え違いで、嫌々彼とセックスをしていた。それでも健司などとは比べモノにならない官能の領域に自分を導いてくれた。今、これほど彼を求めているときに抱かれたら、いったいどれほどの快感なのか。想像しただけでイキそうだ。

			　美砂子は自ら長い両足を折り曲げると両手で膝の裏を掴んだ。そのまま大きく両足を開き、腰までクイッと上げるようにして女の入り口を愛しい男に突き出した。その姿勢が無様なだけに、女体の美しさが際立ち壮絶な卑猥さを立ち昇らせる。

			「は、灰崎先生のおちんちんを、美砂子のここに入れてください」

			　自分の破廉恥なセリフに、爛熟を極めた牝華がヒクヒクとざわめいた。

			「んーっ。その程度のおねだりじゃあ先生は満足できないぞ。今はこれだけだね」

			　元担任教師は掴んでいるペニスを下に向けた。亀頭の裏側を元教え子のヒクつく蜜華に浸す。満開状態の膣襞たちにぐじゅりぐじゅりと擦りつけ始めた。

			「あっはあああんっ……い、いじわるしないでぇっ」

			　官能に火照りきった華芯が強烈に疼く。押しつけられた肉棒の灼熱感に燻されて、ますます蜜液が溢れ出す。

			「ほら、僕たちは今、出会ったばかりの頃に戻っているんだよ。篠宮はまだ十六歳だ。当時、僕に言えなかった秘めた思いを込めて、思いっきりおねだりしてごらん」

			　男の優しい囁きに美砂子の精神は高揚する。ドキドキドキドキ。本当にこの胸の高鳴りは、学生時代の自分に戻ったようだった。二十五歳の人妻女教師は、女盛りを極めた女体で官能を昂ぶらせながら、心は十六歳の篠宮美砂子に戻っていた。

			「……は、灰崎先生のこのたくましいガチガチおちんこで、み、みさこのバージンオマ○コをずっぷりとつらぬいて……わ、わたしを女にしてください」

			　愛しい男が求めるまま、羞恥に声を震わせながら卑猥なセリフを口にする。

			「篠宮は本当に初めてなのかい？」

			「は、はじめてですっ。先生に……ふはああっ、は、灰崎せんせいにぃっ──」

			　一刻も早く抱かれたい。その気持ちが堰を切ったように溢れだす。

			「わ、私のバージン捧げたいんですすうっ！」

			　心の底から叫んでいた。今の自分は本当に処女なんだと思い込んでいる。鼓動がますます速くなり、人妻としての慎みなどどこか彼方に吹き飛んでいた。

			　身体が火照る。アソコが疼く。おあずけを命じられた牝犬が垂らす涎のように、蜜壺からは大量の愛液が溢れ出ていた。

			「他に好きな男がいるんじゃないのかい？」

			「いませんっ！　先生がっ！　灰崎先生だけがすきなんですううっ！　ああっ、はやくううっ！　美砂子をっみさこを先生だけのものにしてえええっ！」

			「よしっ！」

			　男は満面の笑みを浮かべて一声叫ぶと、一気にペニスを突き入れてきた。

			『くふあっあああぁぁっっ！』

			　性器の結合に合わせて、腹の底から吐き出すような愉悦の声を背徳の教師二人は同時に漏らした。潤みきった牝肉に、渇望していた牡肉がめり込んでくる。二人を隔てているものは何もない。直に感じる男根の熱さに女体が灼かれていくようだ。まるで破は爪かの鮮血のように愛液がとめどなく溢れだしていく。

			「はぐうっ……篠宮と一つになってる……し、しのみやとぉひとつにつながってるっ。ああっ……ずっと、ずっと好きだったんだ……僕もずっと君のこと愛してたんだぁ」

			　美砂子がうっすら瞳を開くと、灰崎は贅肉に弛んだ頬を感慨深そうにブルブルと震わせていた。完全に自分の世界に入っている。病的なまでに血走った目には、現実と空想が区別できないアブナイ光が宿っていた。

			　彼の頭の中では、制服を着ていた時代の美砂子と身体を繋げているのだろう。

			　──こんなにも灰崎先生は……自分のことを想ってくれているんだ。

			　感動で涙が零れそうだった。いつも控え目で慎み深い先生が、こんなにも熱く自分のことを好きでいてくれた。その狂気の視線に射抜かれて、人妻の女体が一気に沸き立つ。健司とは一度も直に触れ合ったことがない性粘膜を、大量の愛液でヌルヌルにしながら交じりあわせる。背筋をゾクゾクと駆け抜けるのは夫を裏切っている背徳感ではなく、蕩けるように甘美な生セックスの肉悦だ。

			「はああんっ！　わっわたしも先生のことが大好きですううっ！」

			　しっくりと嵌まりあっている中のペニスを、膣襞たちが急激に締めつける。性器のサイズがジャストフィットしているために、蜜壺の全面が満遍なく肉棒に押し広げられていた。夫のように男性器が大きいだけでは、窒息に似た窮屈さを感じるだけである。灰崎は違う。セックスの波長が肉体的にも精神的にもガチンと噛みあって、本当に一つになっている。心地よすぎる一体感だ。

			　中の男性器も同じように感じているのか、肉幹の上でミミズのようにのたくる血管がドグンドグンと愉悦に膨張していた。

			「ああっ、篠宮っ……初めてだとさすがにキツいねっ……痛くはないかい？」

			「だ、大丈夫ですぅ。先生と一つになれた嬉しさでっ全然痛くありませんっ……ああっ、だからっ続けてくださいっ。み、美砂子のこと、もっと愛してくださいっ！」

			　ぬずるるっ、ぐちゅん、ぱちゅくん、ぐじゅぬるるるるっ。

			　男がゆっくりと動きだした。腰が引かれると亀頭の盛り上がりが、膣襞たちを磨り潰すように擦っていく。根元まで突き込まれるとちょうど子宮孔に肉先が当たり、くすぐるように擦りつけられる。女教師はあうあうと甘い喘ぎ声も漏らしながら、男の背中に必死にしがみついていた。普段の颯爽とした数学教師時の姿とのギャップが凄まじい。

			「くふんっ、っはあんっ、先生のがズンズンしてっ……っああんっ、つはあんっ」

			　灰崎の動きに合わせて制服を高く盛り上げさせている胸元が大きく弾む。ブラジャーもキャミソールも身につけず、直に制服を着ているだけに、乳肉の動きを止めるものがない。胸元に結ばれたリボンごと、まさに学生離れしたダイナミックさでダプンダプンと揺れまくる。乳首は痛いほど勃起して、夏服の薄い生地にはっきりと二つの突起を浮き出させていた。

			「篠宮はここが感じるのかい？　ほらっ、ここが気持ちいいのかい？」

			　大きくゆっくり前後させていた腰が、一転して小刻みな動きとなる。男根の当たり具合が変化して鋭く喘いでしまった。蜜壺の奥から入り口までを擦り上げていた男根が、今は膣内の弱点をピンポイントで磨り潰すように擦りつけてくるからだ。

			「はひぃぃ！　くひゃああっ！　そ、そこらめえっ、らめえええっっ！」

			　これまでの性行為で知り尽くしている美砂子の弱点を、中に埋めた肉棒を使い執拗に責め立ててくる。筋ばった肉幹で性感帯の密集している膣の入り口をズリズリと擦り、肉棒の先端で横隔膜ごと揺さぶるように子宮孔を小突き回す。下半身から細波のように迫り上がってくる快感に喘ぎ声が止まらない。

			「はああんっ！　いいのっ！　灰崎先生が一番気持ちいいのおおっ！　こんなにいいのは先生だけなのおおおぉぉっ！」

			　昨夜の健司とは比較にならない深くて濃厚な肉の交わりに、美砂子はあられもなく身悶えた。その直後だ。恍惚としていた贅肉顔に暗い亀裂が走った。

			「……今、僕と誰を比べたんだ？」

			　灰崎の声は一転して地を這うように暗く沈んでいた。それでいて、美砂子の中に埋まったペニスは怒りか嫉妬かわからない激情で熱く滾っている。

			「……サ、サッカー部の……秋月だな。あの猿と僕を比較したんだな。篠宮は……あの猿と……ああっああああああ！」

			　贅肉顔がくしゃっと歪んだ。自分を見下ろす両目がみるみる血走っていき、ドス黒い炎で燃え上がる。先ほどリビングで凝視していた美砂子と健司が営むシーンが、その網膜の裏側で駆け巡っているのが見えるようだ。彼の脳裏では十六歳の篠宮美砂子と、人妻となった秋月美砂子が激しく交錯しているに違いない。

			　今にも泣き出しそうな顔をしながら、男はぎりりっと奥歯を噛み締めていた。

			「ちくしょう！　浮気したんだなっ！　ぼ、僕と結ばれる前に……この身体を……この僕と愛し合うために神が授けたこの素晴らしい肉体をっ！　僕以外の男にゆるしたんだなぁぁぁ！」

			　灰崎は本気で怒っていた。その怒りの炎でペニスがますます猛り、今では熱した鋼のようになっている。他人の妻になってしまった最愛の女に対する思い詰めた激情を爆発させているような、激烈な突入を開始する。

			「そ、そんなことしてません！　ああっ、先生が初めてですうっ！」

			「嘘をつくなっ！　バージンマ○コが自分から、こんなにヌルヌルぐちょぐちょで中のチンポを捏ねくり回してくるわけないだろうがぁ！　奥のほうから吸いつくみたいに絡みついてきてるんだぞっ！　言え篠宮っ！　正直に僕に懺ざん悔げするんだっ！」

			　人妻の女体も背徳のセックスに溺れきっていた。学生時代の制服を淫らにくねらせながら、蜜壺は肉悦を貪る別の生命体のように中の肉棒を捏ね上げている。

			「こんなにエロくチンポを咥えこみやがって！　誰だ！　誰とヤッたんだ！」

			　灰崎は執拗に問い詰めてくる。違う違うと必死に否定しても追究は止まらない。被虐の官能に茹だった思考が、言葉責めに耐えきれず黒髪を振り乱して絶叫していた。

			「ああっ……ご、ごめんなさい……ごめんなさい灰崎先生っ！　…………し、しました！　先生と結ばれる前に……ああっ！　他の人とセックスしましたああっ！」

			「誰としたんだ！　いったい誰に、こんなにエロい身体にされたんだ！　秋月かっ！　あの知能の低いボンボン猿に、この身体を許したのかっ！」

			　灰崎の怒りに狂った激しい突入に細い顎がガクガクと踊り、制服を突き破らんばかりにバストが弾む。紺のハイソックスに包まれた指先は強く丸まり、許しを請うように男の腰にしっかりと巻きついていた。

			「そ、そうですっ！　秋月君に！　け、健司に抱かれました！」

			　異様なアドレナリンが脳内にドバドバと吐き出されている。そう叫ぶ美砂子の声も興奮で上擦っていた。本気で『夫』に抱かれながら『他人』との浮気を告白している精神状態だ。たとえようもない背徳感が、今までとは比較にならない衝撃で全身を襲う。頭の中が真っ白になり、全ての感覚がマゾの愉悦で塗り潰されていく。背徳の肉悦に墜ちた人妻はさらに被虐の快楽を得るために、その美貌を大きく歪ませ絶叫した。

			「け、健司のペニスは灰崎先生よりもずっと大きくて逞しくって皮も被ってませんでしたあっ！　そ、それで私の深いところをズンズンっと抉られて──っはあああっっ！　お、おなかの中をぉっグチャグチャにかき回されたんれすううぅっ！」

			　夫とのセックスを告白する声は興奮しすぎて裏返り、後半はとうとう呂律が乱れた。

			「ちくしょう！　僕よりもっあの猿のほうがいいっていうんだなっ！　僕の包茎チンポより、あのクソ餓鬼のズル剥けデカチンポがいいっていうんだなああぁっっ！」

			　美砂子は黒髪を振り乱して違う、違う、と再び絶叫する。被虐の官能に狂った女教師は、生徒に正しい道を教える口で背徳の告白を紡ぎ続ける。

			「違いますっ！　健司のなんかより、灰崎先生のほうがずっといいんですっ！　大きさがちょうどよくって、こんなに硬くて！　健司のなんて大きいだけで、窮屈なだけなんです！　先生のほうがずっとずっとずうううぅぅっと気持ちいいのおっ！」

			　戸籍上の夫を裏切り貶める言葉は、肉欲に狂う人妻にとって被虐に燃える肉体をより激しく沸騰させる起爆剤でしかなかった。

			「本当だな！　本当に僕のほうがいいんだな！　あの球蹴り猿よりも、この僕のほうがいいんだな！」

			　そう叫ぶ灰崎の声も興奮で上擦りきっている。夫よりもいいと言われた嬉しさと、最愛の女の明確な『浮気』に対する怒りで、その贅肉顔は大きく歪みきっていた。泣く直前にも怒鳴る直前にも見える複雑な表情の中で、半眼の瞳だけはギラギラと肉欲に輝き美砂子を睨みつけている。男根はますますその猛りを極め突入を激しくさせた。

			「そうですっ！　健司なんて、私が少し喘ぐとすぐに興奮して、めちゃめちゃに腰を振ってっ自分勝手にすぐにイッちゃうのおおっ！　先生みたいに私のこと本気で愛してくれないんですうぅぅっ！」

			　健司を挟んでこそ燃え上がる禁断の官能を、二人はどっぷりと共有し歪んだ快感を貪りあった。興奮しきった女教師は肉悦の燃料となるセリフを吐き続ける。

			「先生のほうがずっとずっと気持ちいいいっ！　私を本気で愛してくれるっ！　私を本気でイカせてくれるうぅっ！　ああ、ごめんなさいぃ！　今は後悔していますううぅ！　浮気してごめんなさいいぃ！　許してください灰崎せんせええぇぇっっ！」

			　物凄い形相で、自分を睨みつけている元担任教師の首に両手を回した。そのまま相手の顔を引き寄せて、自分からタラコ唇にしゃぶりつく。顔を斜めにして一杯に口を開き、口許をクロスに交差させて唇の凹凸を嵌めあうようにキスをする。

			　ビヂびちびちびちっ！　グジュルぬるぐちゅビヂびぢびちっ！

			　背徳と嫉妬と肉欲に狂う二枚の舌が、唇の境界線でかち合った。まるで剣道の鍔つば迫ぜり合いのように、お互いの口内にビチャビチャと唾液を飛び散らせながらぶつかり合う。味覚器官が擦れ合うたびに迸る快感の閃光が、昂ぶりきった精神で増幅され脳裏を真っ白に染め上げる。んふーんふーと獣じみた鼻息は、自分のものなのか相手のものなのか区別がつかない。ディープキスの快感だけで乳首が痛いほど尖り、腰の奥が熱い疼きを増していく。蜜壺に埋まる男根をさらにきつく絞り上げてしまう。

			　──灰崎先生のベロベロ気持ちいいっ！　もっとベロベロ、ヌルヌルさせたいぃ！

			　もっと深くもっと強烈にこの快感を味わうために、激しく舌を踊らせながら、相手に動きを合わせ始めた。男も同じことを感じているようで、無茶苦茶に踊っていた二枚の肉片はすぐに一つに重なり合った。美砂子の舌が相手の舌を巻き込むように舐め上げると、灰崎も同じように舌を動かしヌルヌルヌルとエンドレスに絡まり続ける。

			「んんっ♥　んふんっ……んっんんんん♥」

			　女教師は男の首筋を引き寄せていた両手を離すと、彼の背中に回して強く抱き締めた。そして口腔粘膜を絡めあう痺れるような愉悦に没頭する。

			　灰崎が僅かに顔を引いた。嵌まりあっていた二人の唇が離れ、湯気が立ちそうなほど濃密に重なり合っている二枚の味覚器官が露出する。ピンクと赤紫の肉片は、縞模様の貝殻のようになっていた。激しく混ざりあって白く泡立つ濁った唾液が、そのまわりにべったりと粘りついている。

			「あへええっ……はへはへっ……んはんはああっ」

			　制服に包まれた女体が、このキスだけでビグンビグンと跳ねるように痙攣し始めた。根元まで埋めたままになっている男根を、膣襞たちが舌と同じ貪婪さで舐めるように絡みついてく。

			　──ああっ、もっとおおっ……もっとおちんぽズポズポっ……はああんっ！

			　女教師は積極的にクイクイと腰を動かして、己の感じる部分に膣内のペニスを自ら擦りつけていた。肉傘の縁を使って左右の膣襞を磨り潰し、ヘソの裏側あたりに肉先の盛り上がりをゴリゴリと擦りつける。健司が相手のときでは破廉恥すぎて憚られる行動を、灰崎相手にはなんの躊躇もなく実行できる。

			　今自分を貫いている男こそ、本当の自分を曝け出せる運命の彼だと確信した。中年教師はオーガズムの前兆を見せ始めた元教え子と、再度唇をきつく重ね合わせてから一旦顔を離す。

			「っふはああっ……し、篠宮っ……二人のこれまでの過あやまちは、あああっ……も、もう忘れよう。……ぼ、僕たちがお互いを愛し合っている事実に……欠片も偽りはない」

			　制服姿の人妻は閉じていた瞳を開き、うっとりと男を見上げた。視界が愉悦の涙で滲んでいる。それでもなお彼の瞳に、まだドス黒い嫉妬の炎が燻っているのが見えた。自分の潤んだ瞳にも背徳の闇が色濃く滲んでいることだろう。それでいいと思った。お互いの過去を燃料に、この素晴らしい愛の営みをさらに熱く燃え上がらせればいい。

			　美砂子はコクリと顎を引くと、己の全てを捧げる気持ちで口を開いた。

			「灰崎先生。私のこと名前で──美砂子、って呼んでください。……だから私も先生のこと、アナタ、って呼ばせてください」

			「いいよ美砂子。君はもう僕の妻だ。僕の所有物だ」

			　二人はこのとき『生徒』と『教師』の一線を越えた。

			「ああんっ！　嬉しいわアナタ！」

			　手放しで歓喜する『妻』を、身体を繋げたままの『夫』がゆっくり貫き始める。

			「あああっ……美砂子ぉ……み、みさこぉぉっ、美砂、美砂子っ美砂子おおっ！」

			　最初は落ち着いた腰の動きが、数秒後には激しい突入へと切り替わる。抑え難い激情に、歯止めが利かない感じで贅肉腹を叩きつけてきた。美砂子の感じるポイントをねちっこく擦り上げるような腰つきとはまるで違う。最愛の女が、自分の『妻』となった歓喜を爆発させているような猛烈な突入だ。

			「はああんっ、いいわよアタナぁぁっ！　いいっいいぃぃぃっ！」

			　それでもなお、サイズも形もジャストフィットしている男根は極上の肉悦を膣にもたらした。美砂子の蜜壺内でも特別弱いヘソの裏側あたりを、真上に反り返ろうとする亀頭の盛り上がりでズリズリと強烈に擦っていく。

			　グジュじゅぷっズちゅんっ！　ジュグぐじゅじゅヌぷっじゅン！

			　溢れる蜜液が攪拌され、ドロドロの白いあぶくとなって交錯する肉の狭間を伝い落ちていく。自分の女性器に合わせてオーダーメイドでもしたような肉の一体感に、抱き締める背中に深く爪を立てた。こんなペニスには二度とめぐり合えない。灰崎こそ自分の運命の人だ。そう改めて確信できるセックスだった。

			「はあああんっ！　生ちんぽきぼちいいいっ！　ズルズル生おちんぽで、美砂子のオマ○コっあああっイッちゃいそうなのおおおおっ！」

			　自分が感じているそのままを言葉にして絶叫した。その淫蕩な解放感に淑栄学園の制服がブルリと震える。官能の汗でビチャビチャになっている薄手の夏服は肌が透け、ガチガチに尖っている桜色がはっきりと浮かび上がっていた。

			「すごいぞ美砂子っ！　そんなに僕のがいいんだな！　あの猿よりも誰よりも僕のセックスが気持ちいいんだなああぁぁっ！」

			　灰崎は元教え子の腰のあたりで皺になっているスカートを両手で掴みながら、仰け反っている女体を激しく貫いていた。他人夫婦のダブルベッドをギシギシと激しく弾ませながら人妻を突き上げている。健司のような一方的な動きではなく、ベッドの反動を利用した腰使いは女体を芯から揺すぶって、官能の大波に連続して飲み込まれるような肉悦をもたらす。

			「ああんっ！　そうよっ！　健司なんかよりアナタのほうがずっといいぃいぃぃ！」

			　見開いた瞳には、官能の白い瞬きとともに複雑な表情を浮かべた灰崎が映っていた。あられもない自分のアヘ顔を睨みつけながら、その顔には様々な感情が見て取れる。

			　欲情。嫉妬。征服感。恍惚感。奪う快感。奪われた憎しみ──愛憎が入り乱れた視線に射抜かれ、人妻の女体は骨の髄まで燃え尽きる。

			「ちくしょうっ！　美砂子は俺のものだっ！　俺だけのものなんだああっ！」

			　いくら彼のことを『アナタ』と呼んでも、美砂子が他人の妻であることには変わりはない。その現実が中年男の顔を醜く歪ませ続けていた。

			　灰崎の視線が下に降り、弾む乳房を睨みつける。

			　あまりに激しい躍動に、上着の制服の裾が捲れ始めていた。膨らみすぎたバストによってヘソが出ていただけに、すぐに下乳も露わになる。男の突き上げに合わせて、本来は乱れのない美しい曲線が、だぷんだぷんとその形を淫らに変形させていた。豊かに実った乳のダイナミックな揺れに男の視線が暗く血走っていく。

			　それを右手で鷲掴まれた。

			「昔は普通サイズだったのに……こ、こんなに、こんなにデカく育ちやがって……。こんなにデカく、こんなにエロく……ちくしょううぅぅ！」

			　健司とのセックスで大きく育ったとでも考えているのか、ちくしょう、ちくしょぅと叫びながら、力一杯握り締められる。官能に沸騰する女体の胸に突然走った鋭い痛みは、稲妻のようなマゾの快感となって美砂子を大きく仰け反らせた。

			　事実、このバストは処女を失ってからさらに豊かに実ったものだ。灰崎のことである。そんなことまで知っているのかもしれない。健司に中出しされた精液でパンパンになっているとでも妄想しているのかもしれない。

			　──違うのっ、それは違うのおぉ！

			　あるいはそれは美砂子の妄想で、この告白をするための自分に対する言い訳だったのかもしれない。

			「灰崎先生がはじめてなんですっ！　わ、わたしっ、わたしコンドームをつけてないセックスは、アナタとしかしたことがないのおおぉぉっ！」

			　弛んだ贅肉に埋まる両目が大きく見開かれた。夫の名前を出して以降、常に灯っていた暗い炎がこの一瞬だけ驚きで掻き消される。膣内に埋め込んでいる男根がビグンと硬度を跳ね上げた。

			「本当……なのか？　僕が……僕が美砂子の本当の初めての男なんだな？」

			「本当よおおぉっ！　ああっ、身体の中でビグビクしてるおちんちんを、こうして直に知ってるのはアタナだけなのおおぉぉっ！」

			　膣襞でなんの遮蔽物もなく直接牡肉と交わる快感は、どんなに薄くて高級なコンドームを使用したセックスでも到底得られぬものだった。ゴム越しの性交など、所詮異物の挿入と変わらない。そう言いきれるだけの快感が今の美砂子を貫いている。

			「この自分からヌルヌル絡みついてくるヒダヒダも、奥のほうで吸いつくみたいにくねってる感触も、僕しか直に知らないんだな！」

			　灰崎の声が病的なまでに上擦っていく。歓喜と興奮で震えている。

			「ああっっ！　それじゃあ、まだっ！　まだ美砂子は身体の一番深いところに、男のザーメンを浴びたことがないんだな！」

			　美砂子を突き上げる腰の動きが獣じみてきた。ヘソの窪みの裏側から、中のペニスが飛び出てきそうな圧迫感に絶叫する。

			「そうなのおおっ！　その通りなのおおおおっっ！」

			　膣内射精をされていなければ、本当の意味でそれは男女の交わりではない。自分はまだ汚れていない。まだだれにも子宮を許していない。ここで欲情をぶちまけていい相手は、運命の男一人だけである。美砂子は仰け反り、心の底から絶叫した。

			「このままイッて、ぶちまけててててえええっ！　わたしのバージンオマ○コにぃぃ、アナタのあついのドクドクしてえぇっ！　中でいっぱい中出ししてえええぇぇっ！」

			　愉悦の涙を流しながら、男の突入に合わせて上半身を激しく身悶えさせる。ただでさえ抜群の反応を示す人妻の女体が、絶頂直前の息みを見せながらペニスをきつく引き絞る。膀胱ごと揺さぶられている股間では、いつもの熱い昂ぶりが発生していた。

			「あああっ！　中出しするぞおぉぉっ！　種付けしてやるっ！　孕ませてやるううっ！　これがほんとうのセックスだああぁぁっ！　ああっみさこおおぉぉっ！」

			　灰崎が絶叫し、乳房をきつく握り締められた。感度を極めた膣襞たちは、絞り込むペニスに浮き上がっている血管の脈動までも感知している。その男根の中を、自分の最深部に向けて何かが一直線に駆け抜けてくるのがハッキリとわかった。来る、と全身を息ませたその直後──。

			　ドリュどぎゅどぶぷふンっ！　どぎゅドプどりどぷドギュどぷんんンっ！

			　子宮孔に密着している肉先から灼熱の粘液が弾き飛んできた。灰崎の様々な感情が全て煮詰まったようなグツグツの粘液が噴出し、子宮の中を満たしていく。

			「ああああっいくうううっ！　オチンポドプドプでいっちゃうううううぅぅぅっ！」

			　身体の一番奥に直撃する肉汁の熱さと勢いに美砂子は絶叫した。びちゃびちゃと灼熱の粘塊が子宮壁に当たるたび、見開いた視界がチカチカチカと真っ白に瞬く。マグマのような粘液の熱に子宮を溶かされ、無数に排泄されていく精子たちに内臓を喰い破られるような壮絶な感覚が腰の奥で爆発していた。誰にも許したことがない、子供を育む牝器官が灰崎の生殖液で満たされていく。

			「はいらきへんへえのどぷどぷがぁみさこのなかで、いっぱいれてるうううっ！」

			　子宮から搾り出すような声で叫びながら、美砂子も大きく絶頂した。知的な美貌は肉悦一色に染め抜かれ、眉間に官能の縦皺を深く刻みつける。そして絶頂を叫びわななく桜色の唇を、息んだように閉じたその直後──。

			　ぶしゃぶしゃあああぁぁあぁあぁぁぁぁっ！
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			　灰崎との性行為では、もうクセになってる潮吹きアクメを盛大に決める。再び絶頂を叫びながら、二人の結合部をびちゃびちゃに濡らしていく。勢いよく熱い飛沫を迸らせる爽快感が、身体の奥に灼熱の粘液を浴びるエクスタシーと交じりあい、美砂子の意識をさらに高い官能の世界へと吹き飛ばす。

			　生殖器官に遺伝子をインプットされて、これで自分は心身ともに灰崎のものになった。

			　身体の内側を燃やし尽くすような熱い生命の激流に、愛液と潮を垂れ流し女体の震えが止まらない。それでもなお、絶頂にざわめく膣襞たちは脈動を続けるペニスに絡みつき、さらに肉汁をねだるように煽動していた。

			　お互いの体液でビチャビチャになりながら、灰崎の脈動は長く大量に続き、美砂子の子宮を満たしきった。赤子を授かる牝器官の隅々まで灼熱の粘液が浸透している。

			「は、はへええっ……へはぁ……ら、らめっあああっ……あへえええっ……」

			　あまりに長く絶叫しすぎて、今では喘ぎ声が掠れている。そして官能の彼方に吹き飛んでいた意識が回復し始めた。極限の絶頂直後で、まるでしゃっくりでもしているように身体が突発的にビクンビクンと跳ねている。

			　美砂子の中で牡の脈動を終えた灰崎が、汗だくになっているブヨブヨの身体でドサッと上に覆い被さってきた。キングサイズのダブルベッドは、二人が出し尽くした諸々の体液でシーツがビチョビチョになっている。

			「ああっ、みさこぉっ……みさこおおおっ……」

			　壮絶すぎたセックスの余韻の中、まるで子供が母親にでも甘えるように名前を呼ばれた。あれほど暗くギラギラしていた半眼に澄んだ光が灯って見えた。長年溜め込み続けた全ての感情を、美砂子の中に全部吐き出したようなスッキリした顔をしている。

			「はああんっ……はいざきせんせぇっ……」

			　美砂子は気だるい身体のまま、自分から顔を上げて愛しいタラコ唇に唇を重ねた。行為中に交わした激しいキスではなく、セックスの余韻を最後まで二人で味わうための優しいキスを交わす。そして元教え子の全身から絶頂後の痙攣が消えてから、中年教師が顔を上げた。うっとりとした表情をして美砂子を見下ろしてくる。

			「よかったよ美砂子」

			「私もです先生」

			　灰崎の片手が伸びてきて、後ろで纏めている黒髪を撫でられた。

			「そうだ……。次はこの髪を、昔のショートカットに戻して愛し合おう」

			　制服姿の人妻女教師は乙女のように頬を染め、嬉しそうに頷いた。

		

	

			終章　夫

			


			　月曜日の夕方。

			「ただいまー」

			　秋月健司は海外出張から帰国すると、同僚たちからの夜の誘いを全て断りマイホームに直行した。玄関で靴を脱ぎながら背中越しに家の奥に声をかける。すぐにパタパタと聞きなれたスリッパの足音が近づいてきた。

			「おかえりなさい、アナタ」

			　健司は靴を脱ぎ終えると、妻に向かって振り返った。

			「ああ、ただいま──って、美砂子……お前……その髪……」

			　出張前には腰近くまであった黒髪がバッサリと切られ、うなじが見えるショートカットになっていた。驚きに目を丸くしていると、妻が悪戯っぽく微笑んだ。

			「ちょっと気分転換にね。うふふっ。アナタと出会った頃の髪型に戻してみたの」

			　いかにも若奥様って感じでしょ、とその美貌を明るく綻ばす。そしてポカンとしているこちらの手から鞄を取ると、それを胸に抱き締めて鼻歌混じりに奥に向かって歩いていく。その様子に健司は苦笑いを浮かべ、彼女の後についていった。

			　──この調子なら、もう心配なさそうだな。

			　元気な妻の後ろ姿を眺めながら、胸の内で安堵の溜め息を一つついた。

			　ここ二ヶ月ほどずっと美砂子の体調を心配していたのだ。

			　修学旅行の仕事を任されて泊まりの出張に行った頃から、元気のない時期が続いていた。何事も人並み以上に上手くこなす彼女にしては珍しく、仕事のプレッシャーを感じてか顔色がずっと悪かったのだ。それは貧血を起こし倒れるほどで、決して自分の杞憂ではなかった。

			　そのため、夜のほうも彼女の体調を考慮して回数を極端に減らしていた。どうしても我慢できなくなりたまに求めても反応が悪く、以前のような満足感を夫婦どちらも得ることができなかった。

			　それが懸案の修学旅行が終わると、こちらが驚くほどいきなり元気を回復させた。今回の出張前の夜などは、以前よりも激しい艶姿をベッドの上で見せたものだ。髪をいきなり短くしたのも、大役の終わった解放感からバッサリと切ってしまったのだろう。美砂子のショートカットは、彼女が言う通り若奥様風でなかなか似合っていた。

			　──今夜はすぐに寝ようと思ってたけど……やっぱり……。

			　心配事がなくなると、前を歩く妻の後ろ姿に別の感情が湧き上がってくる。

			　ホットパンツを張り詰めさせている肉感的な腰つき。微笑を浮かべながら時折振り返る甘い横顔。ショートカットになって剥き出しになった白いうなじ。若さと成熟が絶妙に拮抗し、どこもかしこも咽せそうになるほど濃密な女の色気を立ち昇らせている。

			　これで学校の先生だというのだから、男子生徒たちはたまらないだろう。職場では色気を抑えるために、禁欲的なファッションと眼鏡を組み合わせているということだが、このルックスで効果はあるのだろうか。それはそれで思春期の少年たちの劣情を刺激するような気がする。

			　──い、いかん……。無茶苦茶ムラムラしてきた。

			　中国人相手の慣れない仕事でクタクタになっていたはずなのに、ズボンの前が痛いほど窮屈になっていた。

			「み、美砂子。メシの支度しといてよ。俺、楽な恰好に着替えてくるから」

			　妻はクルリと上半身だけ振り返ってニコッと微笑んできた。

			　その姿に改めてドキリとしてしまう。

			　Ｔシャツを大きく盛り上げているバストと、ねじったことによりさらに括れて見える引き締まったウエスト。女体のカーブが絶妙にくねり、ただでさえ男好きするプロポーションをよりセクシーに見せている。

			　微笑を浮かべている口許の角度や、こちらに向いている瞳の細め具合まで、まるで自分を誘っているように感じてしまう。相手は自分の妻だというのに、その煽情的すぎる光景に股間の強張りが暴発してしまいそうだ。

			「わかったわ。キッチンで待ってるから、早く来てね」

			　妻のセリフにブンブンと顔を縦に振り、急いで二階の寝室に向かった。着替えの入った簞笥の前に直行し、部屋着である欧州の名門サッカーチームのオフィシャルジャージに急いで着替える。

			　──女ってやっぱり……結婚すると変わるもんなんだな。

			　美砂子を見ているとつくづくそれを実感する。テレビや映画の中を探したって、滅多にお目にかかれない美貌とプロポーションに恵まれながら、以前の彼女は知性や凛々しさが遥かに勝った女だった。それが今ではどうだろうか。

			　脳裏には先ほど見たばかりの妻の姿がハッキリと焼きついている。

			「やっぱ……今夜はすぐには寝れないな」

			　健司は寝室の中央に置かれているキングサイズのダブルベッドをポンと叩いてから、妻の待つ一階に降りていった。

			「美砂子、ベッドのシーツどうかしたの？　かけてないみたいだったけど」

			　食卓に座りながら、システムキッチンで食事の準備をしている彼女に問いかける。

			「ああ。ごめんなさい。アナタがいない間に予備も一度洗っておこうと思って五枚全部洗濯したの。もうちゃんと乾いてるから、すぐにセットしておくわ」

			「へー。予備のシーツもわざわざ洗ったのか」

			　家事も完璧にこなしてくれる彼女に『いい奥さんを貰ったなあ』としみじみと実感してしまう。目の前に並べられていく料理も申し分ない。

			「向こうじゃ脂っこい中華料理ばっかりだったと思って、今夜は純和風にしてみたの。魚雅さんにいい鯛があったから奮発したのよ。出張、お疲れさまでした」

			　手に持ったビール専用の陶磁コップに、キンキンに冷えた瓶ビールを注いでくれる。健司は早速、目の前の大皿に箸を伸ばして勢いよくコップを傾けた。

			　鯛の刺身をつまみに、美しい妻の酌で酒を飲む。

			　この世で自分より幸せな男はいないと確信できた。

			「ほら。美砂子も飲めよ」

			「あら。それじゃあ、一杯だけ」

			　あれほど全身に溜まっていた疲れがスーッと消えていくようだ。愛する女の笑顔で心も身体も癒されていく。

			　酌が進み、妻が三本目の詮を抜いてくれた。そんなとき──。

			「ねえ、あなた。ちょっと相談があるんだけど」

			「んっ。なんだ。美砂子の頼みならなんでも聞いてやるぞ」

			　ほろ酔い加減で眺める彼女は、まるで女神様のように美しい。

			　そんな妻が、男心を蕩かすような妖艶な微笑みを突然浮かべて口を開いた。

			「今の仕事を──教師をずっと続けちゃだめかしら？」
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